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口絵１

祝梅川上田遺跡 ブロック２出土の石器群（上段：細石刃、下段：両面調整石器ほか）（縮尺任意）



口絵２

祝梅川上田遺跡 �層出土の鉄製品類



例 言

１．本書は北海道開発局札幌開発建設部が行う一般国道３３７号新千歳空港関連工事に伴い、財団法人

北海道埋蔵文化財センターが平成１８年度に実施した千歳市祝梅川上田遺跡と梅川２遺跡の１冊目

の埋蔵文化財発掘調査報告書である。

２．調査は第１調査部第４調査課が担当した。

３．本書の執筆、編集は、皆川洋一と山田和史が分担した。

４．遺物の整理は皆川洋一と山田和史が担当した。

５．写真撮影は菊池慈人が担当した。

６．鉄製品の保存処理は第１調査部第１調査課田口尚が担当した。

７．石器の石材鑑定は第１調査部第１調査課花岡正光の指導で山田和史が行った。

８．遺物・記録類は報告書作成後、北海道立埋蔵文化財センターが保管する。

９．調査にあたっては下記の諸機関、各氏からご指導、協力をいただいた（順不同、敬称略）。

北海道教育委員会 千歳市教育委員会 恵庭市教育委員会

渡辺重建工業株式会社 株式会社トラスト技研

北海道教育委員会 長沼孝、田中哲郎、藤原秀樹

千歳市教育委員会 田村俊之、豊田宏良、松田淳子

厚真町教育委員会 乾 哲也、奈良智法、小野哲也

釧路市教育委員会 石川 朗

旭川市教育委員会 瀬川拓郎

札幌大学 木村英明

今金町教育委員会 寺崎康史

帯広市教育委員会 山原敏朗

北海道大学大学院 赤井文人



記号等の説明

記号等の説明

１．文及び図表中では、次の略号を使用した。

U：�層の遺構 L：�・�層の遺構 P：土壙 TP : Tピット A：灰集中 R：道路跡

S：集石 H：建物跡 SP：柱穴 F：焼土 FC：フレイク・チップ集中

２．実測図の縮尺は、原則として次の通りであり、すべてにスケールを付けている。

遺構 １：４０ 復元土器 １：３ 土器拓本（拓影図） １：２ 金属製品 １：２

剥片 １：２ 磨製 １：２ 礫石器 １：３

３．遺構図中の方位は真北を、レベルは標高（単位m）を示す。

４．遺構の規模については、次の要領で示した。尚、一部破壊されているために推定の困難なものな

どは、現存長を（ ）で示した。

「確認面での長軸×短軸／床面（壙底面）での長軸×短軸／確認面からの最大深・最大厚m」

５．土層の標記で基本土層はローマ数字、遺構の覆土についてはアラビア数字で表した。

６．土層の記述には下記の記号、略称を用いた場合がある。

樽前 a降下軽石堆積物：Ta―a 白頭山―苫小牧火山灰：B―Tm

樽前 c降下火砕堆積物：Ta―c 樽前 d１降下火砕堆積物：Ta―d１

恵庭 a降下軽石堆積物：En―a

恵庭 a降下軽石堆積物起源のローム層：En―L

恵庭 a降下軽石堆積物のうち未風化の軽石礫：En―P

７．土層説明には『新版標準土色１９９７年版』を引用した。

８．土層説明には以下の記号を使用した部分がある。

A＋B : Aと Bが等量混じる。 A＞B：主体のAに少量の Bが混入する。

A≫B：主体のAに微量の Bが混入する。

９．石器・石製品等の大きさは「最大長×最大幅×最大厚�／重さ g」の順で記してある。
破損しているものについてはその数値を（ ）で囲ってある。

石器は原則として機能部にこだわらず長軸を長さ、短軸を幅、厚さは最大値を採用した。
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図版�－２ �層の調査（１）
１ �層上面 遺構確認状況（N・O－５９）
S→

２ UR－１ S→
図版�－３ �層の調査（２）

１ UH－１ E→
２ UH－１HA－１セクション S→

図版�－４ �層の調査（３）
１ UH－１HSP－３５セクション E→
２ UH－２ HF－１・２セクション
S→

３ UH－２柱穴群検出状況 SE→
４ UA－１検出状況 SW→
５ UA－１セクション S→

図版�－５ �層の調査（４）
１ UH－３ 検出状況 SE→
２ UH－３ 集石 S→

図版�－６ �層の調査（５）
１ UH－５遺物出土状況 SE→
２ UH－４HF－１検出状況 SW→

図版�－７ �層の調査（６）
１ UH－６完掘 E→
２ UH－７全景 N→

図版�－８ �層の調査（７）
１ UH－９完掘 E→
２ UH－１０全景 E→

図版�－９ �層の調査（８）
１ UH－１１HSP－８セクション（T－７７）
N→

２ UH－１０HF－１・２セクション
NE→

３ UH－１１完掘 E→
４ USP－３E→
５ USP－４０７完堀 E→

図版�－１０ �層の調査（９）
１ UP－１完掘 W→
２ UP－３完掘 S→
３ UA－３検出状況 S→
４ UA－３セクション S→
５ UA－２検出状況 SW→
６ UF－３検出状況 SW→

図版�－１１ �層の調査（１０）
１ UF－５検出状況 SE→
２ UF－６検出状況 SW→
３ UF－１２検出状況 SW→
４ US－２検出状況 SW→
５ UF－２検出状況 SW→
６ �層 刀子出土状況（T－７７）S→
７ �層 刀子出土状況W→
８ �層 刀子出土状況（N－５９）SE→

図版�－１２ �層の調査（１１）
１ US－１遺物出土状況（S・T－７０）
W→

２ �層 鉄製品出土状況（L－７６）S→
３ �層 鉄鍋出土状況（H－５８）S→
４ 擦文土器出土状況（K－７７）S→
５ �層 �群 c類土器出土状況（I－
５８）S→

図版�－１３ �・�層の調査（１）
１ �層 上面全景 S→
２ �層 遺物出土状況（I・J－６２・６３）
S→

図版�－１４ �・�層の調査（２）
１ LP－２遺物出土状況 SE→
２ �層 玉（橄欖岩製）出土状況（H－
７４）NW→

３ �層 �群 b－４類土器出土状況（R
－６７）E→

４ �層 北筒式土器出土状況（P－５５）
E→

５ �層 黒曜石製つまみ付ナイフ出土状

況（I－６４）N→
図版�－１５ 旧石器の調査：ブロック１（１）

１ 遺物出土状況（G・H－７５） SE→
２ 遺物出土状況（G・H・I－７５） S→

図版�－１６ 旧石器の調査：ブロック１（２）
１ �層 細石刃出土状況（H－７５）
E→

２ �層 掻器出土状況（I－７５） E→
３ �層 細石刃核削片出土状況（I－
７５） E→

４ �層 彫器出土状況（H－７５） E→
５ �層 彫器出土状況（H－７７） W→
６ �層 掻器、石刃出土状況（H・I－
７５） SE→

７ �層 細石刃出土状況（H－７６） S→
８ �層 掻器出土状況（I－７６） E→

図版�－１７ 旧石器の調査：ブロック１（３）
１ �層 掻器出土状況（I－７５） E→
２ �層 遺物出土状況（G・H・I－７５）
NW→

３ 全景 E→
４ �層 遺物出土状況（H７６・７７） SE→
５ LP－１セクション１ S→

図版�－１８ 旧石器の調査：ブロック２（１）
１ �層 遺物出土状況 E→
２ �層 両面調整石器剥片出土状況（L
－５７）N→

図版�－１９ 旧石器の調査：ブロック２（２）
１ �層 両面調整石器出土状況（L－
５７） S→

２ �層 掻器出土状況（M－５６） E→
３ �層 掻器出土状況（K－５７） E→
４ �層 彫器出土状況（K－５７） S→
５ �層 両面調整石器出土状況（L－
５７） E→

６ �層 掻器出土状況（K－５６） E→
７ �層 彫器出土状況２（L－５７） S→
８ �層 彫器出土状況３（L－５７） S→

図版�－２０ 旧石器の調査：ブロック２（３）
１ �層 遺物出土状況（K・L－５７）
W→

２ �層 彫器削片出土状況（L－５７） E→
３ �層 細石刃出土状況（K－５７） S→
４ �層 磨製石斧調整剥片出土状況（M
－５６） W→

５ 完掘状況 W→
図版�－２１ 金属製品（１）
図版�－２２ 金属製品（２）
図版�－２３ 金属製品（３）
図版�－２４ X線写真（１）
図版�－２５ X線写真（２）
図版�－２６ X線写真（３）
図版�－２７ 土器（１）
図版�－２８ 土器（２）
図版�－２９ 土器（３）
図版�－３０ 土器（４）
図版�－３１ 石器（１）
図版�－３２ 石器（２）
図版�－３３ 石器（３）
図版�－３４ ブロック１出土石器
図版�－３５ ブロック２出土石器
図版�－３６ ブロック２接合資料（１）
図版�－３７ ブロック２接合資料（２）
図版�－３８ ブロック２接合資料（３）

（梅川２）
図版�－１ 調査状況

１ Ta―c除去終了 N→
２ B区メインセクション W→

図版�－２ �層の調査（１）
１ UH－１全景 E→
２ UH－２全景 W→

図版�－３ �層（２）と�・�層の調査（１）
１ UH－１HSP－１セクション E→
２ UH－２HSPセクション E→



３ LP－４、LF－６１セクション N→
４ LP－４セクション E→
５ LP－４完掘 N→

図版�－４ �・�層の調査（２）
１ TP－１完掘 S→
２ TP－１セクション SE→
３ TP－２完掘 S→
４ TP－２セクション（M－６） NE→
５ TP－１SP－１ S→
６ A区K－４ トレンチ石器出土状況
N→

図版�－５ �・�層の調査（３）
１ LP－２セクション W→
２ LF－１・２（P－１４）S→
３ �層 焼土検出状況（P－１６） S→
４ �層 土器出土状況（P－１６） S→
５ �層 土器出土状況（P－１６） S→
６ �層 土器出土状況（Q・R－１０）
E→

７ �層 土器出土状況（P－１６） S→
８ �層 石槍出土状況（O－６） E→

図版�－６ �・�層の調査（４）
１ LR－１全景 SW→
２ A区�層 作業風景 W→

図版�－７ 調査状況
１ A区北壁セクション S→
２ A区低湿部調査状況 N→

図版�－８ 土器（１）
図版�－９ 土器（２）
図版�－１０ 土器（３）
図版�－１１ 石器（１）
図版�－１２ 石器（２）



� 調査の概要
１ 調査要項
事業名：一般国道３３７号新千歳空港関連工事埋蔵文化財発掘調査

委託者：国土交通省北海道開発局札幌開発建設部

受託者：財団法人 北海道埋蔵文化財センター

遺跡名・所在地・調査面積：

遺 跡 名 道教委登載番号 所 在 地 調査面積
祝梅川上田遺跡 A－０３－５０ 千歳市祝梅６１７、６１９ ９，１００�
梅 川 ２ 遺跡 A－０３－５７ 千歳市祝梅４８７、４９１ ７，６２５�

調査期間：平成１８年５月８日～平成１８年１０月３１日（現地調査）

２ 調査体制
第１調査部長 千葉 英一

第４調査課長 鈴木 信

発掘担当者 主査 皆川 洋一

嘱託 山田 和史

３ 調査の経緯
この調査の原因は、北海道開発局札幌開発建設部による地域高規格道路「道央圏連絡道路」計画の

一環で一般国道３３７号線の建設工事に伴うものである。

この道路は新千歳空港を起点に北海道横断自動車道千歳東 IC、北海道縦貫自動車道江別東 IC、重

要港湾石狩湾新港、北海道横断自動車道銭函 ICを結ぶ延長約８０�の４車線で、完成後は千歳市、長
沼町、南幌町、江別市、当別町、札幌市、石狩市、小樽市を連結する道央都市圏の新しい交通・物流

ルートとなる。事業は６区間に分けられており、本調査は新千歳空港と北海道横断自動車道千歳東 IC

を結ぶ９．２�区間の「新千歳空港関連」事業に伴うものである。
当センターでは、「新千歳空港関連」事業に伴う埋蔵文化財発掘調査を平成９年度から実施してお

り、この年の柏台１遺跡を皮切りにチプニー１・２遺跡、オルイカ１・２遺跡、キウス５・９遺跡な

どの調査を行ってきているが、梅川地区における調査は今回が初である。なお、千歳市教育委員会に

よる発掘調査が既に周辺で数次に渡って実施されており、縄文時代からアイヌ文化期の遺構・遺物が

検出されている。

４ 調査区の設定
調査区の設定に関しては、隣接する祝梅川上田遺跡と梅川２遺跡にかかる共通のものとした。札幌

開発部の作製した一般国道３３７号新千歳空港関連工事の用地平面図を使用し、その工事設計の中央線

上に設けられた STA５，４００と STA５，５００のポイントを結んだラインを基軸線に２遺跡を網羅するグ

リッドを設置している。グリッドは横ラインに英字を縦ラインに数字を各あてている。先の基軸線は

Mラインに重なるように設け、縦ラインはMライン上の STA５，４００地点と直行する縦ラインを２５ラ

インとし、それらを基準に５×５mのメッシュを全面に設定した。

各グリッドの呼称は横ラインと縦ラインの交点名をあてている。例えばMラインと２５ラインの交

点名は「M－２５」となりこれがその右下に位置するグリッドの名称となる（図�－２）。
基軸線に用いた STA５，４００と STA５，５００のポイント座標値（世界測地系）は以下の通りである。
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図�－１ 遺跡の位置

� 調査の概要
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STA５，４００ X＝－１２８９０３．３２１ Y＝－４５５６３．４６６

STA５，５００ X＝－１２８８０６．９５４ Y＝－４５５３６．７９５

５ 調査の概要
祝梅川上田遺跡

祝梅川上田遺跡は千歳市の市街地から東へ２．５�ほど行った、祝梅川を経て千歳川に流入する梅川
右岸の平坦な低位段丘上（標高１５～１６m程）に立地し、同時に調査した梅川２遺跡は１００m程離れて

位置している。

現況は耕作地で攪乱が�～�層に達しており、�層包含層の約７割に影響が及んでいた。
今回は遺構確認を中心とした発掘調査を実施した。当センタ－において梅川周辺の調査報告は今年度

が初となる。なお、千歳市教育委員会による発掘調査が既に周辺で数次に渡って実施されており、縄

文時代からアイヌ文化期の遺構・遺物が検出されている。

遺跡の基本土層は�～�層に分けられ、主な包含層は�層（アイヌ文化期、擦文文化期、続縄文期、
縄文晩期）と�～	層（縄文早～晩期、旧石器）である。調査区内の現況は耕地で、調査面積の約６
割の�～�層に耕作が及んでいた。火山灰は樽前 a降下軽石（「Ta―a」：
層）、樽前 c降下軽石
（「Ta―c」：�層）が確認されている。また、�層中には樽前 d１降下軽石（Ta―d１）らしきもの
が検出されている（�章３節：花岡）。
遺構と遺物

遺構は、�層から住居１１軒（UH－１～１２）、土壙３基（UP－１～３）、集石４カ所（US－１～
４）、灰集中４カ所（UA－１～４）、焼土１１カ所（UF－１～７、１１～１４）、小柱穴５５２基（USP－１

～５５２）、道跡１カ所（UR－１）が、�～	層から土壙２基（LP－１・２）、焼土６２カ所（LF－１～
６２）、旧石器の石器ブロック２カ所（ブロック１・２）が検出されている。�層の遺構はほぼ調査区
の全域で検出されており、大半はアイヌ文化期のものと考えられる。１２件の住居以外に小柱穴

（USP）も多いことから、これらも住居ないし他の構築物である可能性が高い。他にも、所謂「灰

送り」がなされた痕跡と考えられる灰集中や、魚骨や動物遺体が含まれる焼土、灰集中なども見られ

ることから、これらは恐らくこの時期の集落を構成するものと考えられる。

遺物は１１，８１４点が出土した。内訳は、鉄製品類２８点、土器２，６３５点、石器類２，７２６点（縄文以降）、

旧石器類６，４２３点である。土器は縄文早～晩期、続縄文、擦文土器など、石器は石鏃、ポイント、石

錐、つまみ付ナイフ、つまみ付石器、篦状石器、スクレイパ－、異形石器、Rフレイク、Uフレイ

ク、フレイク、チップ、石核、擦切石斧、石斧、たたき石、断面三角形のすり石、石冠、すり石、石

鋸、砥石、台石・石皿、棒状礫、礫器、礫などがある。土器、石器で比較的多かったのは縄文早・中

期と擦文文化期のものである。また、縄文中期と考えられる玉が２点出土している。鉄製品類は鉄鍋、

鉈、刀子、マレック、角釘、古銭（永楽通宝）などで、ほとんどがアイヌ文化期のものである。

旧石器時代の遺物は、ブロック１、２ともに細石刃石器群が主体をなすが、ブロックごとに石器群

の内容が異なる。ブロック１では細石刃、細石刃核削片、掻器、彫器、石刃などが出土しており、細

石刃核削片には両面調整母型から剥離されたものと、片面調整母型から剥離されたものの２種類の形

態がみられる。ブロック２では細石刃、細石刃核削片、両面調整石器、掻器、彫器、石刃、削器、掻

器の刃部再生剥片、彫器削片、磨製石斧の調整剥片などが出土している。細石刃と細石刃核削片の形

態は、ブロック１が「湧別技法」と「峠下技法」、ブロック２が「忍路子技法」による細石刃生産技

術の特徴に類似する。恵庭 a降下軽石（「En―a」：�層）より上位の�～	層で出土していることか

４ 調査区の設定
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ら、後期旧石器時代後半期に位置付けられる。

分析は「炭素年代測定」と「炭化樹種同定」、「火山灰分析」を依頼した。これらは�章に掲載した。
また、「黒曜石原産地同定」と「動植物遺存体の同定」も実施したが、これらは次年度以降に報告する。

梅川２遺跡（A－０３－５７）

梅川２遺跡は、千歳市の市街地から東へ２．５�ほど行った、祝梅川を経て千歳川に流入する梅川右
岸に位置している。調査区は道路をはさんだ南側緩斜面（標高１１～１２m）のA区と北側の低位段丘

上平坦部（標高１５m程）の B区とに分かれた２カ所である。現況はA区が斜面とそれに続く低湿部

で、調査はポンプアップしながらのものとなった。B区は耕作地で、一部に�～	層に達する攪乱が
見られた。同時に調査した祝梅川上田遺跡とは１００m程離れて隣接する。今回は遺構確認を中心とし

た発掘調査を実施した。当センタ－において梅川周辺の調査報告は今年度が初となる。

現況は耕作地で攪乱が�～�層に達しており、�層包含層の約７割に影響が及んでいた。
遺跡の基本土層は�～	層に分けられ、主な包含層は�層（アイヌ文化期、擦文文化期、続縄文期、
縄文晩期）と�～	層（縄文早～晩期）である。火山灰は樽前 a降下軽石（「Ta―a」：
層）、樽前
c降下軽石（「Ta―c」：�層）が確認されている。また、�層中には樽前 d１降下軽石（Ta―d１）らし
きものが検出されている（�章３節花岡）。
遺構と遺物

遺構は、�層から住居２軒（UH－１・２）、小柱穴：１１基（USP－１～６、１６～２１）が、�～�
層から土壙：５基（LP－１・２・６～８）、Tピット：２基（TP－１・２）、集石：１カ所（US－

１）、焼土：１１６カ所（LF－１～１１６）、フレイク・チップ集中：６カ所（LFC－１～６）、道跡１カ所

（LR－１）が検出されている。UH－１・２はアイヌ文化期のもので、こちらの柱穴は掘り込みを

伴う。LR－１は縄文後期の可能性がある。

遺物は、土器２，１７２点、石器類９，１２２点が出土している。土器は縄文早～晩期、続縄文、擦文土器な

ど、石器は石鏃、ポイント、石錐、つまみ付ナイフ、スクレイパ－、Rフレイク、Uフレイク、フ

レイク、チップ、石斧、たたき石、断面三角形のすり石、北海道式石冠、すり石、石鋸、砥石、台石

・石皿、礫器、礫石製品などがある。土器、石器で比較的多かったのは縄文前・晩期のものである。

６ 基本土層
土層は、基本的に過年度のキウス遺跡群の調査で使われた土層区分を踏襲している。今回新たな知

見として、Ta―d１の検出があった。層をなしてはいないもの、少なくない量の Ta―d１が�～	層に混
入していた（�章３節花岡）。
�層：表土。

層：樽前 a降下軽石（Ta―a）。１７３９年に噴火した樽前山を起源とする降下軽石層。堆積するテフラ

の断面にはいくつかのフォールユニットが観察される。層厚は約３０�
�層：「第�黒色土層（IB）」に相当する黒色の腐食土層。層厚は約２０�。縄文時代晩期後葉、続縄

文時代、擦文文化期、アイヌ文化期の遺構・遺物が包含されている。

�層：樽前 c降下軽石（Ta―c）。BC．２，３００年頃に噴火した樽前山を起源とする降下軽石層。層厚は
約１０�。

�層：「第
黒色土層（
B）」に相当する黒色の腐食土層。層厚は約２０cm。縄文時代早期～縄文時
代晩期後葉の遺構・遺物が包含されている。
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�層：暗褐色を呈する粘土質の腐食土屠。�層～	層の漸移層。層厚は約１０cm。縄文時代早期の遺
構・遺物、後期旧石器を包含する。土層上位に Ta―d１を含む。

	層：恵庭 a降下軽石堆積物（En―a）の風化ローム層（En―L）。橙色を呈する。層厚は約３０cm。後
期旧石器を包含する

�層：恵庭 a降下軽石堆積物（En―a）のパミスの堆積層（En―P）。層厚は約２m。

７ 調査と整理の方法
調査と整理に関しては二遺跡とも基本的に過年度の千歳市キウス遺跡群を参考に実施した。

重機による�・
層除去の後、基本的にはグリッドメッシュに従って通常調査と遺構確認調査を実
施した。通常調査は遺跡内における遺構・遺物の濃淡を見て調査部分を限定して実施した。遺物は、

グリッド単位で各層位ごとに取上げを行っている。また、遺構などの遺物で重要性が高いと判断され

たものには必要に応じて調査、記録したのちに取り上げている。それらの遺物の一次整理、及びフ

ローテーション作業は現地で行った。微細遺物に関しては、人力による選別作業も行っている。

二次整理に関しては、１１月以降に江別市の整理作業所において行っている。土器は、接合・復元を

試みた後、必要と判断されたものを実測図や拓影図を作成し、写真撮影などで記録した。石器等は、

成品を中心に抽出し実測図の作成と写真撮影を行っている。鉄製品は保存処理を行ったのち実測図を

作成し写真の撮影を行った。

８ 遺物の分類
（土器）

�群 縄文時代早期に属するもの。

a類 貝殻腹緑圧痕文、条痕文のある土器群。

b類 縄文、撚糸文、絡条体条痕文、貼付文などの施される土器群。

b－１類 東釧路
・�式に相当するもの。
b－２類 コッタロ式に相当するもの。

b－３類 中茶路式に相当するもの。

b－４類 東釧路�式に相当するもの。

群 縄文時代前期に属するもの。

a類 縄文の施された丸底、尖底を特色とする土器群。

a－１類 綱文式に相当するもの。

a－２類 春日町式、中野式など、縄文の施された尖底を特色とするもの。

b類 円筒土器下層式、植苗式に相当するもの。

�群 縄文時代中期に属するもの。

a類 円筒土器上層式に相当するもの。

b類 天神山式、柏木川式、北筒式、煉瓦台式に相当するもの。

�群 縄文時代後期に属するもの。

a類 余市式、入江式に相当するもの。

b類 船泊上層式、手稲式、
間式、エリモ B式に相当するもの。
c類 堂林式、三ッ谷式、御殿山式に相当するもの。

�群 縄文時代晩期に属するもの。

８ 遺物の分類
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a類 大洞 B式、上ノ国式に相当するものと、それに並行する在地の土器群。

b類 大洞 C式、大洞 C'式に相当するものと、それに並行する在地の土器群。

c類 大洞A式、大洞A'式に相当するものと、それに並行する在地の土器群。

�群 続縄文時代に属するもの。

	群 擦文文化期に属するもの。

�群 中世の陶磁器。

（石器・石製品・金属製品・その他）

石器は券種別の大分類にとどめ、一券種における記号による細分はおこなっていない。今年度報告

分について、剥片石器は石槍、石鏃、石錐、つまみ付ナイフ、つまみ付石器、スクレイパー類などが

あり、礫石器には石斧、たたき石、すり石、砥石、台石・石皿などがある。この他に石核、フレイク

類（Rフレイク（retouched flake）、Uフレイク（utilized flake）、

フレイク・チップ）などがある。

石製品には玉がある。金属製品には古銭（永楽通宝）、鉄鍋、刀子、鉈、マレック、角釘などがあ

る。その他には、炭化物、動物・植物の遺存体などがある。

（旧石器時代の石器の分類）

尖頭器 両面調整により器体が尖頭状に加工された石器。

細石刃 長幅比が２：１以上で、両側縁がほぼ平行し、背面に側縁と平行する稜を持つ剥片を連続的

に剥離する「細石刃技法」によって剥離された剥片。

細石刃核削片 細石刃核母型から剥離された打面形成剥片で、背面に細石刃核母型調整時の稜を持つ

「一次削片」と背面に先行する削片剥離面を持つ「二次削片」に細分される。

両面調整石器 平面が不整楕円形、断面が凸レンズ状となるように両面が調整された石器。細石刃核

の母型と考えられる。

石刃 長幅比が２：１以上で、両側縁がほぼ平行し、背面に側縁と平行する稜を持つ剥片を連続的に

剥離する「石刃技法」によって剥離された剥片。

掻器 剥片もしくは石刃を素材とし、素材短軸の縁辺に対して、長さが１／２以上の連続する剥離痕

によって刃部が作出された石器。

削器 剥片もしくは石刃を素材とし、素材長軸の縁辺に対して、長さが１／２以上の連続する剥離痕

によって刃部が作出された石器。

刃部再生剥片 主に掻器や削器などの刃部を再生もしくは調整した際に生じる剥片。

彫器 剥片もしくは石刃を素材とし、素材の一端に樋状剥離を施し、彫刀面が作出された石器。

彫器削片 彫器の彫刀面を作出する際に樋状剥離で生じる剥片。

加工痕ある剥片 縁辺の長さに対して１／２以下の剥離痕が連続する剥片。

微細剥離痕ある剥片 縁辺に微細な剥離痕が連続する剥片。

磨製石斧調整剥片 磨製石斧から剥離された剥片で、背面に石斧の研磨調整が残る。なお、研磨調整

はみられないが、同一母岩と考えられる緑色泥岩製の剥片もこれに含めた。

縦長剥片 長幅比が２：１以上あるもので、「石刃」に含まれない剥片。

剥片 剥離によって目的的に剥離された石片。打点の残るものは「剥片」に含めた。

砕片 剥離によって偶発的に生じる石片。

礫片 石器の石材に利用されていない自然石で、全体形状がわからないもの。

礫 石器の石材に利用されていない自然石で、全体形状がわかるもの。
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図�－１ �層遺構配置図（地形は�層上面）
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� 祝梅川上田遺跡
主な包含層は�層（アイヌ文化期、擦文文化期、続縄文期、縄文晩期）と�～�層（縄文早～晩期、
旧石器）である。調査区内の現況は耕地で、調査面積の約６割の�～�層に耕作が及んでいた。火山
灰は樽前 a降下軽石（「Ta―a」：�層）、樽前 c降下軽石（「Ta―c」：�層）が確認されている。また、
�層中には樽前 d１降下軽石（Ta―d１）と考えられる火山灰が検出されている（�章３節、花岡）。

１ �層の調査
遺構は住居１１軒（UH－１～１１）、土壙３基（UP－１～３）、集石４カ所（US－１～４）、灰集中

４カ所（UA－１～４）、焼土１４カ所（UF－１～１４）、小柱穴５２５基（USP－１～５２５）、道跡１カ所

（UR－１）が検出された。

１１件の住居以外に小柱穴（USP）も多数検出されており、これらも住居ないし他の建物跡である

可能性が高い。他にも、所謂「灰送り」がなされた痕跡と考えられる灰集中や、魚骨や動物遺体が含

まれる焼土、灰集中なども見られる。時期は大半がアイヌ文化期で一部擦文文化期の可能性のものも

含まれている。アイヌ文化期と考えられる遺構はほぼ調査区の全域で検出されており、恐らくこの時

期の集落を構成するものと考えられる。なお、墓は皆無であったことから、集落の居住区であった可

能性が高い。時期は、Ta―a降下の１７３９年以前になる。また、各遺構から出土した炭化物８件の年代

測定を行った結果、BP９０１～３１１の結果を得ている（�章１節 PLD－６８４９～６８５６）。

道内でのアイヌ文化期の集落の調査例はまだ少ないものの、千歳周辺では過去に千歳市末広遺跡、

同ユカンボシ２遺跡、恵庭市カリンバ３遺跡などが調査されており比較的多い地域と言えよう。

ａ 道路跡

道路跡１カ所（UR－１）が検出された。

UR－１（図�－２・４５、表�－１２、図版�－２・１２）
位置：L－７７・７８、M－７５・７６・７７、N－７４・７５、O－７１・７２・７３・７４、P－７０・７１、Q－６９・７０

標高：１４．２～１４．７m

規模：５３．０×０．７０m

長軸方向：N－１２°－W

確認・調査：樽前 a降下火山灰除去後、L－７７・７８、M－７６・７７の�層上面で擦文文化期の土器片が
まとまって出土した。この土器片の分布の間に、L－７８の�層上面で溝状の浅い窪みが確認された。
当初 L－７７付近で溝状の窪みの輪郭が不鮮明だったことから、「周溝状遺構」として調査していたが、

溝は遺跡の南北方向に延びることが確認された。溝の短軸に５m間隔でトレンチを設定し、断面を

観察したところ、堀込みは確認されず、�層の黒色土がわずかに窪んでいることが確認された。黒色
土は堅密度の異なる２枚の層に分層され、�－１層はしまりが軟らかく、�－２層は�－１層よりし
まる。このことから、溝は�－２層上面で何らかの填圧を受けて窪んだものと考えられ、これを「道
跡」と認定した。なお、「道跡」が延びる P－７０・７１には UF－１・４・５が位置し、このうち UF－

５に伴って擦文土器が出土している。L－７７・７８、M－７６・７７周辺でも擦文土器が出土していること

から、「道跡」は擦文文化期に形成されたと考えられる。

出土遺物：周辺の包含層から擦文土器、礫片、礫が出土している。

時期：擦文文化期 （山田和史）
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図�－３ UH－１

１ �層の調査
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b 建物跡

柱穴の配置などから平地式の住居あるいは構造物と考えられるもので、１２件（UH－１～１２）が検

出されている。UH－２～６、１０、１１の柱穴の配置内に炉跡と考えられる焼土が検出されておりこれ

らは住居と考えられる。それ以外は規模が小さいことから、倉や熊檻、納屋、祭壇、便所など住居に

付属する建築物の可能性が高い。これらの柱は、後述の柱穴（USP）も含めて大方「打ち込み」で、

また所謂「外ふんばり」といわれるような明瞭な傾きをもつ形態ものも認められなかった。各建物跡

は軸が異なるものがあるためアイヌ文化期の中でも僅かに時期が異なるものもあると考えられる。ま

た、十分以上の柱穴をもつものも在ることから、建物の拡張や改築、あるいは重複の可能性もある。

多数の柱穴が見つかっていることから UH－１～１２以外の建物もあると考えられる。

UH－２・４・５からは多くの鉄製品が出土しておりその種類も豊富である。集落おける何らかの差

異を示しているのかもしれない。

UH－１（図�－３・４・５０、表�－１・１５、図版�－３・４・３１）
位置：N－７７・７８、O－７７～７９、P－７７・７８ 標高：１４．０～１４．２m

規模：不明 長軸方向：不明

確認・調査：樽前 a降下軽石層（�層）除去後に�層上面で灰の集中する範囲がみられた。「住居
跡」の可能性を考慮して、灰集中の全体形状を出し、周辺のグリッドを�層上面まで掘り下げたとこ
ろ、灰集中の周囲で柱穴が確認された。灰集中の長軸にトレンチを設け土層を観察したが、灰集中は

灰層のみで形成され、焼土が伴わないことから、「屋内炉」ではないことが確認された。柱穴の配列

も規則性がみられないことから「住居跡」とする根拠に乏しいが、周囲の調査区に比べて柱穴の検出

数が多いことから、灰集中に関わる何らかの「建物跡」もしくは「柵列」のような構築物があったと

推定される。

付属施設：灰集中１基（HA－１）、柱穴３３基（HSP１～５・７・９・１０・１２～２６・２８～３２・３４・３５

・３７・３８）を確認した。

［HA－１］ 位置：O－７８ 規模：２．２０×１．３２×０．１３m

平面形状が不整形で、灰層のみからなる。１層の層界は明瞭であるが、２層の下面は波状で黒色土

が混ざる。１・２層ともに自然遺物、炭化材が多く含まれる。

出土遺物：灰のまわりから礫４点、灰層上面から礫１点、灰層上面から灰層中にかけて魚骨、カワシ

ンジュガイの殻皮などが出土した。

［HSP－１～５・７・９・１０・１２～２６・２８～３２・３４・３５・３７・３８］

位置：N－７７・７８、O－７７～７９、P－７７・７８

灰集中周辺で検出された柱穴は３３基を数える。すべて�層上面で確認した。柱穴断面の先端は１・
３・７・９・１０・１２・１５・１８・１９・２２・２４・３１・３２・３４・３３・３５・３７が尖形、そのうち２・４・７・

９・３１・３２は柱穴先端部が面取りされている。５・１３・１７・２１・３０は丸形、１４・１６・２３・２５・２６・２８

・２９・３８は角形を呈す。１・７・２３・２８では柱穴先端部に堅密になった黒色土や�層の軽石の薄い覆
土の堆積がみられた。これは杭の「打ち込み」時に杭先端に付着した土が填圧を受けたものと考えら

れる。３・３５・３８は堀り形が残る。柱穴は直径８
～２２
、確認面からの柱穴の長さは１６
～４７
ま
でのものがある。

出土遺物：HA－１出土遺物のほか、包含層から被熱礫が散漫な状態で出土した。また、鉄製品１点

が出土した。

時期：灰集中出土の自然遺物、遺構の構成から、１７３９年以前の近世アイヌ文化期と考えられる。

１ �層の調査
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図	－４ UH－１・HSP・HA－１
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（山田和史）

UH－２（図�－５・６・４０・４１、表�－１・２、図版�－４）
位置：H－５８・５９．I－５８・５９．J－５８・５９ 規模：２１．０×２０．５m 長軸方向：N－７８°－W

特徴 平面形が長方形を呈すると考えられる建物跡である。確認面は�層上面で、屋内からは炉跡と
考えられるHF－１・２と６本柱で構成される構築物が検出されている。東側外壁の近くには直線的

な柱列が検出されており、塀あるいは「ヌササン」のようなものが在ったのかもしれない。灰集中

UA－２もそれに近接して見つかっており、更に西側にも UA－１は検出されている。周辺から見つ

かった灰集中２カ所は、配置から見て UH－２と関連する可能性が高い。

外郭を構成する柱穴列の西側は攪乱で失われている。長軸はほぼ東西方向と推定され、南側には入

り口部を推定される柱穴が分布するが配置は明瞭ではない。全て�層中からの打ち込みで、所謂「外
ふんばり」といわれるような明瞭な傾きをもつのも認められない。

HF－１・２は建築物平面形の北側にややよった位置で並んで検出されており、これは同じく屋内で

検出された６本柱で構成される構築物を優先させた配置と考えられる。HF－１は�層中に浅く楕円
形に掘られた凹みに焼土と少量の灰が入ったもので、焼土・灰中には魚類などの遺存体が含まれてお

り、すぐ際からは角釘が見つかっている。HF－２の平面形は攪乱を受けて明瞭ではない。掘り込み

を伴わず、HF－１と比べて明らかに高い位置にある。また、焼土中には遺存体が含まれていなかっ

た。このような特徴の違いは、炉の構造か新旧を示しているのかもしれない。

１ �層の調査

図	－６ UH－２の柱穴
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６本柱で構成される構築物（HSP－２４～２９）は、屋内の中央部付近から見つかっており、各柱穴

の規模は他と比較して格段に大きい。これらから、上屋の重量を支える役割が推定されるが、そのよ

うな構造を有する建築物の類例が少ないため屋内施設の可能性も残る。

UH－２の東側で見つかった UA－２は極めて近接しており、UH－２に付属するものとして良い

だろう。付近に位置する柱穴のうちHSP－１～３は、柱穴の間隔がやや短く断面も他と比べて異質

である。UA－２とセットで考えるべきかもしれない。西側で見つかった UA－１も含めて東西を軸

に並ぶ傾向があり関連が窺われる。UH－２の南側には図�－１９にあるような比較的小形の建物群が
まとまって存在する。これらは「プー」や「熊檻」の可能性がある。

図	－７ UH－３

� 祝梅川上田遺跡
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図	－８ UH－３遺物（集石）
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遺物 鉄鍋（図�－４１－１）と角釘（図�－４２－８）が出土している。鉄鍋は破片１１点が出土し接合
したもので、内訳は UH－４から３点、その西側に位置する UA－１付近から６点、約５０m離れた UH

－４の炉跡周辺から２点が出土した。鉄鍋は「送り」のために破壊されたと考えられ、本来的には出

土点数の多かった UA－１に伴う可能性が高い。一度、UA－１で送られた破片が、再利用のため UH

－２と UH－４に運びこまれた可能性がある。これ以外は、すり石と礫器が出土している。

時期 遺物と柱穴の配置からアイヌ文化期と考えられる。 （皆川洋一）

UH－３（図�－７・８・４０・４１、表�－１・２、図版�－１・５）
位置：O－６０・６１．P－６０・６１ 規模：４．０×（３．８）m 長軸方向：N－８６°－E

特徴 �層上面で検出した小形の建物跡と考えられる遺構である。浅く幅の一定しない溝が巡るもの
で、耕作による攪乱で北側が欠失している。平面形はやや丸みを帯びた方形を呈すると推定され、�
層上面から１～２
下と考えられる床面からは、炉跡と考えられる焼土（HF－１）と集石、礫石器

などが見つかっている。南側にある溝内には平面が円形の浅い凹みが４カ所あり、これらは柱の端部

が位置していた痕跡の可能性がある。

HF－１は巡らされた溝のほぼ中央に位置し、検出面が床より低いことから掘り込みを伴っていた

と考えられる。焼土は熱による赤化が弱いもので被熱時間も短かった可能性がある。集石は溝の内側

から外側（南側）にかけて低い密度で出土していたが、本来は一カ所に集中してあったと思われる。

恐らく「ピッ」であろう（図�－８）。
遺物 すり石、礫器などが出土している。礫石器はHF－１の周囲の図示した２～４（図�－５０－２
～４）の位置で検出されている。なお、１の位置からは擦文土器（図�－４８－５５）が出土している。
時期 周囲の状況からアイヌ文化期と考えられる。なお、擦文文化期の可能性も僅かに残る。（皆川）

UH－４（図�－８・１１・２２～２５・２７、表�－１・３、図版�－６）
位置：G－６５～６７．H－６５～６７ 規模：６．９×５．９m 長軸方向：N－４９°－E

特徴 平面形が長方形を呈すると考えられる建物跡で、UH－４と並んで検出された。確認面は�層
上面で、上層は耕作による攪乱を受けており更に約１／３が範囲外にある。炉跡と考えられる焼土と、

それを囲むような比較的直線的な配置を持つ柱穴列の存在から建物跡とした。

長軸は南西－北東方向と推定される。全て�層中からの「打ち込み」で、所謂「外ふんばり」とい
われるような明瞭な傾きをもつのも認められない。

屋内からは、炉跡と考えられる焼土（HF－１）が検出されているが攪乱のため元の形状をとどめ

ておらず、掘り込みを伴う部分だけが残されていた。恐らく本来は南東－北西を長軸とするものだっ

たと思われる。なお、焼土内からは微細な骨類が確認されている。

内外に無数の柱穴が在るため輪郭は確定的なものではなく、さらに攪乱のため柱穴が欠失した可能

性もある。また必要以上の本数が認められるため、建て替えや建て増し、あるいは UH－５以外の建

物との重複も考える必要がある。

遺物 鉄鍋（図�－４１－１）、板状鉄製品（図�－４２－４）、加工鉄製品（図�４２－５）、棒状礫
（ピッ）などが出土している。鉄鍋の破片２点が UH－２のものと接合している。鉄鍋は「送り」の

ために破壊されたと考えられ、本来的には出土点数の多かった UA－１に伴う可能性が高い。一度、

UA－１で送られた破片が、再利用のため UH－２と UH－４に運びこまれた可能性がある。

時期 アイヌ文化期と考えられる。 （皆川洋一）

� 祝梅川上田遺跡

－２４－



図�－９ UH－４・５

１ �層の調査

－２５－



１ �層の調査

図	－１０ UH－４・５の柱穴
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UH－５（図�－８・１１・２２～２５・２７、表�－１・３、図版�－６）
位置：G－６７．H－６６～６８．I－６７・６８ 規模：７．９×６．０m 長軸方向：N－４９°－E

特徴 平面形が長方形を呈すると考えられる建物跡で、UH－５と並んで検出された。確認面は�層
上面で、上層は耕作による攪乱が見られた。調査時に、炉跡と考えられる焼土と、それを囲む比較的

直線的な配置を持つ柱穴列の存在から建物跡とした。長軸は南西－北東方向と推定される。入り口部

は南東側と推定されるも明瞭ではない。全て�層中からの「打ち込み」で、所謂「外ふんばり」とい
われるような明瞭な傾きをもつのも認められない。

屋内からは、炉跡と考えられる焼土（HF－１）と集石３カ所（S－１～３）が検出されている。HF

－１も攪乱のため元の形状をとどめておらず、掘り込みを伴う部分だけが残されていた。痕跡などか

ら恐らく本来は北東側に広がっていたと思われる。内外に無数の柱穴が在るため輪郭は確定的なもの

ではない。攪乱のため、外郭を構成する柱穴列は失われているものもあると考えられ、また必要以上

の本数が認められるため、建て替えや建て増し、あるいは重複も考える必要がある。

遺物 古銭（永楽通宝：図�－４２－２）、礫器、棒状礫などが見つかっている。
時期 アイヌ文化期と考えられる。 （皆川洋一）

UH－６（図�－１２、表�－１、図版�－７）
位置：I－７６・７７、J－７６・７７ 標高：１４．１～１４．２m

規模：３．９０×３．８０m 長軸方向：N－１６．５°－E

確認・調査：樽前 a降下軽石層（�層）除去後に�層で焼土を確認した。包含層を�層上面まで掘
り下げたところ、焼土のまわりで柱穴が確認された。柱穴は断面形状、覆土の堆積に近似するものが

みられ、これらが焼土を中心に方形に配列する。このことから、焼土と柱穴は「炉跡」を伴う「平地

式住居跡」であると判断される。１辺は４～５本の柱穴で構成され、辺の長さは南北方向で４．０m、

東西方向で３．７mである。

付属施設：焼土１基（HF－１）、柱穴１５基（HSP－１～１５）を確認した。

［HF－１］ 位置：I－７８

�層で確認した。「地床炉」で、「住居跡」の中央より東に位置する。平面は不整長円形で、断面は
厚みが均一でない。下面は波状である。

［HSP－１～１５］ 位置：I－７８

�層上面で確認した。１～１３は四辺形の配列をなすことから「主体部」を構成する柱と考えられる。
HF－１の長軸に平行して配列する１～１０と４～７の柱穴は内側への傾斜がみられる。１５は「住居

跡」の内側、１４は「住居跡」の外側に位置することから、付属的な柱穴と考えられる。柱穴の断面形

状は９のみ丸形、ほかは尖形。いずれも「打ち込み」によると理解される。柱穴は直径６
～１１
、
確認面からの柱穴の長さは１１
～３８
までのものがある。
時期：遺構の構築面、構成の特徴から、１７３９年以前の近世アイヌ文化期と考えられる。（山田和史）

１ �層の調査
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図	－１２ UH－６
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UH－７（図�－１３・１４・５０、表�－１・１５、図版�－７・３１）
位置：Q－６１・６３、R－６２～６４、S－６２～６４ 標高：１４．４～１４．５m

規模：８．６０×６．１０m 長軸方向：N－１７°－E

確認・調査：�層上面で土壙１基とその周囲に柱穴が確認された。柱穴は UH－１と同様に規則的に

配列するものではないが、土壙に関わる何らかの「建物跡」や「柵列」などの構築物があった可能性

を考慮して、UH－７として調査した。

付属施設：土壙１基（HP－１）、柱穴１８基（HSP－１～１８）を確認した。

［HP－１］ 位置：R－６３

�層上面で確認した。壙口、壙底ともに平面形状は不整楕円形を呈す。壙底は平坦で�層中にあり、
壙口に向かって緩やかに開きながら立ち上がる。覆土は、１・２・５・６層に層の混成がみられるこ

と、坑底に対し比較的水平な堆積がみられることから埋め戻しと考えられ、３・４層は壙壁に沿って

崩落した堆積を示すことから、自然流入土と考えられる。土壙の性格は不明である。

［HSP－１～１８］ 位置：Q－６１・６３、R－６２～６４、S－６２～６４

�層上面で確認した。先端形状は２・３・４・９・１０・１１・１７が尖形、１・７・８が角形、５・６
・１２・１３・１４・１５・１６・１８が丸形である。６・１２・１７では、打ち込み時の填圧がみられる。柱穴は直

径７
～１７
、確認面からの柱穴の長さは１４
～５９
までのものがある。
出土遺物：HSP－７の１層で礫１点が出土した。

時期：遺構の構築面、構成の特徴から、１７３９年以前の近世アイヌ文化期と考えられる。（山田和史）

UH－８（図�－１４、表�－１）
位置：P－６６、Q－６６ 標高：１４．３～１４．５m

規模：１．４０×０．７０ 長軸方向：N－６．５°－E

確認・調査：�層上面で規則的な配列の柱穴を確認した。柱穴の確認は３基に止まったが、柱穴の断
面形状、覆土の堆積状況が近似することから、４本組の柱からなる方形の「建物跡」と考えられる。

柱間距離は南北方向で１．４m、東西方向で０．７mである。

付属施設：柱穴３基（HSP－１～３）

［HSP－１～３］ 位置：P－６６、Q－６６

�層上面で確認した。先端形状は１～３ともに尖形で、１・２では覆土に「打ち込み」時の填圧が
みられる。柱穴は直径１０
～１１
までで、確認面からの柱穴の長さは１８
～３８
までのものがある。
時期：遺構の構築面、構成の特徴から、１７３９年以前の近世アイヌ文化期と考えられる。（山田和史）

UH－９（図�－１５、表�－１、図版�－８）
位置：J－７１ 標高：１４．２～１４．３m

規模：１．５×１．３m 長軸方向：N－５９．５°－W

確認・調査：�層上面で規則的な配列の柱穴を確認した。柱穴の断面形状、覆土の堆積状況が近似す
ることから、４本組の柱からなる方形の「建物跡」と考えられる。

付属施設：柱穴４基（HSP－１～４）

［HSP－１～４］ 位置：J－７１

�層上面で確認した。先端形状は１～４ともに尖形で、２・４は先端が面取りされている。柱穴は
直径９
～１０
までで、確認面からの柱穴の長さは１８
～３０
までである。
時期：遺構の構築面、構成の特徴から、１７３９年以前の近世アイヌ文化期と考えられる。（山田和史）

１ �層の調査
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図	－１４ UH－７の柱穴と土壙・UH－８
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UH－１０（図�－１５・１６、表�－１、図版�－８）
位置：O－７４、P－７２・７３・７４、Q－７２・７３・７４ 標高：１４．１～１４．３m

規模：５．１０×４．３０m 長軸方向：N－５８．５－W

確認・調査：�層中で焼土２基が確認された。周囲を�層上面まで掘り下げたところ、焼土のまわり
で柱穴が確認された。柱穴は断面形状、覆土の堆積に近似するものがみられ、これらが焼土を中心に

方形に配列する。また、これらの柱穴の南側にも規則的な配列をなす柱穴が確認された。このことか

ら、焼土と柱穴は「炉跡」を伴う「平地式住居跡」であると判断される。１辺は５～６本の柱穴で構

成され、辺の長さは約３．８～４．０mである。柱間距離は長軸方向で１．１～１．２m、短軸方向で０．７～０．８m

である。

付属施設：焼土２基（HF－１・２）、柱穴２８基（HSP－１～２７・３２）を確認した。

［HF－１・２］ 位置：P－７４

�層中で確認した。HF－２は「主体部」の中央、HF－１はHF－２に隣接する形で中央より東側

に位置する。いずれも「地床炉」で、HF－１・２は下面にわずかなレベル差が存在するが、両者の

層界は明瞭である。「住居」内には２か所の「炉」が配置されていたと判断される。HF－１・２とも

に平面は不整な長円形、断面はレンズ状で、HF－２の下面は波状である。

［HSP－HSP－１～２７・３２］ 位置：O－７４、P－７２・７３・７４、Q－７２・７３・７４

�層上面で確認した。３～８・１０・１５・２０～２３は方形の配列をなすことから「主体部」を構成する
柱と考えられ、東西軸で対向する３～６・１１と１０・１５・２０・２２・２３の柱穴は内側への傾斜がみられる

ものがある。９・２７・３２は単独で「主体部」の外側に位置することから、付属的な柱穴と考えられる。

１・２・１６～１９は、「主体部」の東西軸の柱穴に平行して規則的に配列することから「主体部」に接

続する「出入り口」の可能性もあるが、従来の調査例では「出入り口」は西側に位置することから、

これらは「柵列」等の付属施設と判断される。柱穴の断面形状は１・３・８・１０・１１・１３・１４・１９・

２０・２３・２５・２７・３２が尖形、２・５・６・７・９・１８・２４・２６が角形、４・１２・１５・１７・２１・２２が丸

形である。いずれも「打ち込み」による。柱穴は直径７
～１７
までで、確認面からの柱穴の長さは
１２
～５５
までである。
時期：遺構の構築面、構成の特徴から、１７３９年以前の近世アイヌ文化期と考えられる。（山田和史）

UH－１１（図�－１７・４０・４２、表�－１・１１、図版�－９・２１）
位置：S－７７・７８、T－７７・７８ 標高：１３．９～１４．０m

規模：３．６０×３．３０m 長軸方向：N－６５°－W

確認・調査：�層中で焼土１基、骨片集中１か所、炭化物の集中する範囲１か所が確認された。同一
面で、鉄製品や礫が出土しており、焼土、骨片集中にトレンチを設け調査した後、周囲を�層上面ま
で掘り下げたところ、焼土、骨片集中のまわりで柱穴が確認された。柱穴は断面形状、覆土の堆積に

近似するものがみられ、これらが焼土と骨片集中を中心に方形に配列する。このことから、「炉跡」

を伴う「平地式住居跡」であると判断される。１辺は３基の柱穴で構成され、中央には切り合い関係

のある２基の柱穴が確認された。辺の長さは約３．３～３．７mである。柱間距離は南北方向で１．８m、東

西方向で２．０mである。

付属施設：焼土１基（HF－１）、骨片集中１か所（骨片集中－１）、炭化物集中１か所

［HF－１］

位置：S－７７

１ �層の調査
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図	－１５ UH－９、UH－１０の柱穴と炉
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図	－１７ UH－１１
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�層中で確認した。「地床炉」で、「住居跡」の北東側の隅に位置する。層界は明瞭だが、黒色土を
含む部分があり、焼成は弱い。平面は楕円形、断面はレンズ状を呈す。

［骨片集中－１］

位置：S－７７・７８

�層中で確認した。「住居跡」の中央に位置し、「骨片の濃い範囲」と「骨片の薄い範囲」の２か所
に分けられ、「骨片の薄い範囲」はHSP－１０・１１に重複する。「骨片の薄い範囲」の層界は不明瞭で

黒色土が層の主体をなすことから、風塵等の作用で「骨片の濃い範囲」のものが二次的に広がり形成

されたと考えられるが、HSP－１０・１１との前後関係は不明である。「住居跡」内に位置することから、

UH－１１の付属施設と判断した。

出土遺物：１層上面で鉄製品１点が出土した。

［HSP－１～１１］

位置：S－７７・７８、T－７７・７８

１ �層の調査

図	－１８ UH－１２
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�層上面で確認した。方形の配列をなす１～６・８・９と、中央に位置する１０・１１は、「主体部」
を構成する柱と考えられる。１０と１１には切り合い関係がみられ、覆土の特徴が類似することから、１０

が打ち込まれた後、１１に打ち直しが行われたと考えられる。７は単独で「住居跡」の外側に位置する

ことから、付属的な柱穴と考えられる。以上のことから、確認された柱穴は１１基あるが、「主体部」

は９本組みで構成される。先端形状はすべて尖形で、「打ち込み」によるものである。柱穴は直径７


～１６
までで、確認面からの柱穴の長さは１８
～５２
までである。
出土遺物：骨片集中－１の出土遺物のほか、�層から礫４点、剥片１点が出土した。
時期：遺構の構築面、構成の特徴から、１７３９年以前の近世アイヌ文化期と考えられる。（山田和史）

UH－１２（図�－１８、表�－１・２）
位置：L－６５・６６．M－６５・６６ 規模：３．７×３．４m 長軸方向：N－７０°－W

特徴 平面形が正方形に近い建物跡である。確認面は�層上面である。上層は耕作による攪乱が見ら
れた長軸は南西－北東方向と推定される。入り口部は南東側と推定されるも明瞭ではない。全て�層
中からの「打ち込み」で、所謂「外ふんばり」といわれるような明瞭な傾きをもつのも認められない。

屋内には炉跡の痕跡が無く、柱穴が３カ所（USP－２９１、２９６、３２５）見つかっている。南側の攪乱を

受けた部分には柱穴群の纏まり２カ所と焼土（UF－１３）が検出されており、これらは各住居のよう

な大形の建物跡の可能性が高い。UH－１２はこれらに付属する倉庫のようなものと考えられる。

遺物 なし。

時期 アイヌ文化期と考えられる。 （皆川洋一）

ｃ 柱穴（図�－１９～２９）
遺跡の全域から５５２基（USP－１～５５２）の柱穴が検出されている。現場で検出された建物跡のよ

うな遺構番号を付されてはいないものの、これらも建て増しや重複、攪乱などによる消失で明瞭な配

置が確認されてはいないが、基本的にはその多くもアイヌ文化期の建物跡類と考えられる。

図�－１９に示したのは４本柱を中心とした建物跡群と考えられるものである。小形で炉跡の様なも
のは伴わず、鉄製品や棒状礫、動植物の遺存体遺、炭化物などの遺物類もほとんど出土していない。

また、建て増しや重複も無いように思われる。以上のことから、これらは倉庫あるいは倉（プー）の

ような家屋に付属する施設の可能性が考えられる。中でも中央上段に位置する USP－５３～６２で構成

されるやや大形の建物跡には、柱に他とは異なる特徴を有す。例えば USP－５３に近接して USP－５４

が、USP－５８に近接して USP－５６・５７のように、この建物の四方の各柱穴には近接して１～２本の

柱穴が配置される様子が認められる。近接する柱穴は補強や改築のためなどの可能性も高いが、「校

倉」に用いられた柱跡（ペウレップセッとイクシベ）の可能性はないだろうか？アイヌの建築物にお

いて校倉が用いられるものには「熊檻（ヘペルッセ）」が多いことから「熊檻」の可能性も出てくる。

これらは UH－２の周辺南側に位置しており、状況から見て UH－２とセットになる可能性がある。

図�－１９もセットの可能性がある大小の建物跡群である。大形の建物跡には改築あるいは重複と考
えられる柱穴が配置されるが、小形のものにはそれが比較的少ないように見える。

� 祝梅川上田遺跡
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１ �層の調査
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図	－２０ USP（２）
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１ �層の調査

図	－２１ USP（３）
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図	－２２ USP（４）
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１ �層の調査

図	－２３ USP（５）
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図	－２４ USP（６）
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１ �層の調査

図	－２５ USP（７）
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図	－２６ USP（８）
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１ �層の調査

図	－２７ USP（９）
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図	－２８ USP（１０）
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１ �層の調査

図	－２９ USP（１１）
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ｄ 土壙（図�－１９～２９）
土壙３基（UP－１～３）が検出された。

UP－１（図�－３０、表�－４、図版�－１０）
位置：O－７９ 標高：１３．３～１３．８m

規模：０．９２×０．６７×０．４４m 長軸方向：N－６９°－W

確認・調査：�層上面で楕円形の黒色土の落ち込みを確認した。短軸方向で半裁し、覆土が自然層と
不整合であること、その落ち込みの形状に沿って覆土が堆積すること、覆土に�層～�層が混成する
ことから、土壙と認定した。平面形状は楕円形を呈す。壙底は皿状で、わずかに傾斜し、壙口に向

かって緩やかに立ち上がる。覆土は埋め戻しと考えられる。

性格：埋め戻しが行われていることから「土壙墓」の可能性がある。

時期：樽前 c火山灰降下以降～樽前 a火山灰降下以前。 （山田和史）

UP－２（図�－３０、表�－４）
位置：P－６１ 規模：０．７０×０．５８／０．３０m 長軸方向：N－７９°－W

特徴 平面が円形を呈すると考えられる土壙である。�層中から掘り込まれたもので確認面は�層上
面である。底面は丸みを帯びており、壁はまっすぐに立ち上がっている。覆土は埋戻された可能性が

ある。遺物は出土していない。そう遠くない周囲には焼土、集石、柱穴などが位置しており、UP－

２も含めてこれらは建物跡である可能性がある。性格は不明である。

遺物 なし。

時期 周囲の遺構などからアイヌ文化期の可能性がある。 （皆川洋一）

UP－３（図�－１８、表�－４、図版１０）
位置：P－５８ 規模：０．６８×０．６８／０．３８m 長軸方向：N－４４°－E

特徴 平面が円形を呈すると考えられる土壙である。�層中から掘り込まれたもので確認面は�層上
面である。底面は丸みを帯びており、壁はまっすぐに立ち上がっている。覆土は埋戻された可能性が

ある。遺物は出土していない。そう遠くない周囲には焼土、集石、柱穴などが位置しており、UP－

２も含めてこれらは建物跡である可能性がある。性格は不明である。

遺物 なし。

時期 周囲の遺構などからアイヌ文化期の可能性がある。 （皆川洋一）

ｅ 集石（図�－３０～３４、表�－５・１０）
集石４カ所（US－１～４）が検出された。

US－１（図�－３０・３２・４２、表�－５・１０、図版�－１２・２１）
位置：S－７０、T－７０ 標高：１４．５～１４．６m

規模：４．７４×２．７０m 長軸方向：N－７２°－E

確認・調査：樽前 c降下軽石層除去後、�層上面で礫片が集中して出土する範囲が確認されたことか
ら、「集石」として調査した。５
の深度で２回掘り下げを行い、遺物は掘り下げた回数ごとに取り
上げた。図中の標高値は遺物取り上げ後の標高値である。出土した礫片の多くは被熱しており、分布

は散漫であるが、出土範囲内で接合することから、同一時期に形成されたものと考えられる。

出土遺物：�層から礫１０５点（礫片含む）、「集石」の範囲に接して鉄製品１点が出土した。

� 祝梅川上田遺跡
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１ �層の調査

図	－３０ UP・US（１）
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図	－３１ US（２）・UA
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時期：出土層位から１７３９年以前の近世アイヌ文化期と考えられる。 （山田和史）

US－２（図�－３１．３３、表�－５・１０、図版１１）
位置：L－５９ 規模：１．９４×０．７４m 長軸方向：N－２０°－W

特徴 �層中に確認した棒状礫で構成された集石である。攪乱の影響を受けておらずほぼ原位置で見
つかっており、各礫は中央部分で密に、周辺では粗密に分布している。周辺には柱穴が少ないため、

簡単な上屋内かあるいは元来外に存在したものと考えられる。「ピッ」と考えられる。

遺物 棒状礫。

時期 周囲の状況と棒状礫からアイヌ文化期の可能性がある。（皆川洋一）

US－３（図�－３１、表�－５・１０）
位置：O－５６．P－５６ 規模：０．７×０．３１m 長軸方向：N－７８°－W

特徴 �層中に確認した棒状礫で構成される集石である。攪乱の影響を受けているがほぼ原位置と思
われる。周辺には柱穴や焼土が検出されているため、建物跡に伴う可能性がある。「ピッ」と考えら

れる。

遺物 棒状礫。

時期 周囲の状況と棒状礫からアイヌ文化期の可能性がある。（皆川洋一）

US－４（図�－３１．３４、表�－５・１０）
位置：I－５７ 規模：０．１３×０．１２m 長軸方向：N－５２°－E

特徴 �層中に確認した小礫で構成される集石である。攪乱の影響を受けているがほぼ原位置と思わ
れる。周辺には焼土（UF－６）が検出されている。柱穴は見られないが、簡易な建築物に伴う可能

性もある。

遺物 小礫。

時期 周囲の状況からアイヌ文化期の可能性がある。（皆川洋一）

１ �層の調査

図	－３２ USの遺物（１）
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ｆ 灰集中（図�－３１、表�－６、図版－１０）
灰集中４カ所（UA－１～４）が検出された。

UA－１（図�－３１、表�－６）
位置：I－５９．H－５９ 規模：１．４６×０．５５m 長軸方向：N－６１°－W

特徴 �層中で確認した灰集中で、一部に焼土を伴っている。一部に攪乱の影響を受けているがほぼ
原型を保っていると思われる。平面形は東西を軸に長く伸びるもので西端部に焼土が位置している。

灰と焼土からは動物や魚類の遺存体、貝類の破片が多数検出されている。東側には UH－２が位置し

ており、同一個体の鉄鍋片がどちらからも出土していることからそれに関わる可能性が高い。UH－

２に関わる「灰送り場」の可能性がある。

遺物 鉄製品。

時期 周囲の状況からアイヌ文化期の可能性がある。 （皆川洋一）

UA－２（図�－３１、表�－６、図版�－１０）
位置：K－５９ 規模：０．４９×０．３６m 長軸方向：N－６２．５°－E

特徴 �層中で確認した灰集中で、一部に焼土を伴っている。平面は東西を軸にする楕円形で西端部
に焼土が位置している。灰と焼土からは細かい動物や魚類の遺存体が検出されている。近接する西側

には UH－２が位置しており、そのHSP－１～３は位置的に近く UA－２とセットで考えるべきか

もしれない。UA－２は UH－２に関わる「灰送り場」の可能性がある。

遺物 なし

時期 周囲の状況からアイヌ文化期の可能性がある。 （皆川洋一）

UA－３（図�－３１、表�－６、図版�－１０）
位置：N－５８ 規模：０．６２×０．４６m 長軸方向：N－６６°－W

特徴 �層中で確認した灰集中で、一部に焼土を伴っている。平面は東西を軸にする楕円形で西端部
に焼土が位置している。灰と焼土からは細かい動物や魚類の遺存体が検出されている。周囲にはやや

離れて US－２や UF－２が位置する。なかでも UF－２の周辺には柱穴が多く検出されており、攪

乱で失われた建築物の可能性がある。それらに関わる「灰送り場」の可能性がある。

遺物 なし

時期 周囲の状況からアイヌ文化期の可能性がある。 （皆川洋一）

UA－４（図�－３１、表�－６）
位置：P－７７ 標高：１４．２m付近

規模：０．２０×０．１４m

長軸方向：N－６８．５°－E

確認・調査：�層包含層調査中に、楕円形の灰の集中が確認された。長軸方向で半裁し、灰集中であ
ることを確認した。灰の層界は明瞭で、レンズ状に堆積する。明確な焼成痕はみられないが、焼土粒

をごくまばらに含む。近接してまとまって出土した擦文文化期の土器片は、灰層下面と近似する標高

で出土していることから、同一時期のものと判断される。

出土遺物：�層から擦文文化期の土器片が出土している。
時期：出土層位、出土遺物の特徴から擦文文化期と考えられる。 （山田和史）
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ｇ 焼土（図�－３５、３６）
焼土１４カ所（UF－１～１４）が検出された。

UF－１・４・５（図�－３５・４９、表�－７・１２、図版�－１１・３０）
位置：P－７０（UF－１）・７１（UF－４・５） 標高：１４．３～１４．６m

規模：UF－１：１．０６×０．５８m UF－４：１．４５×０．７７m UF－５：０．４７×０．１８m

長軸方向：UF－１：N－２９．５°－E UF－４：N－３９．５°－E UF－５：N－４１°－W

確認・調査：�層包含層調査中に、不整形な焼土が３基確認され、長軸方向で半裁した。UF－１は、

焼成の強い範囲は一部で（１層）、大部分に黒色土が混ざり（２層）、層界は不明瞭で波状を呈す。UF

－４は、層界が明瞭だが、焼成は弱く、下面は波状。UF－５は、焼成の強い範囲は一部で（１層）、

大部分に黒色土が混ざり（２層）、層界は不明瞭で断面はレンズ状。出土遺物は、UF－５の東側で擦

文文化期の土器片の集中がみられ、UF－１・４・５の周囲で被熱した礫片が散漫に出土した。これ

らの遺物は焼土下面と近似する標高で出土しており、同一時期に形成されたものと考えられる。

出土遺物：�層から擦文文化期の土器片、礫１６点、UF－４の１層上面から礫２点が出土した。

時期：出土層位、出土遺物の特徴から擦文文化期と考えられる。 （山田和史）

UF－２（図�－３５、表�－７、図版�－１１）
位置：O－５７ 規模：０．６８×０．３１m 長軸方向：N－８１°－W

特徴 �層中で確認した焼土である。平面は東西を軸にする長楕円形を呈し、厚みは最大で４
を測
る。焼土中からは細かい動物や魚類の遺存体が検出されている。UF－２の周辺には柱穴が多く検出

されており、周囲にはやや離れて US－２や UA－３が位置する。これらは攪乱で失われた建物跡の

可能性がある。UF－２はその建物跡の炉跡の可能性がある。

遺物 なし

時期 周囲の状況からアイヌ文化期の可能性がある。 （皆川洋一）

UF－３（図�－３５、表�－７、図版�－１０）
位置：H－６２ 規模：０．２４×０．２０m 長軸方向：N－４６．５°－E

特徴 �層中で確認した小形の焼土である。平面は不整の円形を呈するが、�層の攪乱で原型をとど
めていない。周辺には柱穴が少なく性格は不明である。

遺物 なし

時期 アイヌ文化期の可能性がある。 （皆川洋一）

UF－４（図�－３５、表�－７）
位置：P－７１ 規模：１．４５×０．７７m 長軸方向：N－３９．５°－W

特徴 �層中で確認した小形の焼土である。平面は不整の円形を呈するが、�層の攪乱で原型をとど
めていない。周辺には柱穴が少なく性格は不明である。

遺物 なし

時期 アイヌ文化期の可能性がある。 （皆川洋一）

１ �層の調査
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図	－３５ 焼土（１）
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１ �層の調査

図	－３６ 焼土（２）
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UF－６（図�－３６、表�－７、図版�－１１）
位置：H－５７．I－５７ 規模：０．６０×０．３４m 長軸方向：N－３２．５°－E

特徴 �層中で確認した焼土である。平面は南北を軸にする楕円形を呈する。焼土中には微細な動物
や魚類などの遺存体が多数含まれている。遺物は近接して礫（図�－３５－９～１２）が出土している。
周辺からは US－４が検出されている。性格は不明である。

遺物 礫

時期 アイヌ文化期の可能性がある。 （皆川洋一）

UF－７（図�－３６、表�－７）
位置：P－７７ 標高：１４．２m付近

規模：０．３２×０．２９m

長軸方向：N－４７°－W

確認・調査：�層包含層調査中に、不整形な焼土が確認され、長軸方向で半裁した。焼土の層界は明
瞭で、断面はレンズ状を呈す。焼成は弱く、焼土粒をまばらに含む。西側には UA－４が位置してお

り、焼土の構築面が UA－４と近似することから、両者は同一時期に形成されたものと考えられる。

時期：出土層位、UA－４の出土遺物の特徴から擦文文化期と考えられる。 （山田和史）

UF－１１（図�－３５、表�－７）
位置：H－６７・６８ 規模：０．７５×０．３６m 長軸方向：N－４７°－W

特徴 �層中で確認した焼土である。平面は南東－北西を軸とする楕円形を呈する。攪乱によって完
全に浮き上がっているため原位置は保っていない。UH－５の炉跡（HF－１）の焼土である可能性

が高い。

遺物 なし

時期 アイヌ文化期の可能性がある。 （皆川洋一）

UF－１２（図�－３６、表�－７）
位置：H－６７・６８ 規模：０．４６×０．３６m 長軸方向：N－５５．５°－E

特徴 �層中で確認した焼土である。平面は南東－北西を軸とする楕円形を呈する。被熱による土壌
の赤化は弱く、焼土中からは微細な動物や魚類などの遺存体が僅かに含まれている。周辺には多数の

柱穴が検出されており、UH－５にも近い。建物跡の炉跡の可能性もある。

遺物 なし

時期 アイヌ文化期の可能性がある。 （皆川洋一）

UF－１３（図�－３６、表�－７）
位置：H－６３ 規模：０．４４×０．３８m 長軸方向：N－５９°－W

特徴 �層中で確認した焼土である。平面は南東－北西を軸とする楕円形を呈するが一部に攪乱を受
けている。被熱による土壌の赤化は弱い。周辺には柱穴も少なく性格は不明である。

遺物 なし

時期 アイヌ文化期の可能性がある。 （皆川洋一）
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図�－３７ �～�層遺構配置図（地形は�層上面）
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２ �・�層の調査
�～�層から土壙２基（LP－１・２）、焼土６２カ所（LF－１～６２）、旧石器の石器ブロック２カ所

が検出されている。なお、旧石器に関しては�章４節で扱う。

ａ 土壙（図�－３８）
土壙２基（LP－１・２）が検出されている。

LP－１（図�－３８・５０、表�－８・１３、図版�－１７・３１）
位置：H－７６ 標高：１３．４～１３．８m

規模：０．５２×０．３０×０．１２m

長軸方向：N－４０°－W

確認・調査：�層包含層調査中に、安山岩製の石皿が出土していたが�層中で堀込みは確認されな
かった。�層上面で台石の周囲に褐色土の不整形な落ち込みを確認し、短軸方向で半裁したところ、
�層の軽石を含む細粒な褐色土が自然層位と不整合に堆積していたため、堀込みを持つ土壙と判断し
た。壙口、壙底の平面形状は、石皿の形状に沿うように不整形を呈し、壙底は最深部で�層に達する。
断面形状は短軸方向で浅い皿状、長軸方向では壙底が凹凸となる皿状を呈す。壙底から壙口へは石皿

の外形に沿って緩やかに立ち上がる。覆土は１層のみで、黒色土が混ざらないことから、堀込み面は

�層と考えられる。また、覆土がよく混成していること、壙底から壙口までの比高差がないことから、
崩落土などの自然流入土ではなく、埋め戻しと考えられる。石皿は、磨面が西側に向き、東側に傾斜

して倒立する形で、壙底からわずかに上位で出土した。

出土遺物：覆土１層から安山岩製の石皿１点が出土した。

時期：堀込み面、覆土の特徴から縄文時代早期以前と考えられる。 （山田和史）

LP－２（図�－３８、表�－８）
位置：R－６７ 規模：１．１８×０．６０／０．４０m 長軸方向：N－４９°－E

特徴 �層中で確認した小形の土壙である。平面は不整の楕円形を呈するが、東側の一部が風倒木と
重複している。波線の範囲から破片状の北筒式土器一個体が出土しており覆土２層にその一部が混入

していた。この土器は副葬されたものなら土壙墓の可能性がある。

遺物 土器

時期 縄文中期後半の可能性がある。 （皆川洋一）

ｂ 焼土（図�－３８・３９、�－９）
焼土６２カ所（LF－１～６２）が検出されている。大半が�層と�層の境目ぐらいから見つかって

おり、遺物を伴うものも少なく人為的痕跡が乏しい。唯一、LF－３７だけに図�－４６－１１で示した東
釧路�式土器が伴う。LF－３７は縄文早期末葉の焼土と考えられる。
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図	－３８ 土壙・焼土（１）
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２ �・�層の調査

図	－３９ 焼土（２）

－６７－



３ 遺物（図�－４０～６１、表
－１）
鉄製品類２８点、土器２，６３５点、石器類２，７２６点（縄文以降）、旧石器類６，４２３点が出土している。

ａ 鉄製品（図�－４０～４４、表�－１１、図版�－１１・１２・２１～２６）
鉄製品類は鉄鍋、鉈、刀子、マレック、角釘、古銭（永楽通宝）などで合計２８点が出土した。全て

アイヌ文化期のものと考えられ、この時期としては比較的豊富な資料といえる。

１～１３は遺構から出土している。１は UH－２と UH－４とにまたがって出土した内耳鉄鍋である。

内耳は口縁部から上に飛び出しており機能的にはやや疑問が残る。破損したため修理した可能性があ

る。足は３本で内１本は欠失している。湯口は楕円形を呈している。遺跡内から破片１１点で出土して

おり、それらは UH－２と UH－４、さらに UA－１の周辺に分布する。UA－１で送られたものが、

再利用目的で UH－２と UH－４に持ち込まれた可能性がある。

２は UH－４から出土した永楽通宝（１４１１年～）である。１点だけが出土した。３～５も UH－４

から出土した。３は折れ曲がった角釘、４・５は板状の鉄製品である。６は UA－１で出土した角釘

である。１の鉄鍋とともに UA－１で送られた可能性がある。７は US－１から出土した刀子の切っ

先部である。８は UF－２で出土した角釘の先端～胴部、９は UH－１１の炉跡（HF－１）から出土

した刀子の茎である。１０は USP－１０８から出土したマレックで、欠失した先端部に向かって両側面に

溝が切られている。１１は USP－２３４出土の鉄製品片である。１２・１３は UH－２出土で、１２は刀子、１３

はマレックの一部と考えられる。

１４～１８は包含層出土のものである。１４は小形の刀子で先端部が欠失している。１５・１６は太刀あるい

は刀子である。１７・１８は鉈として用いられたもので、峰あるいは背に敲打された痕跡が見られる。１７

は太刀を再利用したものであろう。

図	－４０ 鉄製品分布図

� 祝梅川上田遺跡
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図	－４１ 鉄製品（１）
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図	－４２ 鉄製品（２）
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３ 遺物

図	－４３ 鉄製品（３）
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図	－４４ 鉄製品（４）
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ｂ 土器（図�－４５～４９、表�－１２、図版�－２７～３０）
土器は縄文早～晩期、続縄文、擦文土器などが出土している。比較的多かったのは縄文早・中期と

擦文文化期のものである。

１は LP－２に伴う�群 b類土器である。所謂北筒式土器で口唇部と口縁部肥厚帯上には篦状の施

文具による横位の刻みが巡らされ、その直下には外から斜め上に向かう刺突文が巡らされている。地

紋は太目の原体を用いた結束の羽状縄文である。２は J～M－７６～７８の広い範囲に破片が散逸して出

土した擦文土器である。口縁部には刻文、頸部には沈線による文様が巡らされている。胴部には粘土

紐上にきつく巻いた布の端部を押圧したものを２段巡らせている。

３、４は�群 b－２類土器（コッタロ式）である。３は縄線文の施された口縁部を持つもので、口

唇部には同じ原体を使った刻みが、胴部には斜行縄文が施されている。４は胴部で細い原体による羽

状の斜行縄文と縄端部の刺突文が施されている。５は�群 b－３類土器（中茶路式）としたものであ

る。器壁は薄く、口唇部の断面は先端が丸みを帯びたとがり気味のもので、口縁から胴部の全面に極

細の原体を用いた絡条体圧痕文が施されている。�群 b－４類土器の古手としても良いかもしれない。

６～４５は�群 b－４類土器（東釧路�式）である。今回最も多く出土した土器で、東釧路�式の中
で最も新手の土器群である。器形は丈の短い深鉢形で底部は不安定な尖底に近い平底、器壁は比較的

厚く、施文原体には太目のものが使われる傾向にある。大きな特徴である撚糸文状の縄文も菱形を構

成するものが多くなる。また、魚骨文が１点だけ出土している（図�－４４－１３）。これらの、分布状
況をみると環状に分布する様子が窺える（図�－５４上段）。
東釧路�式土器の時期には「環状の遺物分布」という特徴的な遺物の出土状況がある。これは住居
遺構を伴わない遺物散布の状況で、これまでは主に美沢川流域の遺跡群で認められてきた。遺物量と

密接に関連することから、存在の可能性は道東・道北地域において低く、道央、道南部においては高

いだろう。特に、美沢川流域では環の内側から足形付土製品を伴う墓が見つかっており、同様の墓が

見つかっている函館地域ではその可能性が特に高いと考えられる。

６～２０の地紋は、比較的太目の原体を用いた撚糸文状の縄文である。６は口縁部に４本の縄の圧痕

文とその上下にループ状の縄の圧痕とが巡らされたものある。口唇の断面は角形である。７は地紋が

羽状をなすもので、口唇部の内側と外側の角には縄の刻みが施されている。８は口唇直下の器面に地

紋の原体を縦に押捺したものを巡らせたもので、その下位には縄線文が３段以上施される。９は口唇

断面が角形の口縁部に３条の縄を押捺し巡らせた口縁部である。地紋原体は撚りが戻り気味で部分的

に斜行縄文のように見える。１０は太い原体で明瞭な施文の施された胴部で、胴下半部では条の間隔が

やや乱れて密になっている。１１も太い原体で明瞭な施文の施されたもので、部分的に菱形の文様構成

が見られる。胴上半部には地紋と同じ原体の端部を強く押捺したものが数段巡らされている。１１は LF

－３７に伴って出土している。１２は縄で口唇部に刻みを口縁部に３条の縄線文を施している。

１３は魚の脊椎骨を転がしながら押捺する魚骨文の施文された胴部小片で、施文具は大きさなどから

恐らくニシンの脊椎が用いられたと考えられる。

１４～１８は口縁部に縄の端部を押捺したものを巡らせたものである。１４の口縁は低い波状を呈する。

１７は口縁部の表裏に同一の文様が施されている。１９、２０は胴部で、太い原体を用いた撚糸文状の縄文

が施されている。１６，２１、２２は２本で一対の原体を用いた撚糸状の文様が地紋に施されている。２２は

それを菱形に構成させている。

２３～２５は器壁が厚く胎土に繊維が混入する土器である。２３、２４は極太の縄の文様が施された胴部で、

２３の内面はきれいに研磨されている。中野式土器と考えられる。２５は低い肥厚が巡る口縁部で、その

３ 遺物

－７３－



LP2-1 （LP2-2） 

（UR-1） 

図	－４５ 土器（１）
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３ 遺物

図	－４６ 土器（２）
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図	－４７ 土器（３）
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３ 遺物

図	－４８ 土器（４）
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下には指頭状の道具による刺突が施されている。胎土に繊維を含み器面には地紋が認められない。器

形は円筒型になると推測される。土器形式は大麻�式か植苗式、あるいは宮本式の仲間かもしれない。
２６～３３は円筒形の深鉢器形を呈する�群 b類土器である。２６は北筒式の大形深鉢形土器で、篦状

の施文具で３段の刻み列を施された肥厚帯の直下には径１
ほどの棒状施文具による刺突文が巡らさ
れ、その刺突の方向は斜め上に向かって施されている。地紋は結束羽状縄文と綾絡文で、その上から

刻みの入る粘土紐が格子状に貼り付けられている。口唇と粘土紐の終点と交点には低い突起が設けら

れ、その上に棒状のもので刺突が加えられている。２７も肥厚上に篦状の施文具で刻みが施されるもの

で、口唇部にも同じ施文がなされている。２８は胴部で器面には爪先の様なもので刻みが施された粘土

紐の貼付と沈線文で整った文様が構成されている。地紋は多条の原体を用いた結束羽状縄文で、内面

が軽く研磨されている。３０の地紋も２８と同じである。２９は斜行縄文と綾絡文が施されている。３１は平

縁に設けられた突起直下に二つの縦長の貼り付けが施された深鉢形土器である。地紋は綾絡文が付加

する結束の羽状縄文で、口唇部と貼付上には同じ原体を用いて刻みが施されている。内面には軽い研

磨が施されており、円筒上層式土器の特徴を濃く残している。３２は結束羽状縄文を地紋とする小形の

深鉢形土器で、断面角形の口唇にも同様の施文を施している。３３も同様の地紋で、その上に断面が三

角形の大柄の貼付がなされている。

３４、３５は�群 a類土器の口縁部で、３４は胎土中に多数の小砂利を含むタプコプ式類似の土器、３５

は堅緻な胎土と肥厚口縁を有する余市式土器である。３６～４１、４３、４４は�群 b類土器で手稲、�間

図	－４９ 土器（５）

� 祝梅川上田遺跡
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式である。３６、３７は研磨部の下位に沈線で区切られた斜行縄文の文様帯を有する口縁部である。３８は

口縁が頸部から大きく開く深鉢形土器である。刻みのある口唇部には点々と等間隔に粘土の貼り付け

られており、いくつかの貼り付けの上には一文字の刻みが施される。３９～４１、４３、４４は沈線で区切ら

れた部分に斜行縄文が施される胴部である。３９と４４の平行沈線の間には刻みが施されている。

４２、４５～４７は�群 c類土器で堂林式である。４２、４６は口縁部に内面からの突瘤を巡らす深鉢形土器、

４５は口唇直下の内側に沈線を巡らせ、器面に細い原体で斜行縄文の施された小形の深鉢土器である。

４７は注口土器である。

４８～５１は�群 c類土器でタンネトウ L式である。４８は口唇断面が尖る深鉢形土器で、その口唇部

の内側には地紋と同じ斜行縄文が施され、表側には棒のようなもので刻みが入れられている。４９は一

部が羽状になる胴部で�群 c類の可能性もある。５０は断面が切り出し形を呈する口縁部で、器面と口

唇部には斜行縄文が施され、その上から棒状施文具による刻みと平行沈線文が施されている。５１の口

唇断面は角形で、平行沈線文は細く浅い。また地紋の斜行縄文も細い原体が用いられている。

５２、５３は�群土器である。５２は断面が尖り気味の口唇部を持った、やや外に向かって開気味の口縁
部である。口唇直下には細かいピッチで短い縦の沈線を入れており、その下位には菱形を基調とする

幾何学的な沈線文を描いている。表面の地紋は縞状の縄文が施されるが、内面には斜行するものが施

されている。続縄文前半期のものであろう。５３は縞状縄文の施された胴部片である。

５４～６１は�群土器である。擦文土器（５４～６０）と須恵器（６１）がある。５４は UH－３の周辺から出

土したもので、口縁部に刻文、胴部に沈線文が施される。５５は刻文が主体でそれに沈線文が加わる口

縁部、５６は無文の口縁部である。５７は UF－５に伴うもので沈線文の施された胴部である。５８、５９は

胴部片、６０は底部である。

６１は還元焼成の不徹底な須恵器で坏の口縁部と考えられる。１点だけ出土している。（皆川）

３ 遺物
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ｃ 石器（図�－５０、表�－１３・１４、図版�－３１）
UH－１ HA－１出土の石器（１）

たたき石１点、礫５点が出土。１点掲載。１は片麻岩製のたたき石で、器体の２／３以上を欠損す

る。扁平な楕円礫の側縁に剥離痕がみられる。

UH－３出土の石器（２～４）

礫器２点、すり石１点、礫５点が出土。３点掲載。２・３は砂岩製の礫器、２は楕円棒状礫の長軸

の両端がわずかに敲打されている。３は扁平な板状礫の裏面中央部に敲打痕がみられる。４は泥岩製

のすり石で、極円礫の全周が磨面と考えられる。

UH－５出土の石器（５・６）

礫器２点、礫１９２点（礫片１７０点）が出土。２点掲載。５は楕円形を呈する軽石製の礫器、６は扁平

楕円礫の側縁に剥離痕がみられる礫器である。

UH－７ HSP－７出土の石器（７）

礫１点が出土。７は側面形状がいびつな砂岩製の棒状礫。

USP－４０７出土の石器（８）

礫１点が出土。８は凝灰岩製の祖粒な扁平礫で、被熱しており、１／２以上を欠損する。

USP－４５６出土の石器（９）

礫１点が出土。９は凝灰岩製の不整形な扁平礫。

USP－５２６出土の石器（１０～１５）

礫６点が出土。全点掲載。１０は砂岩製、１１は片麻岩製の扁平な楕円礫。１２は石材不明（凝灰岩？）

の楕円礫、１３は珪岩製の楕円礫、１４は被熱して焼けはじけたいびつな泥岩製の円礫、１５は安山岩製の

角礫。大きさは均一であるが、形状、石材ともにばらつきがみられる。

�層包含層出土の石器（図�－５１、表�－１５、図版�－３２）
石鏃（１８・１９）

２点掲載。黒曜石製。１８は長身の凹基無茎。続縄文時代前半の土器に伴出する石鏃に形態が類似す

る。１９は上下両端を欠損する。

スクレイパー（２０・２１）

２点掲載。２０は黒曜石製、２１は珪岩製。２０は不定形剥片の周縁に円形の刃部が作出されている。上

半を欠損する。２１は転礫面が残る縦長剥片の背面左側縁辺に腹面側からの急角度剥離による刃部が作

出されている。

石斧（２２）

１点掲載。２２は２点が接合し１個体となった。砂岩製。研磨調整以前の敲打痕が器体上半の表面と

側面に残る棒状の両刃石斧である。

砥石（２３）

１点掲載。片麻岩製。扁平な不整楕円礫の両面に研磨痕が残されている。

�層遺構出土の石器（図�－５０、表�－１４、図版�－３１）
LP－１出土の石器（１６）

石皿（１６）１点が出土。安山岩製の扁平な大形の亜角礫を素材とする。側縁が剥離調整によって整

形され、器体の片側全面が研磨されている。研磨面はわずかに窪んでいる。

� 祝梅川上田遺跡
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３ 遺物

図	－５０ �層遺構の石器
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図	－５１ �層の石器
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３ 遺物

図	－５２ �・�層の石器（１）
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図	－５３ �・�層の石器（２）

� 祝梅川上田遺跡

－８４－



３ 遺物

図	－５４ �・�層の石器（３）
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LP－２出土の石器（１７）

スクレイパー１点が出土。１７は黒曜石製のスクレイパー。両面が平坦剥離により調整され、背面左

側縁が弧状、背面右側縁が直線状となる刃部が作出されている。

�・�層包含層出土の石器（図�－５２～５４、表�－１６、図版�－３２・３３）
石鏃（２４～３５）

１２点掲載。２４は頁岩製、２５～３５は黒曜石製。２４・２５は平基無茎、２６・２７は凹基無茎、２８は円基、３２

は五角形、３０は凸基有茎、３１～３４は平基有茎、１２は凸基有茎で身部と茎部の返しが明瞭ではない。２４

～２９・３０・３５は中期、２９は早期、３１・３３～３４は後期前葉から中葉、３２は後期中葉の時期の土器に伴う

石鏃に形態が類似する。

石槍（３６・３７）

２点掲載。黒曜石製。３６は柳葉形で、横断面が薄いレンズ状を呈す。折面で２点が接合し、１個体

となった。欠損は左側縁と下端にみられ、左側縁の剥離痕は下端欠損時の衝撃剥離によるものとみら

れる。３７は木葉有茎で、横断面が凸レンズ状を呈す。茎部に対し、身部がわずかに張り出す。

スクレイパー（３８～４５）

８点掲載。３８～４０は黒曜石製、４２・４３は頁岩製、４１・４４はメノウ質頁岩製、４５はメノウ製。４３は上

半を欠損する。刃部、側縁調整は４３、４４のみ両面にみられるが、他は腹面側からの剥離による。３８は

打面と背面に岩屑面が残る厚手の剥片に、器体を円形に周る急角度の刃部が施されている。３９は打面、

背面、側面に岩屑面が残る内湾した剥片の末端に、急角度の刃部が施されている。４０は両側縁に調整

が施された縦長剥片の末端に刃部が施されたもので、平面は U字形を呈す。４１は背面に転礫面が残

る剥片の背面左側縁から末端にかけて弧状の刃部が施されている。４２は幅広で薄手の内湾した剥片の

周縁に刃部が施されたもので、平面は涙滴状を呈す。被熱しており、基部の一端を欠損する。４３は大

形、幅広で薄手の剥片の末端に、平坦剥離による刃部が施されている。腹面側が調整されたのち、背

面側に刃部調整と側縁調整が施され、平面は U字形を呈す。器体上半を欠損する。４４は転礫面が残

る横長の不定形剥片を素材とし、素材両側縁から末端にかけて、軽微な調整による刃部が施されてい

る。４５は大形で厚手の縦長剥片を素材とする。器体正面が素材腹面側にあたる。背面側からの剥離で

側縁が調整されたのち、器体長軸の下端に直線的な刃部が施され、平面は撥形を呈す。

つまみ付ナイフ（４６～５０）

５点掲載。４６・５０は黒曜石製、４７～４９は頁岩製。「つまみ部」は４６・４７が腹面側から、４８～５０は両

面から調整されている。４７・４９は剥片を横位に用いて、素材右側縁側に「つまみ部」が作り出されて

いる。刃部は４６が円形、４７は末端の先端が左側に向く斜刃のもの。４８は剥片の打点側に T字形の

「つまみ部」が作り出されたもので、刃部は末端が左側に向く斜刃のもの、４９は両側縁が調整された

縦長剥片の末端に急角度の直線的な刃部が作られている。「つまみ部」は円形を呈す。５０は背面左側

縁の下半から背面右側縁に剥片末端の形状が尖形となる平坦剥離調整が施されている。腹面側の先端

にも調整がみられる。「つまみ部」は T字形である。

箆形石器（５１・５２）

２点掲載。５１は黒曜石製、５２は頁岩製。５１は貝殻状剥片を素材とし、刃部は素材背面側の左側縁の

両面に施されている。５２は背面の両側縁と末端に微細な剥離痕からなる刃部が施されたのち、腹面側

の両側縁が平坦剥離により調整されたもので、素材となった剥片は単剥離打面である。側面形状は内

湾する。

� 祝梅川上田遺跡
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抉入石器（５３）

１点掲載。黒曜石製。背面に岩屑面がわずかに残る剥片を素材とし、器体長軸の上下端に平坦剥離

による調整、両側縁の短軸上に抉入状の調整が施されている。調整は背腹両面にみられる。

ピエスエスキーユ（５４）

１点掲載。黒曜石製。平面は四辺形、断面は器体中央部が厚くなる凸レンズ状を呈する。長軸と短

軸の対向する縁辺に階段状の微細な剥離痕がみられる。

石斧（５５～５７）

３点掲載。５５は緑色泥岩製、５６・５７はロヂン岩製。５５は全面が研磨される以前の剥離調整痕が両面

にみられる棒状の直刃石斧である。５６は側面が面取りされた全面研磨の扁平な両刃石斧で、刃部の一

部を欠損する。５７は扁平な素材の全面に研磨調整が施されたもので、器体両面に長軸方向の擦切痕が

残されている。器体両面にみられる右側面側の剥離痕は、器体幅を減じるためのものと思われるが、

剥離角が鈍角であること、剥離痕末端が階段状であることから、失敗品の可能性がある。

たたき石（５８～６２）

５点掲載。５８は橄欖岩製、５９は安山岩製、６０は片麻岩製、６１は砂岩製、６２は緑色泥岩製。敲打痕の

位置は５８が亜円礫の側面全周、５９は楕円礫の表面と側面、６０は不整楕円形を呈する扁平な礫の器体長

軸の両端と表面の中央、６１は直方体状の礫の左側面側下端にみられる。６２は石核状を呈する大形角礫

の上面、右側面、下面、裏面の剥離稜線上に敲打痕が残されるもので、器体にみられる剥離痕が鈍角

となっていること、遺跡内で緑色泥岩製の剥片を素材とした定型石器が出土していないことから、器

体に残る剥離痕は、敲打調整の際の衝撃剥離によるものと考えられる。

断面三角形のすり石（６３）

１点掲載。砂岩製。縦断面が三角形で、平面が不整四辺形の長辺に幅０．５
、長さ９
程の狭長な
磨痕が残されている。

砥石（６４）

１点掲載。砂岩製。全体の２／３以上を欠損する。扁平な板状角礫を素材とし、表裏両面に磨痕は

残されていないが、砥石の一部であった可能性がある。

ｄ 石製品

玉（６５・６６）

２点掲載。６５は蛇紋岩製もしくは橄欖岩製、６６は橄欖岩製。６５は全面が研磨され、丸みを帯びるが、

一部に自然面が残るもので、平面は不整楕円形、横断面は蒲鉾形を呈す。器体中央やや上方に両面か

ら穿孔されている。孔は外径で表面側が６．８�、裏面側が６．６�、内径が２．８�と孔の形状は中央に向
かって狭くなる。６６は全面が研磨され、角が丸みを帯びる直方体を呈し、器体上方の短軸方向に両面

から穿孔されている。孔は外径で左側が５．２�、右側が４．６�、内径が３．２�で孔の形状は直線的であ
る。

（山田）

３ 遺物
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図	－５５ 遺物分布図（１）
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３ 遺物

図	－５６ 遺物分布図（２）
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図	－５７ 遺物分布図（３）
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３ 遺物

図	－５８ 遺物分布図（４）
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図	－５９ 遺物分布図（５）
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３ 遺物

図	－６０ 遺物分布図（６）
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図	－６１ 遺物分布図（７）
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４．旧石器時代の遺跡（�層調査）
ａ）調査の概要

�・�層包含層調査で、旧石器時代の遺物が確認された。遺物は調査区北西側に１か所（ブロック
１）、調査区中央の南側に１か所（ブロック２）の計２か所で平面的なまとまりをもって出土した

（図�－６２）。出土層準は�層から�層にかけてで、上下移動が認められる。土層断面では倒木によ
る攪乱や凍上現象などの二次的な影響がみられることから、本来的な包含層は�層にあったと考えら
れる。ブロック間は直線距離にして約１００m離れている。また、ブロック外からも、旧石器時代の遺

物と考えられる石器が出土している。

調査の方法

ブロック１は調査区北西側に位置する。樽前 c降下火山灰除去後の�層上面精査中に、I－７５グ

リッドで細石刃核削片１点が出土したことから、�層包含層調査を行った。
ブロック２は、調査区中央の南側に位置し、�層包含層の縄文時代の遺物とともに石刃素材の掻器、
細石刃等が出土したことから、包含層中に旧石器時代の遺物が含まれていることが明らかになった。

�・�層で出土した遺物はおもに風倒木痕の撹乱の範囲に沿って出土しており、周辺のグリッドを
遺物が出土しなくなるまで掘下げ、一部�層上面まで掘り下げた。なお、�・�層では縄文時代の石
器も出土しており、特に黒曜石製の剥片類の帰属時期が問題とされるが、これらについては表面の風

化度の違いをもとに、時期を判別し、縄文時代に帰属すると考えられるものについては、包含層出土

遺物として扱った。ただし、量的にはそれほど多くはない。

遺物の取り上げは原則として遺物１点ごとに座標値を計測して取り上げたが、２�以下の微細な剥
片、砕片類に関しては、グリッド単位で取り上げたものもある。ブロック２では、微細な遺物が多く

出土したことから、�層掘下げ時の排土を採取し、水洗篩選別により、遺物を回収した（図�－６８）。
土壌の水洗には、４．０�と１．０�メッシュの篩を重ねて使用し、４．０�で大きめの遺物や、�層に含ま
れている軽石を除去した後、１．０�でローム質土を水洗した。この作業によって、細石刃３０点（０．５１０
g）、刃部再生剥片６９点（２．７３１g）、微細剥離痕ある剥片１点（０．０１g）、剥片２，４６３点（３５．１１９g）、砕

片２，３６４点（９．８８７g）の計４，９２７点（４８．２５７g）を回収した。

整理の方法

一次整理は、水洗、分類、注記、台帳記入の作業手順で行った。

４．旧石器時代の遺跡（�層調査）

図	－６２ ブロック位置図
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遺物は原則として１点ごとに遺物番号を付したが、水洗篩選別で回収した遺物のうち、２�以下の
微細な砕片に関しては、数百点を一単位として番号を付したものがある。また、遺物番号と注記は、

取上方法毎に分け、以下の内容とした。

座標点を計測したものは「１」から番号を付し、注記内容を「遺跡名．ブロック名．遺物名」

（例：「上．B２．１」）とした。グリッド単位でとりあげたものはグリッドごとに「１」から番号を付

し、注記内容を「遺跡名．グリッド名．遺物番号」（例：「上．K５７．１」「上．L５７．１」）とした。水洗

篩選別で回収したものはグリッドごとに「１」から番号を付し、注記内容を「遺跡名．グリッド名．

フ．遺物番号」（例：「上．K５７．フ．１」「上．L５７．フ．１」）とした。水洗篩選別で回収した遺物のうち、

特に微細なものは、「遺跡名」と「グリッドの数字」、「フ」を省略して記した場合（例：「K．１」）が

ある。

二次整理では「石質の分類」を行ったのち、「接合作業」を行い、剥離面で接合したものを「接合」、

折面で接合したものを「折接」とし、それぞれ「１」から番号を付し、接合台帳を作成した。

石質の分類

母岩識別が困難なことから、肉眼観察に基づいて黒曜石製石器、頁岩製石器を対象に石質別による

分類を行った。黒曜石製石器は５種類に、頁岩製石器は１９種類に分類した。なお、ブロック２出土の

黒曜石製石器で分類の対象としたのは、６，３１６点のうち、５，３０８点である。また、頁岩製石器について

は、石質単位の点数が少ないことから、分布図および集計では「頁岩」として包括してある。

黒曜石製石器

黒曜石１：黒色半透明で、黒色と乳白色の筋が帯状に入る。夾雑物がわずかにみられる。

黒曜石２：黒色半透明で、黒色と乳白色の筋が縞状に入る。夾雑物がわずかにみられる。

黒曜石３：無色透明に近く、夾雑物がほとんどみられないもの。

黒曜石４：被熱による発泡、クラックなどの表面変化がみられるもの。

黒曜石５：黒色半透明で、黒色のまだら模様が入る。夾雑物がみられないもの。

頁岩製石器

頁岩１：黒色。風化もしくは被熱による影響のため、表面の光沢が若干失われているもの。

頁岩２：黒色。光沢を放つもの。

頁岩３：暗褐色。やや珪質で光沢を放つ。 頁岩４：暗褐色。珪質で光沢を放つ。

頁岩５：暗褐色。光沢を放ち、不規則な黒色の筋状の模様と薄褐色の斑状の模様が入る。

頁岩６：褐色。やや珪質で光沢を放つ。

頁岩７：褐色。珪質で光沢を放つ。 頁岩８：褐色。わずかに光沢を放つ。

頁岩９：灰色。光沢を放つ。 頁岩１０：灰色。珪質で光沢を放つ。

頁岩１１：灰色。やや珪質で光沢を放ち、短い黒色の筋状の模様が一定の方向に入る。

頁岩１２：灰色。やや珪質で光沢を放つ。

頁岩１３：薄灰色。光沢を放つ。 頁岩１４：灰褐色。珪質分に富み、光沢を放つ。

頁岩１５：暗灰色。光沢を放つ。

頁岩１６：暗灰色。珪質で光沢を放つ。

頁岩１７：白色。光沢を放たない。 頁岩１８：被熱しているもの。

頁岩１９：暗赤褐色。わずかに光沢を放つ。
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ｂ）ブロック１の調査

遺物出土状況（図�－６６・６７、図版�－１５～１７）
層位別の出土点数は、�層１点（３．２５g）、�層の攪乱２１点（１０３．９２g）、�層１４点（４０．５９g）、�層

２２点（６５．７７g）である。�～�層出土遺物は、風倒木痕や土壌の凍結融解作用により移動したもの
で、本来的な包含層は�層と判断される。
ブロック全体の遺物の出土状況は、平面分布で長軸約１１．０m、短軸約７．５m、垂直分布で標高約

１３．０m～１４．０mの範囲にみられる。全体に散漫な出土状況で、垂直分布も約１．０mの幅で上下移動が

みられるが、標高１３．５m付近にまとまりが認められる。

石材ごとの器種別出土状況では、黒曜石製石器、頁岩製石器ともに集中箇所はみられず、散漫に分

布している。頁岩製石器では彫器が調査区西側、掻器、砕片が調査区南側に分布する傾向がみられる。

３個体得られている接合資料は、それぞれが近接した位置で出土している。

出土遺物（図�－６４・６５、表�－１９・２０、図版�－３４）
細石刃１９点（１７個体）、細石刃核削片２点、石刃１３点、掻器３点、彫器４点（３個体）、微細剥離痕

ある剥片１点、剥片１０点、砕片４点、礫片１点の総計５８点（５６個体）、総重量２１３．５３０gが出土した。

細石刃（図�－６４－１～１７、図版�－３４）
１９点（１７個体）出土した。黒曜石製９点（１～９）、頁岩製８点（１０～１７）。残存状況は完形１点

（１）、打点側５点（２・１０～１３）、中間部６点（３～６、１４・１５）、末端側５点（７～９・１６・１７）

がある。平面形状は幅広で、側面形状は直線的なものが多い。中間から末端側にかけて大きく内湾す

るものもみられる。打面はすべて平坦打面である。１・６・７・１１・１６は側縁に微細剥離痕がみられ

る。９・１０・１７は背面に細石刃核の側面調整稜が残る。黒曜石製の細石刃は最小幅０．３５
、最大幅
１．１
、平均幅０．７４
、厚さは最小厚０．１
、最大厚０．３５
、平均厚０．２５
、頁岩製は最小幅０．５５
、
最大幅０．８５
、平均幅０．７５
、厚さは最小厚０．２
、最大厚０．３
、平均厚０．２５
である。
細石刃核削片（図�－６４－１８・１９、図版�－３４）
２点出土。黒曜石製。１８は末端側を欠損、１９は打点側を欠損する。１８は幅１．１５
、１９は幅１．１０
と
いずれも概して小形の母型から剥離された一次削片である。１８は削片剥離打面側からみて右側面側に

素材の腹面がわずかにみられるもので、剥片素材の細石刃核母型から剥離されたものと考えられる。

断面は稜が右側面側に偏る三角形状を呈す。母型の調整は右側面側を先とする両面調整によるもので、

稜部の摩耗が著しい。１９は削片剥離打面側からみて左側面に素材の腹面が残るもので、断面形状が

「D字形」となる剥片素材の細石刃核母型から剥離されたものである。削片剥離打面は素材末端側

に位置する。稜調整は交互剥離によるものである。

石刃（図�－６４－２０～３２、図版�－３４）
１３点出土。頁岩製。完形１点（２０）、打点側欠損４点（２１～２４）、打点側と末端側欠損３点（２５～

２７）、中間から末端側欠損１点（２８）。いずれも平面形状は幅広、側面形状は直線的で、薄手である。

欠損しているものが多い。幅は１．１５
から３．０
、厚さは０．２５
から０．８
に収まる。打面形状はすべ
て単剥離打面である。背面側の剥離構成は、２０が腹面と逆方向の剥離痕を含み、２０・２５・２７・２８・３１

・３２が横方向、それ以外は腹面と同方向の剥離痕である。２１は両側縁に微細剥離痕、２５～２８は被熱に

よると考えられる剥落痕がみられる。

４．旧石器時代の遺跡（�層調査）
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掻器（図�－６４－３３～３５、図版�－３４）
３点出土。頁岩製。完形２点（３３・３５）、基部側欠損１点（３４）。３３は側面形状が直線的な縦長剥片

もしくは石刃を素材とするもの、３４・３５は厚手で末端側が内湾する石刃もしくは縦長剥片を素材とす

るもので、このうち３３・３５は頭部調整が施された単剥離打面のものである。掻器の刃部はいずれも素

材末端部に作出されている。３５は打面を除く背面側に急角度剥離の周縁調整が施されている。なお、

３４は器体中程に折損面がみられるが、これは出土時に折損したものである。

彫器（図�－６５－３６～３８、図版�－３４）
４点（３個体）出土した。頁岩製。３８は折面で接合し、１個体となった。いずれも素材打面側を基

部とし、素材末端から左側縁にかけて彫刀面が作出されている。３６は頭部調整が施された単剥離打面

のやや寸詰まりの縦長剥片を素材とする。石質は褐色で光沢を放ち、やや珪質である。背面側の素材

末端に施された急角度の調整を打面とし、器体長軸に平行する直線的な形状の彫刀面が作出されてい

る。彫刀面は最低４回再生されている。３７は、素材端部に彫刀面作出用の打面調整が施されており、

最低１回の彫刀面作出が行われている。背面左側縁には、彫刀面作出時の剥離誘導のための前処理と

考えられる稜調整が施されている。彫刀面は直線的である。背面側に腹面と同方向の平坦な剥離面が

残るとともに、側面調整時の稜調整が残ることから、彫器の素材は細石刃核の二次削片と考えられる。

石質は褐色で珪質分に富むが、表面は被熱による色調変化がみとめられる。３８は背面側に急角度剥離

による周縁調整が施された石刃もしくは縦長剥片を素材としたもので、彫刀面は最低２回作出されて

いる。１回目は背面側、２回目は腹面側にみられる。石質は黒色で光沢を放つ。彫刀面と素材腹面と

のなす角度は３６が８８．０°→８３．０°→８８．０°→１１５．０°、３７が９４．０°、３８が７５．０°→１１２．０°である。

微細剥離痕ある剥片（図�－６５－３９、図版�－３４）
１点出土。頁岩製。完形。末端が幅広の小形の剥片に、軽微な周縁加工が施されている。打面は

リップ状の平坦な単剥離打面で、背面の剥離構成は横方向と斜方向のものがみられる。素材となった

剥片は細石刃核の側面調整剥片と考えられる。

縦長剥片（図�－６５－４０、図版�－３４）
１点出土。黒曜石製。背面に岩屑面を残す縦長の剥片で、打面側が欠損している。両側縁には錯向

する微細な剥離痕がみられる。

剥片（図�－６５－４１～５０、図版�－３４）
１０点出土。黒曜石製１点（４１）、頁岩製９点（４２～５０）。残存状況は完形３点（４６・４７・４８）、左側

縁側欠損１点（４２）、打点側欠損２点（４４・４５）、末端側欠損２点（４１・４３）、打点側と末端側欠損２

点（４９・５０）である。４１・４２・４５～４８は背面に多方向の剥離痕がみられる不定形剥片、４１・４２・４７は

細石刃核の側面調整剥片、４６・４８は細石刃核の稜調整剥片もしくは両面調整石器の調整剥片、４３・４４

・４９・５０は欠損のため全体形状が不明な不定形剥片である。打面は４１が点状、４２・４７が平坦な単剥離

打面、４３・４６が複剥離打面、４８は打面が破砕している。４１は背面右側に細石刃様の狭長な剥離痕がみ

られる。

礫片（図�－６５－５１、図版�－３４）
１点出土。黄色がかかった灰白色の祖粒な砂岩製の礫片で、全体に摩滅している。表裏面が被熱し

ていること、剥離痕が明瞭でないことから、被熱により焼きはじけたものと考えられる。

年代測定結果

遺物が平面的に安定して出土したレベルで、１点の炭化物を採取し、放射性炭素年代測定（AMS

法）を行った。暦年較正で１４，６９８±４５yrBPの年代値が測定された。
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４．旧石器時代の遺跡（�層調査）

図	－６３ ブロック１の調査範囲と土層
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図	－６４ ブロック１の掲載石器（１）
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４．旧石器時代の遺跡（�層調査）

図	－６５ ブロック１の掲載石器（２）
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図	－６６ ブロック１遺物分布図（１）
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４．旧石器時代の遺跡（�層調査）

図	－６７ ブロック１遺物分布図（２）
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ｃ）ブロック２の調査

遺物出土状況（図�－７５～８０、図版�－１８～２０）
層位別の出土点数は�層６８点（２０５．７４g）、�層（撹乱）２４点（８２．４７g）、�層５２１点（１，１６３．８５３g）、

�層５，７４６点（４２５．１７６g）、�層（撹乱）５点（５．２１g）で、�～�層にかけて遺物が多く出土する傾
向がみられる。

ブロック全体の遺物の出土状況は、平面分布で長軸約１３．０m、短軸約１２．０m、垂直分布で標高約

１３．５m～１４．５mの範囲にみられる。遺物は K－５７、L－５７グリッドで多く出土しており、特に出土範

囲の東側に密な分布傾向がある。分布は東西方向に楕円状に広がり、外側に向かうにつれ分布密度が

薄くなる。垂直分布では約１．０mの幅で上下移動がみられるが、１３．５m～１４．０mの付近にまとまる。

分布状況は、平面、垂直分布ともに�層中が安定しているといえる。
石材ごとの器種別出土状況では、黒曜石１が出土範囲の南側、黒曜石２・３が北東側に分布する傾

向がある。非黒曜石製石器では、出土範囲の中央付近と南側に分布する傾向がある。器種別の分布で

は、掻器が中央から南側、刃部再生剥片が東側、彫器が北東側に分布している。石材、器種ともに出

土範囲は重複しており、平面的に分離されるものではないことから、ブロックは一時期に形成された

ものと考えられる。

出土遺物（図�－６９～７４、表�－２１・２２、図版�－３５～３８）
細石刃７８点、両面調整石器１点、掻器２１点（１９個体）、削器６点、掻器の刃部再生剥片３０６点、彫器

４点、彫器削片３点、石刃６３点（５９個体）、加工痕ある剥片２０点、微細剥離痕ある剥片２６点、磨製石

図	－６８ ブロック２調査範囲
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斧調整剥片７点、剥片３，３４０点、砕片２，５０４点、加工痕ある礫１点、礫片１点の総計６，３６２点、総重量

１，８８２．４４９gが出土した。

細石刃（図�－６９－１～５３、図版�－３５）
５９点出土。５３点掲載。黒曜石製。未掲載のものを含め、完形２点（１・４９）、打面から中間部７点

（２～８）、打面部１７点（９～２０）、中間部２８点（２１～４４）、中間から末端部３点（４５～４７）、末端部２

点（４８）がある。９・２２・４９～５３は他のものに比べてやや幅広で薄手であるが、細石刃様の剥片であ

ることから、これに含めた。細石刃の幅は最小幅０．０５
、最大幅０．５９
、平均幅０．３８
、厚さは最小
厚０．０４
、最大厚０．１７
、平均厚０．０９
である。打面が残るものは点状および線状打面である。背面
に細石刃核の側面調整痕が残るものは６点あり、内訳は左側縁側の調整痕が残るもの２点（１・４５）、

右側縁側の調整痕が残るもの４点（２１・３３・３７・４７）である。平面形状は、右に湾曲するもの２点

（１・２２）、左に湾曲するもの１点（４５）のほかは、直線的である。側面形状では内湾するもの１３点

（１～５・９・１０・２１・２６・４０・４５・４６・５１）、直線的で、一部内湾するもの１点（４６）がみられる

ほかは、直線的である。

両面調整石器（図�－６９－５４、図版�－３５）
１点出土。黒曜石製。完形。下縁に岩屑面が残る両面調整石器である。器体は主に上縁と横方向か

らの剥離により整形されたのち、表面右側縁の下縁から上縁にかけて稜調整が施されている。稜調整

は両面調整によるものである。横断面は裏面が平坦となるいびつな凸レンズ状、平面形は左右非対称

となる不整楕円形を呈す。

掻器（図�－７０－５５～６９、図版�－３５）
２１点出土。折面で接合したものが３個体あり、個体数は１８点である。１５点掲載。黒曜石製。完形５

点（５５・６０・６１・６２・６３）、打面側欠損３点（５６・５７・５９）、刃部片６点（６４～６９）がある。素材は寸

詰まり気味で、末端に厚みを持つ内湾した石刃もしくは縦長剥片である。刃部の位置は素材末端側に

位置し、平面の刃部形状は、素材剥離軸に対し、右側に傾斜するものがほとんどで、６３のみ左側に傾

斜する。５６・５７・５９・６０・６１・６２・６３には器体調整がみられ、調整はすべて背面側への急角度剥離に

よるものである。長さは４．６７
～８．７６
、幅は１．８５
～３．１４
、厚さは０．４１
～１．３１
である。
削器（図�－７０－７０～７２、図版�－３５）
６点出土。３点掲載。黒曜石製。末端側欠損（７０）、中間から末端側欠損（７１）、打面側と末端側欠

損（７２）。欠損しており、全体形状が不明なため削器としたが、掻器の器体片の可能性がある。

刃部再生剥片

３０６点出土。掲載なし。掻器の刃部作出および再生時に剥離された剥片で、打面は掻器の腹面側の

刃部に相当する。黒曜石製。

彫器（図�－７０－７３～７６、図版�－３５）
４点出土。頁岩製。完形３点（７４～７６）、彫刀面側欠損の基部１点（７３）。素材末端側を基部とし、

素材打面側に左斜刃の彫刀面が作出されている。７５・７６はわずかに光沢を放つ灰色のもので、器体全

体が被熱している。特に７６は背腹両面の基部側に煤状の黒色付着物が観察される。素材はいずれも側

面形状が直線的で、７３～７５は石刃、７６は厚手の石刃もしくは縦長剥片と考えられる。彫刀面はすべて

腹面側に傾く。７３は彫器の基部と考えられるもので、腹面側に平坦剥離による調整が施されている。

被熱による剥落痕がみられる。７４は背面側の側縁に急角度の調整が施されたもので、彫刀面の作出は

最低２回行われている。７５は背面に急角度の周縁加工が施されたもので、腹面の基部側は平坦剥離に

より調整されている。彫刀面は最低１回の作出が行われている。彫刀面作出後にこれを打面として、
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図	－６９ ブロック２の掲載石器（１）
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４．旧石器時代の遺跡（�層調査）

図	－７０ ブロック２の掲載石器（２）
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図	－７１ ブロック２の掲載石器（３）
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背面側に細かな調整が施されている。７６は基部に平坦な節理面（？）が残るもので、背面側に急角度

剥離による周縁加工が施されている。彫刀面は最低２回作出されている。彫刀面と腹面とのなす角度

は、７４が９０．０°→１３０．０°、７５が１２２．５°、７６が９５．０°→１２１．５°である。

彫器削片（図�－７０－７７～７９、図版�－３５）
３点出土。頁岩製。いずれも打点部を欠損する。７７・７８は断面が四辺形で、背面に１面の先行する

削片剥離面がみられる。７９は断面が三角形状で、背面に彫刀面作出の際に施された細部調整がみられ

るものである。いずれも左側面側が素材腹面、右側面側が素材背面にあたることから、削片が剥離さ

れた彫器は左斜刃のものである。側面形状は、７７・７８が直線的、７９が末端にかけて内湾する。削片が

剥離された彫器の彫刀面と腹面とのなす角度は、７７が背腹両面ともに１１５°、７８が背面側１００°と腹面側

１１１．５°、７９が１０７°である。

石刃（図�－７１－８０～１０２、図版�－３５）
６３点出土。折面接合後の個体数は５９点。２３点掲載。完形８点（８６・８９・９０・９６・９７・９９・１００・

１０２）、打面側欠損２点（８１・８２）、末端側欠損１０点（８０・８３～８５・８７・８８・９１～９３・１０１）、打面側と

末端側欠損２点（９４・９５）。９４・９８・９９は背面に岩屑面がのこるもの、９６は背面側の右側面に岩屑面

が残るもの、８１・９５・９７・１００は石刃核の稜調整痕が残るものである。打面は小さく、点状打面、単

剥離打面、複剥離打面がある。平面形状は、打面から側縁にかけて撫肩のものが多い。

加工痕ある剥片（図�－７１－１０３～１０７、図版�－３５）
２０点出土。５点掲載。１０３は両側縁、１０４は素材末端部、１０５・１０６は素材打点側、１０７は素材末端か

ら左側縁にかけて、それぞれ小形不定形剥片の背面側の端部に刃部調整と考えられる急角度の微細な

剥離痕がみられる。いずれも背面の剥離構成は多方向からのもので、後述する「接合資料１」にも類

似した石器が含まれていることから、両面調整石器の調整剥片が素材に利用されたものと考えられる。

微細剥離痕ある剥片（図�－７１－１０８、図版�－３５）
２６点出土。１点掲載。欠損しているため全体形状が不明であるが、素材の末端にやや不連続な微細

な剥離痕がみられる。

磨製石斧調整剥片（図�－７４－１４８～１６０、図版�－３８）
「接合資料１３」に記載。

剥片

３，３４０点出土。掲載なし。黒曜石製３，３１２点、頁岩製１６点、チャート製４点、緑色泥岩製８点。図示

できなかったが、黒曜石製の剥片には、石刃核の打面再生剥片、打面調整剥片が小数含まれる。

加工痕ある礫

１点出土。掲載なし。砂岩製で、１面の剥離痕が認められるが、自然遺物の可能性がある。

礫片

１点出土。掲載なし。砂岩製で、被熱している。

接合資料（図�－７２・７３・７４、表�－２２、図版�－３６～３８）
接合資料１（図�－７２－５４・１０９～１１３、図版�－３６）
両面調整石器と調整剥片の接合資料である。両面調整石器１点、微細剥離痕ある剥片２点、剥片２

点の計５点が接合した。剥片類は両面調整石器の上縁を調整した剥片で、すべて裏面側に接合してい

る。表面の上縁を打面とし、１１０→１１１→１１２・１１３の順に剥片が剥離され、器高と器厚が減じられてい

る。５４は１１０～１１３が剥離されたのち、下縁、側縁に細部調整が施されている。器体の調整は両面調整

４．旧石器時代の遺跡（�層調査）

－１０９－



によるものである。１１１は背面側の末端部から右側縁にかけて、１１２は背面側の末端部に微細な剥離に

よる刃部が施されている。

接合資料２（図�－７２－１１４～１１７、図版�－３６）
石刃核の打面調整剥片の接合資料である。３点が接合した。剥片の打面は打角が鋭角な複剥離打面

で、これは石刃剥離作業面に相当する。１１５と１１６では打面の位置が異なり、１１５から１１６が剥離される

間に石刃剥離が行われている。

接合資料３（図�－７２－１１８～１２０、図版�－３６）
両面調整石器もしくは細石刃核の調整剥片の接合資料である。２点が接合した。１２０の打面は鋭角

な複剥離打面で、これは両面調整石器の縁辺を取り込んだものと考えられる。

接合資料４（図�－７２－１２１～１２３、図版�－３６）
両面調整石器もしくは細石刃核の調整剥片の接合資料である。微細剥離痕ある剥片１点、剥片１点

が接合した。「接合資料３」の１２０と同様に、１２２の打面は打角が鋭角な複剥離打面で、これは両面調

整石器の縁辺を取り込んだものと考えられる。

接合資料５（図�－７２－１２４～１２６、図版�－３６）
岩屑面が残る石核から剥離された不定形剥片の接合資料である。２点が接合した。

接合資料６（図�－７２－１２７～１２９、図版�－３６）
大形の不定形剥片の接合資料である。４点（２個体）が接合した。いずれも幅広、薄手で、背面に

は剥離軸に対して上斜方向の剥離が含まれている。両面調整石器の調整剥片と考えられる。

接合資料７（図�－７３－１３０～１３２、図版�－３７）
稜調整がみられる縦長剥片と削器の接合資料である。削器１点、剥片１点の計２点が接合した。１３１

は削器としたが、掻器基部の可能性がある。また、１３２は剥片としたが、石刃としたほうが適切であ

るかもしれない。１３１と１３２は打面の高さが異なっており、１３１の剥離後に、打面調整が施されたもの

と考えられる。

接合資料８（図�－７３－１３３～１３５、図版�－３７）
不定形剥片の接合資料である。微細剥離痕ある剥片１点、剥片１点の計２点が接合した。１３４、１３５

ともに側面形状が内湾するもので、素材背面の剥離構成は多方向の剥離である。いずれも打面が点状

で、両面調整石器の調整剥片と考えられる。

接合資料９（図�－７３－１３６～１３８、図版�－３７）
不定形剥片の接合資料である。４点（２個体）が接合した。１３７、１３８ともに側面形状が内湾するも

ので、素材背面の剥離構成は多方向の剥離である。両面調整石器の調整剥片と考えられる。

接合資料１０（図�－７３－１３９～１４１、図版�－３７）
自然面が残る石核から剥離された剥片の接合資料である。２点が接合した。

接合資料１１（図�－７３－１４２～１４４、図版�－３７）
岩屑面が残る石核から剥離された剥片の接合資料である。微細剥離痕ある剥片１点と剥片２点（１

個体）の計３点（２個体）が接合した。

接合資料１２（図�－７３－１４５～１４７、図版�－３７）
不定形剥片の接合資料である。２点が接合した。剥片剥離は９０°の打面転移が行われている。

接合資料１３（図�－７４－１４８～１６０、図版�－３８）
磨製石斧の調整剥片の接合資料である。接合７点（剥離面接合５個体）と非接合同一個体７点の計

１４点で構成される。緑色泥岩製。接合時の長さは１３．２２
、幅は５．８０
、厚さは５．４０
を測り、調整
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４．旧石器時代の遺跡（�層調査）

図	－７２ ブロック２の掲載石器（４）
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図	－７３ ブロック２の掲載石器（５）
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図	－７４ ブロック２の掲載石器（６）
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剥片が剥離される以前の器体はかなり大形のものであったと判断される。接合時の横断面形状から、

器体はやや丸みを帯びた棒状のものであった可能性が高い。研磨調整は器体の全面に長軸方向でみら

れ、研磨以前の剥離調整が部分的に残っている。調整剥片は、器体の一側縁側から交互剥離により１４９

から１５３までの比較的大形の剥片が剥離されている。剥離された調整剥片の打面は大きく、打点は明

瞭でない。非接合資料に刃部を取り込んだ剥片が含まれている。刃部の平面形状は不明であるが、石

斧は両刃のものと考えられる。

１５４～１６０は同一個体の非接合資料で、１５５・１５６・１５８は背面に、１５７・１５８は背面と腹面に研磨調整

痕が残るものである。１５９は刃部、１５７も刃部に近い部位から剥離されたものと考えられる。

年代測定結果

遺物が平面的に安定して出土したレベルで、５点の炭化物を採取し、そのうちに４点について、放

射性炭素年代測定（AMS法）を行った。暦年較正で１４，７２７±４６yrBP、１４，７５１±４６yrBP、１４，１２０±

４４yrBP、１２，３３２±４０yrBPの年代値が測定された。

ｄ）ブロック外出土の石器（図�－８０、表�－２３、図版�－３８）
石刃（図�－８０－１・２ 図版�－３８）
２点出土。１は頁岩製、２は黒曜石製。１、２ともに頭部調整が施された複剥離打面のもので、い

ずれも末端側が欠損している。１は背面に石核調整時の横方向の剥離痕がみられる。

尖頭器（図�－８０－３ 図版�－３８）
１点出土。黒曜石製。器体上半と下半を欠損する。

ｅ）ブロック１、２の石器群について

恵庭 a降下火山灰層の上位の層で後期旧石器時代の細石刃石器群のブロックが２か所確認された。

両ブロックは石器群の内容が異なるとともに、石材利用についても違いがみられることから、以下に

ブロックの特徴を述べる。

ブロック１の細石刃石器群

出土遺物全体の定形石器の比率は７９．３％を占める。石器石材は頁岩製石器４２点（７２．４％）、黒曜石

製石器１５点（２５．９％）、砂岩製石器１点（１．７％）で、石材別の重量は頁岩製石器１８５．８４g（８７．０％）、

黒曜石製石器１５．５９g（７．３％）、砂岩製石器１２．１g（５．６％）の総重量２１３．５３０gで、点数・重量ともに

頁岩製石器の占める割合が高い。

総点数５８点とブロックの規模は小さいが、定形石器が多く、剥片剥離作業の痕跡を示す剥片、砕片

類の出土点数が極端に少ないことに特徴がある。石材利用の点では、細石刃に黒曜石と頁岩の両者の

石材が利用されているが、石刃、掻器、彫器等の石器類は頁岩のみが利用されており、製作対象に応

じて石材が使い分けられていたと考えられる。なお、黒曜石の石質は２種類認められ、赤井川産黒曜

石に特徴が類似するが、産地同定分析を依頼していることもあり、分析結果を待って次年度以降に報

告を述べたい。

石器群の性格は、細石刃核が出土していないこともあり、やや不鮮明であるが、細石刃の製作を示

す遺物としては細石刃、細石刃核削片、細石刃核の側面調整剥片が出土している。また、細石刃核の

二次削片が彫器の素材に利用されている。

細石刃核削片は、小形の剥片を素材とし、片面に素材腹面が残る細石刃核母型から剥離されたもの
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と、両面調整の母型から剥離されたものがある。前者は黒曜石製２点があり、「峠下型細石刃核」の

母型から剥離されたものと考えられる。後者は頁岩製１点があり、彫器の素材に利用されたもので、

「札滑型細石刃核」から剥離されたものと考えられる。なお、黒曜石製の「峠下型細石刃核」のうち

１点（図�－６４－１９）は削片剥離打面側からみて左側面側に素材背面が位置する通常の「峠下型細石
刃核」とは素材利用が異なっており、素材背面が右側面側に位置し、断面形状が D字形を呈す、い

わゆる「逆峠下型細石刃核」と呼ばれるものに含まれるものである。

細石刃は黒曜石製、頁岩製ともに、長さ、幅が比較的大形で、平面・側面ともに直線的な形状のも

のが多い。また、末端にかけて内湾するもの、背面に細石刃核の稜調整痕が残るものがある。これら

は「札滑型細石刃核」から剥離された細石刃の特徴に類似すると考えられる。

細石刃核削片、細石刃の形態から、ブロック１の石器群には、黒曜石を利用した「峠下型細石刃

核」と「札滑型細石刃核」、頁岩を利用した「札滑型細石刃核」が含まれていたと理解される。この

「峠下型細石刃核」と「札滑型細石刃核」の共伴については、従来から、行動論的な視点による「テ

クノコンプレックス」仮説（木村１９９５）や、細石刃石器群の編年作業のなかで「峠下２類＋札滑型細

石刃核」（寺�１９９９）として、その位置づけが行われてきた。最近では山田 哲氏が「峠下型」を

「B１～B３」の３群に分けて説明しており（山田２００７）、これによれば、ブロック１出土の石器群は

「B３群」に該当するものと思われる。編年的には後期旧石器時代後半期（細石刃石器群前半期）に

位置づけられる。

ブロック２の細石刃石器群

ブロック２では、接合資料１３個体を含む総点数６，３６２点の遺物が出土した。細石刃核は出土してい

ないが、細石刃、両面調整石器、掻器、磨製石斧などの石器の特徴は「忍路子型細石刃石器群」に含

まれるもので、組成の点でも一致する。

出土遺物全体の定形石器の比率は３．１％で、刃部再生剥片や磨製石斧調整剥片などの調整剥片、砕

片類が多くを占める。剥片、砕片を除いた器種別の比率では細石刃１１．３％、両面調整石器０．１％、石

刃１２．０％、掻器４．０％、削器１．１％、刃部再生剥片５８．４％、彫器０．８％、彫器削片０．６％、加工痕ある剥

片３．８％、微細剥離痕ある剥片５．０％、磨製石斧調整剥片２．９％である。石器石材は頁岩製石器２５点

（０．４％）、黒曜石製石器６，３１６点（９９．３％）、チャート製石器４点（０．１％以下）、緑色泥岩製石器１５点

（０．２％）、砂岩製石器２点（０．１％以下）で、石材別の重量は頁岩製石器９４．４７g（５．０％）、黒曜石製

石器１，４５６．０２９g（７９．４％）、チャート製石器１．５８g（０．１％以下）、緑色泥岩１７５．４８g（９．３％）、砂岩製

石器１２４．８９g（６．６％）で、点数・重量ともに黒曜石製石器の占める割合が高い。

石材利用の点では、細石刃、両面調整石器、掻器、石刃、加工痕ある剥片、微細剥離痕ある剥片が

黒曜石製であるほか、彫器に頁岩、磨製石斧に緑色泥岩が利用されている。黒曜石の石質は５種類認

められる。石質ごとの傾向としては、黒曜石１が細石刃、両面調整石器、石刃、黒曜石２が掻器、刃

部再生剥片に利用される傾向がみられる。肉眼的には黒曜石１～３は赤井川産に類似する。黒曜石５

は道東方面のいずれかの産地が該当するものと思われるが、遺物点数が少なく、特定の石器に利用さ

れているものでもない。頁岩、チャート、緑色泥岩は剥片、砕片ともに少ないことから、これらの石

器は製品として搬入されたものと考えられる。彫器３点と彫器削片３点が出土しているが、それぞれ

石質が異なり、接合関係がないことから、少なくとも６点の彫器があったといえる。

接合資料では、両面調整石器の製作、石刃の製作、磨製石斧の調整技術に関連する個体が得られた。

これらの製作を示す剥片、砕片類が５，８４４点出土している。背面の剥離構成に多方向の剥離を含む小

形の不定形剥片が多く出土しており、これらは主に石核や両面調整石器などの調整時に生じたものと
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考えられる。また、石刃に石刃核の稜調整痕が残るものがみられること、石刃核の打面再生剥片、打

面調整剥片が出土していることから、ある程度の剥離作業が進行した状態の石刃核が搬入されたもの

と考えられる。遺跡内では石刃剥離とそれに伴う調整が行われ、石刃核は搬出されている。石刃は主

に掻器の素材に供給されたと考えられ、刃部再生剥片が多く出土していることから、遺跡内では、石

刃の製作から、掻器の製作と使用および刃部再生の一連の作業が行われていたと考えられる。

「忍路子型細石刃石器群」は細石刃核母型の形態と器体調整のあり方から、「母型に木葉形状を呈

する両面調整石器を用いるが、湧別技法同様に左右非対称の母型を準備する例が多い」大形の「１

類」と、「母型に両側縁が平行する柳葉形を呈する両面調整石器を用い、打面は石核長軸に沿って平

行して設けられる例が多い」小形の「２類」に分類できることが指摘されており（寺�１９９９、２００６）、
この基準を参照すれば、ブロック２の石器群は「１類」に該当するものである。編年的には「後期旧

石器時代後半期」（細石刃石器群後半期）に位置づけられる。

ブロック１、２の年代測定結果について

ブロック１で採取した炭化物１点と、ブロック２で採取した炭化物４点について、放射性炭素年代

測定（AMS法）を行った。両ブロックの測定試料は包含層において、遺物が平面的に出土した位置

で採取したものである。このことから、炭化物と石器群との関係を直接的に明示できるものではない

が、暦年較正でブロック１が１４，６９８±４５yrBP、ブロック２が１４，７２７±４６yrBP、１４，７５１±４６yrBP、

１４，１２０±４４yrBP、１２，３３２±４０yrBPの年代値が測定された。年代値はおよそまとまりがみられ、特に

ブロック１では、従来示されている値、編年観ともに概ね整合する値が得られた。ブロック２で示さ

れた値では、１２，３３２±４０yrBPの値が石器群の編年観にも整合するが、１４，７２７±４６yrBP、１４，７５１±４６

yrBP、１４，１２０±４４yrBPの値は「忍路子型細石刃石器群」の年代値としてはやや古めである。（山田

和史）
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図	－７５ ブロック２遺物分布図（１）
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図	－７６ ブロック２遺物分布図（２）
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図	－７７ ブロック２遺物分布図（３）
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図	－７８ ブロック２遺物分布図（４）
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図	－７９ ブロック２遺物分布図（５）
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◆

◆

図	－８０ ブロック２遺物分布図（６）とブロック外出土の石器
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５．資料一覧

表	－１ �層の建物跡一覧
図版番号 グリッド 長さ（m） 幅（m） 長軸方向 備考
図�－３ UH １ N７７～７９、O７６～７９、P７７～７９
図�－５ UH ２ H－５８．５９、I－５８．５９、J－－５８．５９ ２１．０ ２０．５ N－７８°－W 炉跡あり
図�－７ UH ３ O－６０．６１、P－６０．６１ ４．０ （３．８） N－８６°－E 炉跡あり
図�－９ UH ４ G－６５～６７、H－６５～６７ ６．９ ５．９ N－４９°－E 炉跡あり
図�－９ UH ５ G－６７、H－６６～６８、I－６７．６８ ７．９ ６．０ N－４９°－E 炉跡あり
図�－１２ UH ６ I７６．J７５－７７ ３．９ ３．８ N－１６．５°－E 炉跡あり
図�－１３ UH ７ Q６１．６３．R６２－６４．S６２－６４ ８．６ ６．１ N－１７°－E
図�－１４ UH ８ P６６．Q６６ １．４ ０．７ N－６．５°－E
図�－１５ UH ９ J７１ １．５ １．３ N－５９．５°－W
図�－１６ UH １０ O７４．P７２－７５．Q７２－７５ ５．１ ４．３ N－５８．５°－W 炉跡あり
図�－１７ UH １１ S７７．７８ T７７．７８ ３．６ ３．３ N－６５°－W 炉跡あり
図�－１８ UH １２ L６５．６６、M６５．６６ ３．７ ３．４ N－７０°－W

表	－２ �層の建物跡柱穴一覧
UH１の HSP（図�－４）

No 径 深さ No 径 深さ No 径 深さ
HSP １ １５ ４６ HSP １６ １１ ２１ HSP ２９ １７ ４２
HSP ２ １２ ３０ HSP １７ １４ ４４ HSP ３０ １７ ２９
HSP ３ ２３ ４０ HSP １８ １３ ２５ HSP ３１ ２０ ３６
HSP ４ ８ ２１ HSP １９ １０ ３１ HSP ３２ １８ ４２
HSP ５ １２ ２１ HSP ２０ １３ ３０ HSP ３３ ２２ ３３
HSP ７ １２ １８ HSP ２１ １７ ３９ HSP ３４ １３ ３１
HSP ９ １５ １９ HSP ２２ １４ ４７ HSP ３５ １４ ３８
HSP １０ １３ １８ HSP ２３ ２１ ４１ HSP ３６ １４ －
HSP １２ １５ ３２ HSP ２４ １４ ３０ HSP ３７ １０ １６
HSP １３ １３ ３６ HSP ２５ ９ １７ HSP ３８ １８ ５０
HSP １４ １７ ３６ HSP ２６ １３ ３１
HSP １５ １２ ３８ HSP ２８ １６ ４６
UH２の HSP（図�－６）

No 径 深さ No 径 深さ No 径 深さ
HSP １ １０ １４ HSP １８ ７ ８ HSP ３５ ９ ２２
HSP ２ １３ １８ HSP １９ ７ １３ HSP ３６ ７ １８
HSP ３ １０ ４３ HSP ２０ ８ ２７ HSP ３７ ９ ２２
HSP ４ ９ ２７ HSP ２１ ７ １５ HSP ３８ ８ １９
HSP ５ １０ ２７ HSP ２２ ６ ２０ HSP ３９ ９ ２９
HSP ６ １０ ４２ HSP ２３ ７ ２２ HSP ４０ ９ １７
HSP ７ １１ ４４ HSP ２４ ２０ ４４ HSP ４１ ８ １０
HSP ８ ８ ２６ HSP ２５ ２０ ５２ HSP ４２ １０ １８
HSP ９ １１ ４２ HSP ２６ ２０ ４７ HSP ４３ １０ ２０
HSP １０ １１ ２９ HSP ２７ ２０ ４５ HSP ４４ １０ ３０
HSP １１ １１ ２６ HSP ２８ １８ ３４ HSP ４５ ８ １４
HSP １２ ９ １３ HSP ２９ ２０ ４３ HSP ４６ １０ ２９
HSP １３ １１ ３６ HSP ３０ １１ ２０ HSP ４７ ９ ２０
HSP １４ ８ ２５ HSP ３１ １０ ２９ HSP ４８ ７ １４
HSP １５ １０ ２３ HSP ３２ ８ １５ HSP ４９ ９ ２０
HSP １６ ８ ２１ HSP ３３ １０ ３０
HSP １７ １４ ４７ HSP ３４ ９ １５
UH６の HSP（図�－１２）

No 径 深さ No 径 深さ No 径 深さ
HSP １ １１ ３４ HSP ６ １０ ３７ HSP １１ ９ ３６
HSP ２ ６ ２２ HSP ７ ７ １６ HSP １２ ８ ２０
HSP ３ ７ １９ HSP ８ １０ １４ HSP １３ ９ ３６
HSP ４ １１ ３２ HSP ９ ８ １９ HSP １４ ８ １１
HSP ５ １０ ３８ HSP １０ ９ １４ HSP １５ ９ １３
UH７の HSP（図�－１４）

No 径 深さ No 径 深さ No 径 深さ
HSP １ １７ ２７ HSP ７ １２ ２０ HSP １３ １１ ２４
HSP ２ ９ ２６ HSP ８ １０ １５ HSP １４ １０ ２８
HSP ３ ８ １８ HSP ９ ９ １８ HSP １５ １０ ２３
HSP ４ ７ １７ HSP １０ １０ １４ HSP １６ ９ ２８
HSP ５ ９ ２５ HSP １１ １０ ２３ HSP １７ ８ ５９
HSP ６ １３ ３３ HSP １２ １１ ４８ HSP １８ ８ １８
UH８の HSP（図�－１４）

No 径 深さ No 径 深さ No 径 深さ
HSP １ １１ ２８ HSP ２ １０ ３８ HSP ３ １０ １８
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UH９の HSP（図�－１５）
No 径 深さ No 径 深さ

HSP １ ９ ２５ HSP ３ １０ ３０
HSP ２ ９ １８ HSP ４ １０ １９
UH１０のHSP（図�－１５）

No 径 深さ No 径 深さ No 径 深さ
HSP １ ９ ３２ HSP １１ １１ ５５ HSP ２１ ８ ２３
HSP ２ １３ ３４ HSP １２ ８ ２１ HSP ２２ ９ ２１
HSP ３ ９ ４７ HSP １３ １１ ２８ HSP ２３ １１ ３８
HSP ４ １１ ３３ HSP １４ １３ ４４ HSP ２４ ８ １５
HSP ５ １１ ４３ HSP １５ ７ １２ HSP ２５ ７ １５
HSP ６ ９ ３１ HSP １６ ８ １５ HSP ２６ ９ ２７
HSP ７ １１ ２９ HSP １７ ７ １７ HSP ２７ １７ ２４
HSP ８ １４ ３７ HSP １８ ８ ２１ HSP ３２ １１ ２８
HSP ９ １４ ２２ HSP １９ １０ １３
HSP １０ １０ ４３ HSP ２０ ８ ４０
UH１１のHSP（図�－１７）

No 径 深さ No 径 深さ No 径 深さ
HSP １ １０ １８ HSP ５ １３ ５０ HSP ９ １６ ５２
HSP ２ １５ ４８ HSP ６ １５ ４９ HSP １０ ７ ３２
HSP ３ １５ ４４ HSP ７ １１ ４０ HSP １１ １２ ５０
HSP ４ １１ ３６ HSP ８ １５ ４５

表	－３ �層の柱穴一覧
図版番号 グリッド 径（
） 深さ（
） 備考
図�－２１ USP ３ K－５８ ９ ２７
図�－２１ USP ４ L－５８ １２ ３４
図�－２１ USP ５ T－６８ １０ ３１
図�－２１ USP ６ S－６９ ８ １２
図�－２１ USP ７ S－６９ １０ １８
図�－２１ USP ８ T－６９ １０ ２６
図�－２１ USP ９ T－６９ ８ １７
図�－２１ USP １０ S－７１ １０ １３
図�－２１ USP １１ S－７１ １０ ２２
図�－２１ USP １２ S－７１ ７ １１
図�－２１ USP １３ R－７０ ２８ ９２
図�－２１ USP １４ S－７０ １４ ６８
図�－２１ USP １５ R－７０ １２ ３５
図�－２１ USP １６ T－６４ １０ ２１
図�－２１ USP １７ P－５７ ７ ２２
図�－２１ USP １８ O－５８ １１ ２１
図�－２１ USP １９ O－５７ １０ ２１
図�－２１ USP ２０ O－５７ １０ ２１
図�－２１ USP ２１ O－５１ １１ １５
図�－２１ USP ２２ O－５１ ６ １３
図�－２１ USP ２３ O－５２ １２ ２０
図�－２１ USP ２４ P－５３ １２ １７
図�－２１ USP ２５ O－５３ １２ ２６
図�－２１ USP ２６ P－５５ １０ ２３
図�－２１ USP ２７ P－５５ １０ ２０
図�－２１ USP ２８ O－５５ １０ ２９
図�－２１ USP ２９ O－５５ ８ １９
図�－２１ USP ３０ P－５６ １０ ４２
図�－２１ USP ３１ P－５６ １１ ３０
図�－２１ USP ３２ P－５６ １４ １８
図�－２１ USP ３３ N－５７ ８ ２２
図�－２１ USP ３４ N－５７ ７ １８
図�－２１ USP ３５ N－５７ ７ １６
図�－２１ USP ３６ N－５７ ９ １８
図�－２１ USP ３７ G－５７ １１ ３０
図�－２１ USP ３８ G－５７ ９ ３６
図�－２１ USP ３９ G－５７ １２ ５９
図�－２１ USP ４０ I－５６ ９ ２９
図�－２１ USP ４１ I－５６ ５ ３３
図�－２１ USP ４２ I－５６ １０ １３
図�－２１ USP ４３ I－５５ １３ ４０
図�－２１ USP ４４ I－５５ １１ ３６
図�－２１ USP ４５ I－５５ １１ ３６
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図版番号 グリッド 径（
） 深さ（
） 備考
図�－２１ USP ４６ I－５５ １８ ３９
図�－２１ USP ４７ H－５５ １６ ２９
図�－２１ USP ４８ H－５５ １８ ４０
図�－２２ USP ４９ H－５５ １２ ４２
図�－２２ USP ５０ G－５６ ６ １７
図�－２２ USP ５１ G－５６ ７ １５
図�－２２ USP ５２ J－５７ １１ ２１
図�－２２ USP ５３ G－５５ １８ ６０
図�－２２ USP ５４ G－５５ １０ ６０
図�－２２ USP ５５ G－５５ １０ ４０
図�－２２ USP ５６ G－５５ ９ ５０
図�－２２ USP ５７ G－５５ １２ ５６
図�－２２ USP ５８ G－５５ １２ ３５
図�－２２ USP ５９ G－５４ ２３ ４９
図�－２２ USP ６０ G－５４ １１ ５６
図�－２２ USP ６１ G－５４ ２８ ５０
図�－２２ USP ６２ G－５４ １５ ４０
図�－２２ USP ６３ H－５５ ４ ３３
図�－２２ USP ６４ H－５５ １０ ３４
図�－２２ USP ６５ H－５４ ２０ ４６
図�－２２ USP ６６ G－５４ １６ ５０
図�－２２ USP ６７ H－５４ １６ ２０
図�－２２ USP ６８ G－５２ １８ ４０
図�－２２ USP ６９ I－５３ ２４ ４４
図�－２２ USP ７０ H－５１ １５ ２５
図�－２２ USP ７１ I－５１ １９ ３０
図�－２２ USP ７２ I－５１ ２２ ３３
図�－２２ USP ７３ I－５３ １９ ３８
図�－２２ USP ７４ J－５２ １２ ２６
図�－２２ USP ７５ K－５２ １３ ３１
図�－１ USP ７６ T－７０ － －
図�－１ USP ７７ T－７１ － －
図�－１ USP ７８ T－７１ － －
図�－１ USP ７９ T－７１ － －
図�－２２ USP ８０ M－５６ １０ １４
図�－２２ USP ８１ L－５５ １６ ４９
図�－２２ USP ８２ M－５４ １２ ２７
図�－２２ USP ８３ K－７２ １２ ２１
図�－２２ USP ８４ K－７３ ３３ ２６
図�－２２ USP ８６ K－７０ ２５ ２０
図�－２２ USP ８７ L－７２ １３ １７
図�－２２ USP ８８ L－７２ １７ ２９
図�－２２ USP ８９ M－７３ ８ １６
図�－２２ USP ９０ M－７３ １６ ２５
図�－２２ USP ９１ N－７２ ３２ ３８
図�－２２ USP ９２ N－７２ ２３ ３９
図�－２２ USP ９３ G－５３ １４ ３０
図�－２２ USP ９４ H－６２ ５ ８
図�－２２ USP ９７ I－６３ １０ １８
図�－２２ USP ９８ I－６２ ９ １０
図�－２２ USP ９９ I－６２ １０ ２１
図�－２３ USP １００ G－６２ １２ ３５
図�－２３ USP １０１ G－６２ ８ １７
図�－２３ USP １０２ G－６３ １１ ４０
図�－２３ USP １０３ H－６３ １２ ３０
図�－２３ USP １０４ H－６３ １１ ３６
図�－２３ USP １０５ H－６３ ９ ３０
図�－２３ USP １０６ G－６３ １２ ２２
図�－２３ USP １０７ H－６４ １０ ４８
図�－２３ USP １０８ G－６４ １２ ３２
図�－２３ USP １０９ G－６４ １５ ３４
図�－２３ USP １１０ G－６４ １１ ２７
図�－２３ USP １１１ H－６４ ２３ ３３
図�－２３ USP １１２ H－６４ １１ ２９
図�－２３ USP １１３ G－６４ １４ １８ UH－４．５
図�－２３ USP １１４ G－６４ ８ １９ UH－４．５

５．資料一覧

－１２５－



図版番号 グリッド 径（
） 深さ（
） 備考
図�－２３ USP １１５ G－６４ ９ １２ UH－４．５
図�－２３ USP １１６ G－６４ ６ １１ UH－４．５
図�－２３ USP １１７ G－６５ ８ １０ UH－４．５
図�－２３ USP １１８ H－６４ ８ １６ UH－４．５
図�－２３ USP １１９ H－６５ ８ １４ UH－４．５
図�－２３ USP １２０ H－６５ ８ ２０ UH－４．５
図�－２３ USP １２１ H－６４ １２ ２０ UH－４．５
図�－１ USP １２２ H－６４ － －
図�－２３ USP １２３ I－６４ １２ ２９
図�－２３ USP １２４ H－６５ ６ １６ UH－４．５
図�－２３ USP １２５ G－６５ ８ １４ UH－４．５
図�－２３ USP １２６ G－６５ ９ １８ UH－４．５
図�－２３ USP １２７ G－６５ ６ １０ UH－４．５
図�－２３ USP １２８ G－６５ １１ ２０ UH－４．５
図�－２３ USP １２９ G－６５ １２ ２０ UH－４．５
図�－２３ USP １３０ G－６５ ８ １２ UH－４．５
図�－２３ USP １３１ G－６５ ８ ９ UH－４．５
図�－２３ USP １３２ G－６５ ９ ２５ UH－４．５
図�－２３ USP １３３ H－６５ １１ １７ UH－４．５
図�－２３ USP １３４ H－６５ ９ １１ UH－４．５
図�－２３ USP １３５ G－６５ ７ １２ UH－４．５
図�－２３ USP １３６ H－６６ ４ １７ UH－４．５
図�－２３ USP １３７ H－６６ ７ ９ UH－４．５
図�－２３ USP １３８ H－６６ ９ １０ UH－４．５
図�－２３ USP １３９ G－６５ １２ １８ UH－４．５
図�－２３ USP １４０ H－６５ ４ １７ UH－４．５
図�－２３ USP １４１ G－６３ ９ ２６
図�－２３ USP １４２ Q－８０ ９ ３２
図�－２３ USP １４３ Q－８０ １１ ３４
図�－２３ USP １４４ Q－８０ ２０ ４５
図�－２３ USP １４５ R－７９ １３ ２９
図�－２３ USP １４６ R－７９ １７ ４４
図�－２３ USP １４７ R－８０ １３ ３５
図�－２３ USP １４８ S－８０ １０ ２２
図�－２３ USP １４９ S－８０ ９ １１
図�－２３ USP １５０ R－７９ ２０ ３８
図�－２３ USP １５１ S－８０ １３ １５
図�－２３ USP １５２ S－８０ １０ ２３
図�－２３ USP １５３ T－８０ １５ ３０
図�－２３ USP １５４ S－８０ ９ ９
図�－２３ USP １５５ R－８０ ２０ ４４
図�－２３ USP １５６ S－７９ １０ １２
図�－２４ USP １５７ S－７９ １１ １６
図�－２４ USP １５８ S－７９ １０ ２９
図�－２４ USP １５９ Q－７９ １２ ９
図�－２４ USP １６０ Q－７９ １１ ２１
図�－２４ USP １６１ Q－７９ ９ １６
図�－２４ USP １６２ R－７９ １８ ２５
図�－２４ USP １６３ R－７９ １２ ３６
図�－２４ USP １６４ S－７９ １１ ２０
図�－２４ USP １６５ R－７９ １０ １５
図�－２４ USP １６６ R－７９ １１ １６
図�－２４ USP １６７ R－７８ １０ ２６
図�－２４ USP １６８ S－７９ １０ ２２
図�－２４ USP １６９ T－７８ １２ ２３
図�－２４ USP １７０ T－７８ １１ １８
図�－２４ USP １７１ R－７９ １０ ２０
図�－２４ USP １７２ Q－７９ ９ ２８
図�－２４ USP １７３ R－７９ １３ ３０
図�－２４ USP １７４ R－８０ ７ ９
図�－２４ USP １７５ Q－８０ １０ ３４
図�－２４ USP １７６ Q－８０ ２０ ６４
図�－２４ USP １７７ S－７９ １０ ２３
図�－２４ USP １７８ S－７９ １４ ２８
図�－２４ USP １７９ R－７９ １０ １６
図�－２４ USP １８０ S－７９ １３ １２
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図版番号 グリッド 径（
） 深さ（
） 備考
図�－２４ USP １８１ S－７８ １０ ２４
図�－２４ USP １８２ R－７８ １０ １６
図�－２４ USP １８３ R－７７ ２１ ４０
図�－２４ USP １８４ R－７８ １５ ４４
図�－２４ USP １８５ Q－７８ ６ １４
図�－２４ USP １８６ Q－７７ １７ ４１
図�－２４ USP １８７ R－７６ ２２ ３４
図�－２４ USP １８８ R－７６ ２４ ３８
図�－２４ USP １８９ R－７６ ２０ ３７
図�－２４ USP １９０ Q－７６ ９ ４０
図�－２４ USP １９１ Q－７６ １３ ５５
図�－２４ USP １９２ P－７６ １０ ３１
図�－２４ USP １９３ P－７６ １０ ４０
図�－２４ USP １９４ P－７６ ９ ４７
図�－２４ USP １９５ P－７６ ８ ２１
図�－２４ USP １９６ P－７６ １０ ２３
図�－２４ USP １９７ P－７６ １１ ４０
図�－２４ USP １９８ P－７６ １１ ４９
図�－２４ USP １９９ P－７６ ９ ２８
図�－２４ USP ２００ Q－７５ １８ ５４
図�－２４ USP ２０１ H－６６ ８ １６ UH－４．５
図�－２４ USP ２０２ H－６６ ９ １７ UH－４．５
図�－２４ USP ２０３ G－６６ ７ １２ UH－４．５
図�－２４ USP ２０４ G－６６ ８ １４ UH－４．５
図�－２４ USP ２０５ G－６６ ７ ２４ UH－４．５
図�－２４ USP ２０６ H－６６ ７ ８ UH－４．５
図�－２４ USP ２０７ H－６６ １２ １２ UH－４．５
図�－２４ USP ２０８ H－６６ ８ ８ UH－４．５
図�－２５ USP ２０９ H－６６ ８ ９ UH－４．５
図�－２５ USP ２１０ H－６６ １３ ２３ UH－４．５
図�－２５ USP ２１１ H－６６ ９ ８ UH－４．５
図�－２５ USP ２１２ H－６６ ９ ２１ UH－４．５
図�－２５ USP ２１３ H－６６ ５ ９ UH－４．５
図�－２５ USP ２１４ H－６６ １０ ３０ UH－４．５
図�－２５ USP ２１５ G－６６ ５ ９ UH－４．５
図�－２５ USP ２１６ H－６７ １４ １３ UH－４．５
図�－２５ USP ２１７ H－６７ ９ ６ UH－４．５
図�－２５ USP ２１８ H－６７ ８ １２ UH－４．５
図�－２５ USP ２１９ G－６７ ７ １５ UH－４．５
図�－２５ USP ２２０ G－６７ ９ １８ UH－４．５
図�－２５ USP ２２１ G－６７ １１ ２５ UH－４．５
図�－２５ USP ２２２ G－６７ ７ ２６ UH－４．５
図�－２５ USP ２２３ G－６７ ５ ９ UH－４．５
図�－２５ USP ２２４ H－６７ ７ １０ UH－４．５
図�－２５ USP ２２５ I－６７ １０ １８ UH－４．５
図�－２５ USP ２２６ I－６７ １２ １４ UH－４．５
図�－２５ USP ２２７ I－６７ ７ １３ UH－４．５
図�－２５ USP ２２８ H－６６ ８ ６ UH－４．５
図�－２５ USP ２２９ H－６６ ４ ７ UH－４．５
図�－２５ USP ２３０ H－６７ ６ ９ UH－４．５
図�－２５ USP ２３１ H－６７ ５ ８ UH－４．５
図�－２５ USP ２３２ H－６７ ７ ７ UH－４．５
図�－２５ USP ２３３ H－６７ ９ ２１ UH－４．５
図�－２５ USP ２３４ H－６４ ９ １６ UH－４．５
図�－２５ USP ２３５ G－６７ １２ ２８ UH－４．５
図�－２５ USP ２３６ G－６７ １２ ２９ UH－４．５
図�－２５ USP ２３７ H－６７ ６ ８ UH－４．５
図�－２５ USP ２３８ H－６７ ８ ２５ UH－４．５
図�－２５ USP ２３９ G－６７ １０ ２０ UH－４．５
図�－２５ USP ２４０ G－６７ １８ １９ UH－４．５
図�－２５ USP ２４１ H－６７ ７ ６ UH－４．５
図�－２５ USP ２４２ H－６８ ８ ２２ UH－４．５
図�－２５ USP ２４３ H－６８ １０ ２２ UH－４．５
図�－２５ USP ２４４ G－６８ １１ １０ UH－４．５
図�－２５ USP ２４５ G－６８ ４ １９ UH－４．５
図�－２５ USP ２４６ H－６８ １５ ２４ UH－４．５

５．資料一覧
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図版番号 グリッド 径（
） 深さ（
） 備考
図�－２５ USP ２４７ H－６８ ７ ２４ UH－４．５
図�－２５ USP ２４８ G－６８ １１ １６ UH－４．５
図�－２５ USP ２４９ G－６８ １２ ２１ UH－４．５
図�－２５ USP ２５０ G－６８ ９ ２１ UH－４．５
図�－２５ USP ２５１ H－６８ ６ １０ UH－４．５
図�－２５ USP ２５２ H－６８ ７ ２２ UH－４．５
図�－２５ USP ２５３ H－６８ ８ ２８ UH－４．５
図�－２５ USP ２５４ H－６８ ８ ８ UH－４．５
図�－２５ USP ２５５ H－６８ ９ １１ UH－４．５
図�－２５ USP ２５６ H－６８ ９ ９ UH－４．５
図�－２５ USP ２５７ H－６８ １３ １３ UH－４．５
図�－２５ USP ２５８ H－６８ １４ １３ UH－４．５
図�－２５ USP ２５９ H－６９ １１ １２ UH－４．５
図�－２５ USP ２６０ G－６９ ８ １０ UH－４．５
図�－２５ USP ２６１ K－６２ １１ １４
図�－２５ USP ２６２ K－６２ ７ ２３
図�－２５ USP ２６３ L－６３ ８ １８
図�－２５ USP ２６４ L－６３ ９ １９
図�－２５ USP ２６５ L－６３ ９ １０
図�－２５ USP ２６６ L－６３ ７ １１
図�－２５ USP ２６７ L－６３ ９ １１
図�－２６ USP ２６８ L－６３ ８ １８
図�－２６ USP ２６９ L－６３ ５ １５
図�－２６ USP ２７０ K－６３ ６ １２
図�－２６ USP ２７１ K－６３ ８ １１
図�－２６ USP ２７２ L－６３ ９ １８
図�－２６ USP ２７３ L－６３ ８ ８
図�－２６ USP ２７４ L－６３ ９ １２
図�－２６ USP ２７５ L－６４ ７ １５
図�－２６ USP ２７６ L－６４ ８ １０
図�－２６ USP ２７７ L－６４ ７ １２
図�－２６ USP ２７８ M－６４ １０ １２
図�－２６ USP ２７９ K－６４ ８ １４
図�－２６ USP ２８０ K－６４ １０ １８
図�－２６ USP ２８１ K－６４ １０ １４
図�－２６ USP ２８２ K－６４ １０ １２
図�－２６ USP ２８３ K－６４ ９ ９
図�－２６ USP ２８４ N－６５ ９ ８
図�－２６ USP ２８５ N－６５ １２ ８
図�－２６ USP ２８６ N－６５ １５ ２６
図�－２６ USP ２８７ K－７０ ７ １８
図�－２６ USP ２８８ N－６５ １９ ５５
図�－２６ USP ２８９ M－６５ ９ １９ UH－１２
図�－２６ USP ２９０ M－６５ １１ １８ UH－１２
図�－２６ USP ２９１ M－６５ ９ １１ UH－１２
図�－２６ USP ２９２ L－６５ １２ １７ UH－１２
図�－２６ USP ２９３ L－６５ ９ １７ UH－１２
図�－２６ USP ２９４ L－６６ １１ １４ UH－１２
図�－２６ USP ２９５ M－６６ ９ ２３ UH－１２
図�－２６ USP ２９６ M－６６ １１ ２２ UH－１２
図�－１ USP ２９７ M－６７ － －
図�－２６ USP ２９８ N－６７ １１ ３２
図�－２６ USP ２９９ N－６７ ７ ２１
図�－２６ USP ３００ N－６７ ７ ９
図�－２６ USP ３０１ I－６６ ５ ８ UH－４．５
図�－２６ USP ３０２ I－６６ ７ １４ UH－４．５
図�－２６ USP ３０３ I－６６ ９ １６ UH－４．５
図�－２６ USP ３０４ I－６６ ８ １３ UH－４．５
図�－２６ USP ３０５ I－６８ ７ １４ UH－４．５
図�－２６ USP ３０６ I－６８ ６ ２７ UH－４．５
図�－２６ USP ３０７ I－６８ ８ １０ UH－４．５
図�－２６ USP ３０８ I－６８ ８ １９ UH－４．５
図�－２６ USP ３０９ I－６９ １２ １８ UH－４．５
図�－２６ USP ３１０ I－６９ ６ １１ UH－４．５
図�－２６ USP ３１１ I－６９ ９ ２１ UH－４．５
図�－２６ USP ３１２ I－６９ ９ ２０ UH－４．５

� 祝梅川上田遺跡
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図版番号 グリッド 径（
） 深さ（
） 備考
図�－２６ USP ３１３ I－６９ ７ １７ UH－４．５
図�－２６ USP ３１４ I－６９ ６ １８ UH－４．５
図�－２６ USP ３１５ I－６９ ９ １７ UH－４．５
図�－２６ USP ３１６ J－６８ １０ １３
図�－２６ USP ３１７ K－６８ １０ ２３
図�－２６ USP ３１８ K－６８ ８ ２５
図�－２６ USP ３１９ J－６９ １１ ２１
図�－２６ USP ３２０ K－６９ ８ ２０
図�－２６ USP ３２１ K－６９ １０ １０
図�－２６ USP ３２２ K－６９ １４ ８
図�－２６ USP ３２３ K－６９ ７ １５
図�－２６ USP ３２４ K－７０ １１ ３０
図�－２６ USP ３２５ M－６６ ７ １１
図�－２６ USP ３２６ M－６６ ８ １０ UH－１２
図�－２６ USP ３２７ M－６５ ８ ２０ UH－１２
図�－２６ USP ３２８ L－６５ ７ １３
図�－２６ USP ３２９ I－６７ １０ ２１ UH－４．５
図�－１ USP ３３０ P－７５ － －
図�－１ USP ３３１ P－７５ － －
図�－１ USP ３３２ O－７５ － －
図�－１ USP ３３３ O－７５ － －
図�－１ USP ３３４ O－７５ － －
図�－１ USP ３３５ O－７６ － －
図�－１ USP ３３６ R－７６ － －
図�－１ USP ３３７ R－７６ － －
図�－１ USP ３３８ Q－７５ － －
図�－１ USP ３３９ Q－７５ － －
図�－２７ USP ３４０ R－８０ ９ １９
図�－１ USP ３４１ Q－７９ － －
図�－１ USP ３４２ Q－７９ － －
図�－２７ USP ３４３ R－７９ ９ ３０
図�－１ USP ３４４ R－７８ － －
図�－１ USP ３４５ R－７７ － －
図�－２７ USP ３４６ R－７７ １０ ４１
図�－２７ USP ３４７ R－７７ ２２ ４２
図�－２７ USP ３４８ R－７６ １９ ２６
図�－２７ USP ３４９ Q－７７ １５ ２９
図�－２７ USP ３６０ K－６８ １１ ２７
図�－２７ USP ３６１ K－６９ ７ ５
図�－２７ USP ３６２ J－６８ １０ １８
図�－２７ USP ３６３ P－６６ １１ ２２
図�－２７ USP ３６４ P－６６ ９ １７
図�－２７ USP ３６５ P－６６ １１ ３４
図�－２７ USP ３６６ P－６６ ５ １５
図�－２７ USP ３６７ P－６６ １３ ８
図�－２７ USP ３６８ P－６６ １１ ３６
図�－２７ USP ３６９ P－６６ １２ ３８
図�－２７ USP ３７０ P－６６ ８ １６
図�－２７ USP ３７１ O－６６ ８ ２５
図�－２７ USP ３７２ P－６７ １０ ７１
図�－２７ USP ３７３ N－６８ １１ ２０
図�－２７ USP ３７４ N－６８ １０ １９
図�－２７ USP ３７５ N－６８ １６ ２０
図�－２７ USP ３７６ M－６９ １１ ２０
図�－２７ USP ３７７ O－６８ １２ ２６
図�－２７ USP ３７８ P－６８ ８ １４
図�－２７ USP ３７９ O－６８ １４ ３６
図�－２７ USP ３８０ P－６８ １１ １４
図�－２７ USP ３８１ O－６８ １２ ２５
図�－２７ USP ３８２ O－６９ ９ １８
図�－２７ USP ３８３ O－６９ ８ ２４
図�－２７ USP ３８４ P－６９ ８ １８
図�－２７ USP ３８５ P－６９ ８ ２５
図�－２７ USP ３８６ P－６９ ８ ３４
図�－２７ USP ３８７ T－７６ １９ ６１
図�－２７ USP ３８８ T－７６ １８ ４９

５．資料一覧
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図版番号 グリッド 径（
） 深さ（
） 備考
図�－２７ USP ３８９ T－７６ １５ ２８
図�－２７ USP ３９０ S－７６ １５ ６０
図�－２７ USP ３９１ S－７５ １１ ４９
図�－２７ USP ３９２ S－７５ １４ １４
図�－２７ USP ３９３ S－７５ ２１ ３５
図�－２７ USP ３９４ S－７５ １１ ４２
図�－２７ USP ３９５ S－７５ １５ ４６
図�－２７ USP ３９６ S－７５ １３ ４０
図�－２７ USP ３９７ R－７５ １３ ４１
図�－２７ USP ３９８ S－７５ ９ ４３
図�－２７ USP ３９９ S－７５ １１ ４１
図�－２７ USP ４００ R－７５ １４ ４１
図�－２７ USP ４０１ R－７５ １２ ３９
図�－２８ USP ４０２ R－７５ １４ ２５
図�－２８ USP ４０３ Q－７６ １１ ３５
図�－２８ USP ４０４ Q－７６ ８ ３６
図�－２８ USP ４０５ Q－７６ １５ ５５
図�－２８ USP ４０６ P－７６ ８ ４８
図�－２８ USP ４０７ L－７４ ３７ ７３
図�－２８ USP ４０８ Q－７５ １５ ５６
図�－２８ USP ４０９ R－７５ １１ ５０
図�－１ USP ４１０ M－７８ － －
図�－１ USP ４１１ M－７８ － －
図�－１ USP ４１２ M－７８ － －
図�－２８ USP ４１３ M－７７ １０ １５
図�－１ USP ４１４ M－７７ － －
図�－２８ USP ４１５ M－７７ １０ １３
図�－２８ USP ４１６ M－７７ １３ １２
図�－２８ USP ４１７ M－７８ － －
図�－２８ USP ４２０ M－７７ １６ ２８
図�－２８ USP ４２１ M－７６ １５ ４６
図�－２８ USP ４２２ M－７６ １０ １９
図�－２８ USP ４２３ L－７６ １３ ２７
図�－２８ USP ４２４ L－７６ １０ ２０
図�－２８ USP ４２５ L－７６ ８ ２０
図�－２８ USP ４２６ M－７６ １０ ２６
図�－２８ USP ４２７ M－７６ １５ ２８
図�－２８ USP ４２８ M－７６ １４ ３４
図�－２８ USP ４２９ N－７６ ６ ２２
図�－２８ USP ４３１ L－７６ ７ ２４
図�－２８ USP ４３２ U－７４ １２ ２０
図�－２８ USP ４３３ U－７４ ９ １８
図�－２８ USP ４３４ T－７３ ７ ２６
図�－２８ USP ４３５ S－７４ １２ ２２
図�－２８ USP ４３６ R－７４ １１ ３３
図�－２８ USP ４３７ R－７４ ９ ２６
図�－２８ USP ４３８ R－７４ １３ ３６
図�－２８ USP ４３９ R－７４ ９ ２９
図�－２８ USP ４４０ R－７４ ９ ２５
図�－２８ USP ４４１ R－７４ ７ １５
図�－２８ USP ４４２ O－７４ ９ ２２
図�－１ USP ４４３ N－７６ － －
図�－２８ USP ４４４ M－７６ １０ ２０
図�－２８ USP ４４５ M－７６ １０ ２８
図�－２８ USP ４５１ I－６７ １４ ２１ UH－４．５
図�－２８ USP ４５２ I－６８ ８ ２１ UH－４．５
図�－２８ USP ４５３ M－７２ １０ ３１
図�－１ USP ４５４ M－７３ － －
図�－１ USP ４５５ M－７３ － －
図�－１ USP ４５６ M－７３ － －
図�－１ USP ４５７ N－７１ － －
図�－１ USP ４５８ O－７２ － －
図�－１ USP ４５９ O－７２ － －
図�－１ USP ４６０ P－７２ － －
図�－１ USP ４６１ P－７１ － －
図�－１ USP ４６２ P－７１ － －
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図版番号 グリッド 径（
） 深さ（
） 備考
図�－１ USP ４６３ O－７１ － －
図�－１ USP ４６４ N－７２ － －
図�－１ USP ４６５ M－７３ － －
図�－１ USP ４６６ M－７３ － －
図�－１ USP ４６７ M－７４ － －
図�－１ USP ４６８ M－７４ － －
図�－２８ USP ４６９ H－６８ ５ １０ UH－４．５
図�－２８ USP ４７０ H－６９ ４ ７ UH－４．５
図�－２８ USP ４７１ H－６９ ６ １４ UH－４．５
図�－２８ USP ４７２ H－６９ ４ １０ UH－４．５
図�－２８ USP ４７３ H－６９ ６ １１ UH－４．５
図�－２８ USP ４７４ H－６９ １７ １３ UH－４．５
図�－２８ USP ４７５ G－６５ ７ １２ UH－４．５
図�－２８ USP ４７６ G－６５ ６ １６ UH－４．５
図�－２８ USP ４７７ N－６１ ８ ９
図�－１ USP ４７８ N－６２ ６ １３
図�－２９ USP ４７９ N－６２ ６ ７
図�－２９ USP ４８０ M－６２ ９ ２１
図�－２９ USP ４８１ M－６２ ７ １１
図�－２９ USP ４８２ M－６２ １１ ８
図�－２９ USP ４８３ N－６２ ６ １８
図�－２９ USP ４８４ N－６３ ７ １４
図�－２９ USP ４８５ N－６３ ９ ２２
図�－２９ USP ４８６ N－６３ ７ １４
図�－２９ USP ４８７ M－６３ ９ ９
図�－２９ USP ４８８ M－６２ ５ １０
図�－２９ USP ４８９ M－６３ １１ １１
図�－２９ USP ４９０ M－６３ ７ １３
図�－２９ USP ４９１ N－６３ １０ １６
図�－２９ USP ４９２ O－６３ １０ １７
図�－２９ USP ４９３ O－６３ ７ １３
図�－２９ USP ４９４ Q－７３ １４ ３６
図�－２９ USP ４９５ T－７３ １２ ２８
図�－２９ USP ４９６ U－７３ １２ ２６
図�－２９ USP ４９７ Q－７２ １２ ４０
図�－２９ USP ４９８ Q－７２ １５ ５８
図�－２９ USP ４９９ T－７１ １０ ４２
図�－２９ USP ５００ T－７０ １２ ２４
図�－２９ USP ５０１ T－７０ １４ ２３
図�－２９ USP ５０２ T－７０ １０ ２４
図�－２９ USP ５０３ S－７０ １２ ２３
図�－２９ USP ５０４ S－７０ １２ ３６
図�－２９ USP ５０５ S－７０ １２ ３２
図�－１ USP ５０６ I－７５ － －
図�－２９ USP ５０７ I－７４ １０ ２３
図�－２９ USP ５０８ I－７４ １０ ２６
図�－２９ USP ５０９ I－７４ １３ ２６
図�－２９ USP ５１０ I－７４ １０ ２０
図�－２９ USP ５１１ T－７１ １１ ３３
図�－２９ USP ５１２ S－７６ １５ ４０
図�－１ USP ５１３ I－７４ － －
図�－２９ USP ５１４ U－７６ ２０ ５２
図�－２９ USP ５１５ M－６３ １７ １６
図�－２９ USP ５１６ L－６４ １１ １８
図�－２９ USP ５１７ L－６４ ２１ １２
図�－２９ USP ５１８ L－５４ １５ ２０
図�－２９ USP ５１９ O－５６ １９ １２
図�－２９ USP ５２０ P－５８ ２１ １４
図�－１ USP ５２１ R－６３ － －
図�－１ USP ５２２ N－７０ － －
図�－２９ USP ５２４ T－７６ ７ ７
図�－１ USP ５２５ G－５７ － －
図�－２９ USP ５２６ － －
図�－２９ USP ５２７ J－７５ １１ ４９
図�－２９ USP ５２８ J－７５ １２ ４５
図�－２９ USP ５２９ J－７６ １０ ４６
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図版番号 グリッド 径（
） 深さ（
） 備考
図�－２９ USP ５３０ J－７６ １０ ４４
図�－２９ USP ５３１ J－７６ １５ ４４
図�－２９ USP ５３２ J－７５ １０ ２９
図�－２９ USP ５３３ J－７５ ８ １９
図�－２９ USP ５３４ K－７６ １２ ３８
図�－２９ USP ５３５ K－７５ １０ １８
図�－２９ USP ５３６ K－７５ １１ １９
図�－２９ USP ５３７ K－７５ １６ ２８
図�－２９ USP ５３８ J－７６ １１ ２５
図�－２９ USP ５３９ K－７６ ９ １４
図�－２９ USP ５４０ K－７６ ４ １３
図�－２９ USP ５４１ J－７６ １１ ２４
図�－２９ USP ５４２ J－７６ １０ ２０
図�－２９ USP ５４３ J－７６ ９ ３６
図�－２９ USP ５４４ J－７７ １０ ３７
図�－２９ USP ５４５ J－７７ １０ ２８
図�－２９ USP ５４６ J－７７ １２ ２４
図�－２９ USP ５４７ J－７７ １２ １８
図�－２９ USP ５４８ P－７５ １１ ２６
図�－２９ USP ５４９ Q－７５ １０ ２６
図�－２９ USP ５５０ Q－７４ ９ ２５
図�－２９ USP ５５１ Q－７５ １５ ２９
図�－１ USP ５５２ R－８０ １０ ３０

表	－４ �層の土壙一覧
図版番号 グリッド 長径（m） 短径（m） 深さ（m） 長軸方向
図�－３０ UP １ O－７９ ０．９２ ０．６７ ０．４４ N－６９°－W
図�－３０ UP ２ P－６１ ０．７０ ０．５８ ０．３０ N－７９°－W
図�－３０ UP ３ P－５８ ０．６８ ０．６８ ０．３８ N－４４°－E

表	－５ �層の集石一覧
図版番号 グリッド 長径（m） 短径（m） 長軸方向
図�－３０ US １ S－７０．T－７０ ４．７４ ２．７０ N－７２°－E
図�－３１ US ２ L－５９．M－５９ １．９４ ０．７４ N－２０°－W
図�－３１ US ３ O－５６．P－５６ ０．７０ ０．３１ N－７８°－W
図�－３１ US ４ I－５７ ０．１３ ０．１２ N－５２°－E

表	－６ �層の灰集中一覧
図版番号 グリッド 長径（m） 短径（m） 厚さ（m） 長軸方向
図�－３１ UA １ H－５９ １．４６ ０．５５ ０．０４ N－６１°－W
図�－３１ UA ２ K－５９ ０．４９ ０．３６ ０．０７ N－６２．５°－E
図�－３１ UA ３ N－５８ ０．６２ ０．４６ ０．１０ N－６６°－W
図�－３１ UA ４ N－７７ ０．２０ ０．１４ ０．０６ N－６８．５°－E

表	－７ �層の焼土一覧
図版番号 グリッド 長径（
） 短径（
） 短径（
） 長軸方向
図�－３５ UF １ P－７０ １０６ ５８ ６ N－２９．５°－E
図�－３５ UF ２ O－５７ ６８ ３１ － N－８１°－W
図�－３５ UF ３ H－６２ ２４ ２０ ４ N－４６．５°－E
図�－３５ UF ４ P－７１ １４５ ７７ ７ N－３９．５°－W
図�－３５ UF ５ P－７１ ４７ １８ ８ N－４１°－W
図�－３６ UF ６ H－５７．I－５７ ６０ ３４ ５ N－３２．５°－E
図�－３６ UF ７ N－７７ ３２ ２９ ６ N－４７°－W
図�－３５ UF １１ H－６７ ７５ ３６ － N－６７°－E
図�－３６ UF １２ I－６９ ４６ ３６ ８ N－５０．５°－E
図�－３６ UF １３ N－６３ ４４ ３８ ８ N－５９°－W
図�－３６ UF １４ M－７２ ３０ １８ － N－９０°－E
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表	－９ �・�層の焼土一覧
図版番号 グリッド 層位 深さ（
） 長径（
） 短径（
） 長軸方向 備考
図�－３８ LF １ N－６３ � ５
 ３６ ３４ N－３９°－W
図�－３８ LF ２ N－６３ � ５
 ９４ ８０ N－７１．５°－W フレイク（焼土上面）
図�－３８ LF ３ M－５３ � ６
 １６ １５ N－５４°－W
図�－３８ LF ４ M－５３ � ３
 ２０ １８ N－８１°－W
図�－３８ LF ６ M－５２ � ６
 ８２ ４８ N－８６°－E
図�－３８ LF ７ M－５２ � ６
 ８０ ４６ N－７８°－W
図�－３８ LF ８ O－５６ � ９
 ５４ ３０ N－４１．５°－E
図�－３８ LF ９ O－５６ � ６
 ４２ ３６ N－１５．５°－W
図�－３８ LF １０ M－５８ � ８
 ３０ ２５ N－７４°－W
図�－３８ LF １１ M－６１ � ３
 ９４ ４０ N－３２°－E
図�－３８ LF １２ N－５３ � ３
 ５６ ５０ N－８２．５°－W
図�－３８ LF １３ Q－５８ � ２
 ２０ １６ N－２°－E
図�－３８ LF １４ R－６１ � ６
 １４ １２ N－４６．５°－W
図�－３８ LF １５ S－６２ � ３
 １２ １０ N－７８°－E
図�－３８ LF １６ S－６２ � ３
 ２２ １４ N－９°－W
図�－３８ LF １７ S－６２ � １
 １８ １２ N－７２°－W
図�－３８ LF １８ R－６２ � － ５６ ３２ N－３４°－E
図�－３８ LF １９ S－６３ � ２
 ３０ ２６ N－８８．５°－E
図�－３８ LF ２０ S－６３ � ３
 ３８ ２０ N－７７°－E
図�－３８ LF ２１ R－６７ � ２
 ３２ ２８ N－７６°－E
図�－３８ LF ２２ R－６８ � ４
 ２８ １４ N－７０．５°－E
図�－３８ LF ２３ M－６９ � ５
 ５０ １８ N－７．５°－W
図�－３８ LF ２４ N－７０ � ７
 ６４ ２８ N－８９°－E
図�－３８ LF ２５ M－７０ � １
 ２６ １５ N－３５．５°－W
図�－３９ LF ２６ S－６２ � ３
 ５２ ２８ N－２６°－W
図�－３９ LF ２７ P－５４ � ７
 ７０ ２８ N－４０．５°－W
図�－３９ LF ２８ I－５１ � ２
 ２０ １６ N－８９°－W
図�－３９ LF ２９ J－５１ � ５
 １００ ４２ N－４７°－E メノウ出土
図�－３９ LF ３０ J－５１ � ２
 １０ ９ N－７４°－W
図�－３９ LF ３１ J－５１ � ２
 １０ ９ N－４７°－E
図�－３９ LF ３２ G－５３ � ５
 ５２ ３０ N－３４°－E
図�－３９ LF ３３ H－５８ � ６
 ５０ ２２ N－２６°－W チップ（obs）出土
図�－３９ LF ３４ I－５９ � １１
 ６４ ２８ N－８７°－E
図�－３９ LF ３５ H－６０ � １２
 ６６ ５０ N－５０．５°－W
図�－３９ LF ３６ Q－７２ � ２
 ２６ ２４ N－２７°－W
図�－３９ LF ３７ T－７７ � － ３５ ２６ N－７４°－W
図�－３９ LF ３８ S－７８ � ６
 ３２ ２４ N－６１．５°－W
図�－３９ LF ３９ L－５３ � ８
 ６８ ３８ N－２６°－E
図�－３９ LF ４０ Q－７０ � ８
 ８４ ６０ N－５８°－E
図�－３９ LF ４１ Q－７０ � ５
 ３４ ２２ N－８°－E
図�－３９ LF ４２ R－７５ � ３
 ２０ １６ N－５９．５°－E
図�－３９ LF ４３ M－６８ � ５
 ３０ ２０ N－３５°－W
図�－３９ LF ４４ O－７４ � ４
 ２６ １８ N－２２°－W
図�－３９ LF ４５ O－７４ � ６
 １８ １７ N－６３°－E
図�－３９ LF ４６ K－５３ � ５
 ９０ ４０ N－１．５°－W
図�－３９ LF ４７ H－６２ � ７
 ５０ ２４ N－８５°－W
図�－３９ LF ４８ K－６４ � １１
 ６２ ２６ N－２．５°－E
図�－３９ LF ４９ L－６４ � ９
 ６５ ３６ N－４７°－E
図�－３９ LF ５０ L－６４ � ５
 ５８ ３６ N－２０．５°－E
図�－３９ LF ５１ S－７０ � ７
 １４０ １２０ N－７４°－W
図�－３９ LF ５２ N－７２ � ２
 ７０ ３０ N－１７°－E
図�－３９ LF ５３ N－７２ � ３
 ５０ ２５ N－３０°－W
図�－３９ LF ５４ M－６６ � ７
 ９６ ６０ N－４９°－W
図�－３９ LF ５５ K－６６ � ８
 ２６ ２０ N－８４°－W
図�－３９ LF ５６ K－６７ � １１
 ４２ ３８ N－５５°－W
図�－３９ LF ５７ I－７２ � ６
 ５８ ２８ N－２．５°－E
図�－３９ LF ５８ Q－５４ � ５
 ４３ ４０ N－６３°－W
図�－３９ LF ５９ I－６１ � ９
 ４１ ２１ N－５０°－E

表	－８ �・�層の土壙一覧
図版番号 グリッド 長径（m） 短径（m） 深さ（m） 長軸方向
図�－３８ LP １ H７６ ０．５２ ０．３０ ０．１２ N－４０°－W
図�－３８ LP ２ R６７ １．１８ ０．６０ ０．４０ N－４９°－E

５．資料一覧
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表	－１０ 写真掲載遺物一覧

挿図番号 掲載番号 遺構名 層位 器種 石材 長さ（
） 幅（
） 厚さ（
） 重量（g） 備考
図�－８ １ UH－３ � 棒状礫類 砂岩 ３．３１ １．７８ １．１７ ９．７３
図�－８ ２ UH－３ � 棒状礫類 砂岩 ４．２８ １．６７ １．４９ １５．２６
図�－８ ３ UH－３ � 棒状礫類 砂岩 ４．４０ １．８１ ９．９６ １３．８１
図�－８ ４ UH－３ � 棒状礫類 砂岩 ３．８５ ２．２９ １．３５ １６．４２
図�－８ ５ UH－３ � 棒状礫類 泥岩 ３．５７ １．９１ １．２４ １２．７０
図�－８ ６ UH－３ � 棒状礫類 泥岩 ３．５５ ２．５９ １．５２ １９．１３
図�－８ ７ UH－３ � 棒状礫類 砂岩 ３．３８ １．９２ ０．７４ ７．５８
図�－８ ８ UH－３ � 棒状礫類 泥岩 ３．１２ １．８６ １．７８ １５．９３
図�－８ ９ UH－３ � 棒状礫類 砂岩 ４．０５ ２．１６ １．３１ １７．８８
図�－８ １０ UH－３ � 棒状礫類 泥岩 ３．７６ ２．４３ １．５２ ２１．８８
図�－８ １１ UH－３ � 棒状礫類 砂岩 ３．８４ １．５２ １．２７ ８．１７
図�－８ １２ UH－３ � 棒状礫類 砂岩 ４．４２ １．６８ １．６０ １９．２７
図�－８ １３ UH－３ � 棒状礫類 アプライト ４．０５ ２．３２ １．９４ ２４．４０
図�－８ １４ UH－３ � 棒状礫類 泥岩 ４．３２ ３．２５ ２．１９ ４０．３６
図�－８ １５ UH－３ � 棒状礫類 砂岩 ３．９４ １．８０ １．００ １１．１９
図�－８ １６ UH－３ � 棒状礫類 砂岩 ６．６６ ２．９０ ２．２２ ５３．８１
図�－８ １７ UH－３ � 棒状礫類 砂岩 ３．６７ １．８６ １．５０ １３．７７
図�－８ １８ UH－３ � 棒状礫類 砂岩 ３．６４ ２．０３ １．２８ １４．８４
図�－８ １９ UH－３ � 棒状礫類 砂岩 ４．７３ ２．３５ １．２３ １９．８８
図�－８ ２０ UH－３ � 棒状礫類 泥岩 ３．２９ ２．１５ １．２５ １２．６４
図�－８ ２１ UH－３ � 棒状礫類 砂岩 ４．１５ ２．０１ １．４６ １５．８７
図�－８ ２２ UH－３ � 棒状礫類 砂岩 ３．３２ ２．１０ １．２８ １３．８１
図�－８ ２３ UH－３ � 棒状礫類 砂岩 ６．０６ ２．７３ ２．６９ ７０．３７
図�－８ ２４ UH－３ � 棒状礫類 砂岩 ４．８５ ２．８４ １．８０ ３３．８３
図�－８ ２５ UH－３ � 棒状礫類 砂岩 ５．１６ ３．００ １．５１ ３４．３９
図�－８ ２６ UH－３ � 棒状礫類 砂岩 ５．３３ ２．８５ ２．５０ ５２．２２
図�－８ ２７ UH－３ � 棒状礫類 砂岩 ５．５２ ２．７８ ２．７１ ６４．０４
図�－８ ２８ UH－３ � 棒状礫類 砂岩 ４．４０ ２．７３ ２．０５ ３６．９６
図�－８ ２９ UH－３ � 棒状礫類 砂岩 ５．９３ ２．７４ ２．６８ ７４．８６
図�－８ ３０ UH－３ � 棒状礫類 砂岩 ５．４９ ３．５６ １．７２ ４６．４７
図�－８ ３１ UH－３ � 棒状礫類 砂岩 ５．３９ ２．９８ １．５１ ３５．５３
図�－８ ３２ UH－３ � 棒状礫類 石英斑岩 ６．２０ ４．１１ １．３４ ４９．７１
図�－８ ３３ UH－３ � 棒状礫類 チャート ５．５７ ２．６７ ２．５６ ６０．２１
図�－８ ３４ UH－３ � 棒状礫類 安山岩 ５．４１ ４．７５ ２．８５ ８３．４９
図�－８ ３５ UH－３ � 棒状礫類 安山岩 ６．２０ ４．９１ ２．１７ ８８．０８
図�－８ ３６ UH－３ � 棒状礫類 凝灰岩 ５．１４ ３．４６ ２．４０ ４１．５９
図�－８ ３７ UH－３ � 棒状礫類 安山岩 ６．１７ ３．２３ １．７７ ５８．９７
図�－８ ３８ UH－３ � 棒状礫類 凝灰岩 ５．３２ ３．１６ ２．２３ ３２．３２
図�－８ ３９ UH－３ � 棒状礫類 片麻岩 ５．６２ ４．００ ２．０７ ７１．７７
図�－８ ４０ UH－３ � 棒状礫類 凝灰岩 ５．５０ ３．１４ ２．４６ ６９．１４
図�－８ ４１ UH－３ � 棒状礫類 砂岩 ６．３８ ４．５１ ２．２５ ６６．０８
図�－８ ４２ UH－３ � 棒状礫類 砂岩 ５．５１ ３．４８ ２．１６ ５１．０９
図�－８ ４３ UH－３ � 棒状礫類 砂岩 ５．２３ ３．７１ １．９７ ４４．５２
図�－８ ４４ UH－３ � 棒状礫類 砂岩 ５．５２ ３．５３ ２．７６ ６２．７７
図�－８ ４５ UH－３ � 棒状礫類 凝灰岩 ５．４０ ３．８１ ２．６２ ５０．０１
図�－８ ４６ UH－３ � 棒状礫類 凝灰岩 ６．４５ ２．８６ １．６３ ２９．９６
図�－８ ４７ UH－３ � 棒状礫類 安山岩 ５．５３ ３．０４ １．６５ ２９．１４
図�－８ ４８ UH－３ � 棒状礫類 砂岩 ５．４４ １．７３ １．７６ ２０．４２
図�－１１ １ UH－４ � 棒状礫類 珪岩 ６．２３ ３．９４ ２．４８ ８６．６８
図�－１１ ２ UH－４ � 棒状礫類 砂岩 ５．６５ ３．２５ ２．０７ ４９．５６
図�－１１ ３ UH－５ � 棒状礫類 ７．０８ ２．７４ １．９５ ５４．０５ S１－３
図�－１１ ４ UH－５ � 棒状礫類 泥岩 ８．６２ ４．３２ ２．６５ １４４．２ S１－３
図�－１１ ５ UH－５ � 棒状礫類 泥岩 ８．０２ ４．１ ２．６４ １４８．１４ S１－３
図�－１１ ６ UH－５ � 棒状礫類 泥岩 ５．４５ ３．６７ ２．７３ ６４．７７ S１－３
図�－１１ ７ UH－５ � 棒状礫類 泥岩 ５．９３ ３．５７ １．７６ ５１．７６ S１－３
図�－１１ ８ UH－５ � 棒状礫類 砂岩 ７．２９ ２．６９ １．６ ４１．１６ S１－３
図�－１１ ９ UH－５ � 棒状礫類 泥岩 ４．３２ ２．９６ １．１ ２０．３２
図�－１１ １０ UH－５ � 棒状礫類 砂岩 ６．７１ ３．４０ １．９８ ５２．８０ S３－２
図�－１１ １１ UH－５ � 棒状礫類 凝灰岩 ７．６８ ２．４７ ２．１８ ３０．２７ S３－２

図版番号 グリッド 層位 深さ（
） 長径（
） 短径（
） 長軸方向 備考
図�－３９ LF ６０ M－５６ � ９
 ７０ ２４ N－６４°－E
図�－３９ LF ６１ N－５８ � ７
 ３６ １６ N－１５．５°－W
図�－３９ LF ６２ N－５９ � ７
 ７０ ５０ N－４．５°－E

� 祝梅川上田遺跡

－１３４－



挿図番号 掲載番号 遺構名 層位 器種 石材 長さ（
） 幅（
） 厚さ（
） 重量（g） 備考
図�－１１ １２ UH－５ � 棒状礫類 泥岩 ５．６２ ２．２２ １．９０ ２５．０５ S３－２
図�－１１ １３ UH－５ � 棒状礫類 泥岩 ６．０８ ３．６０ ２．０３ ６２．９６ S３－１
図�－１１ １４ UH－５ � 棒状礫類 泥岩 ６．９６ ３．０１ ２．６３ ７９．６６ S３－１
図�－１１ １５ UH－５ � 棒状礫類 砂岩 ６．７２ ３．９３ １．９５ ７６．８７ S３－１
図�－１１ １６ UH－５ � 棒状礫類 砂岩 ６．５６ ３．５７ １．９６ ６８．４７ S３－１
図�－１１ １７ UH－５ � 棒状礫類 砂岩 ６．７６ ４．１１ １．７ ８３．３３ S３－１
図�－１１ １８ UH－５ � 棒状礫類 砂岩 ８．３２ ３．９３ １．４８ ６８．８９ S３－１
図�－１１ １９ UH－５ � 棒状礫類 砂岩 ６．８２ ２．８０ １．７５ ３５．２１ S３－１
図�－１１ ２０ UH－５ � 棒状礫類 砂岩 ６．１３ ３．４１ １．８０ ５７．５８ S３－１
図�－１１ ２１ UH－５ � 棒状礫類 砂岩 ５．９９ ２．６３ ２．００ ４６．２９ S３－１
図�－１１ ２２ UH－５ � 棒状礫類 砂岩 ７．３４ ３．３６ １．７ ６３．７７ S３－１
図�－１１ ２３ UH－５ � 棒状礫類 凝灰岩 ６．４０ ３．２０ ２．７５ ２９．２５ S３－１
図�－１１ ２４ UH－５ � 棒状礫類 砂岩 ７．２２ ２．７４ ２．８６ ５７．２４ S３－１
図�－１１ ２５ UH－５ � 棒状礫類 砂岩 ６．１４ ３．６５ １．４１ ４６．１０ S３－１
図�－１１ ２６ UH－５ � 棒状礫類 砂岩 ６．１８ ２．５９ ２．１０ ４１．４７ S３－１
図�－１１ ２７ UH－５ � 棒状礫類 砂岩 ４．２０ ４．２８ １．９９ ５５．１８ S３－１
図�－１１ ２８ UH－５ � 棒状礫類 砂岩 ９．１７ ３．２ ２．１６ １０３．５５ S３－１
図�－３２ １ US－１ � 棒状礫類 泥岩 ５．２１ ３．３５ ２．９３ ６８．６２
図�－３２ ２ US－１ � 棒状礫類 アプライト ５．７９ ３．６３ ２．３８ ６４．４５
図�－３２ ３ US－１ � 棒状礫類 緑色泥岩 ６．１８ ４．２７ ２．９７ １０３．１７
図�－３２ ４ US－１ � 棒状礫類 泥岩 ５．５７ ３．０２ １．９１ ４５．０１
図�－３２ ５ US－１ � 棒状礫類 片麻岩 ４．７８ ２．８０ ２．２０ ４４．３８
図�－３２ ６ US－１ � 棒状礫類 泥岩 ６．２４ ３．２１ ２．５４ ７２．８０
図�－３３ １ US－２ � 棒状礫類 砂岩 ７．２０ ３．５９ ２．４１ ９６．５０
図�－３３ ２ US－２ � 棒状礫類 砂岩 ６．３７ ３．９７ ２．８８ １０７．５０
図�－３３ ３ US－２ � 棒状礫類 砂岩 ６．６５ ２．８５ ２．４９ ７８．５３
図�－３３ ４ US－２ � 棒状礫類 砂岩 ６．１３ ２．８７ ２．２４ ５９．０３
図�－３３ ５ US－２ � 棒状礫類 砂岩 ６．６８ ４．１８ ２．０４ ８８．１６
図�－３３ ６ US－２ � 棒状礫類 砂岩 ５．３７ ３．０１ ２．７８ ６２．４０
図�－３３ ７ US－２ � 棒状礫類 砂岩 ５．５５ ２．９１ ２．９６ ６３．５３
図�－３３ ８ US－２ � 棒状礫類 砂岩 ５．８２ ３．２５ ２．８４ ７６．７４
図�－３３ ９ US－２ � 棒状礫類 砂岩 ５．１６ ３．１３ ２．３９ ５５．７４
図�－３３ １０ US－２ � 棒状礫類 砂岩 ５．７２ ３．２３ ２．３８ ５２．６６
図�－３３ １１ US－２ � 棒状礫類 砂岩 ５．２０ ３．０３ １．７２ ４１．６５
図�－３３ １２ US－２ � 棒状礫類 砂岩 ５．１９ ２．７７ １．５３ ３９．５１
図�－３３ １３ US－２ � 棒状礫類 砂岩 ５．６６ ３．２１ ２．７２ ７３．２５
図�－３３ １４ US－２ � 棒状礫類 砂岩 ６．７７ ３．４９ ２．３４ ７９．１９
図�－３３ １５ US－２ � 棒状礫類 砂岩 ６．５０ ３．５７ ４．８３ ５４．５９
図�－３３ １６ US－２ � 棒状礫類 砂岩 ５．７４ ２．７２ ２．５５ ６４．５４
図�－３３ １７ US－２ � 棒状礫類 砂岩 ５．２９ ４．０５ ２．４１ ７０．８８
図�－３３ １８ US－２ � 棒状礫類 砂岩 ６．５６ ３．７３ ２．００ ７５．０７
図�－３３ １９ US－２ � 棒状礫類 砂岩 ６．２０ ３．０５ ２．３８ ５１．５６
図�－３３ ２０ US－２ � 棒状礫類 砂岩 ５．６８ ２．９５ ２．０４ ５３．２７
図�－３３ ２１ US－２ � 棒状礫類 砂岩 ５．２６ ３．３１ ２．５３ ６５．１７
図�－３３ ２２ US－２ � 棒状礫類 砂岩 ５．１７ ２．８８ ２．５５ ５７．３２
図�－３３ ２３ US－２ � 棒状礫類 珪岩 ６．１９ ４．００ ２．３２ ８１．６８
図�－３３ ２４ US－２ � 棒状礫類 砂岩 ６．０５ ３．３４ １．７１ ５５．２７
図�－３３ ２５ US－２ � 棒状礫類 砂岩 ５．７３ ３．９５ １．９９ ６２．６８
図�－３３ ２６ US－２ � 棒状礫類 砂岩 ５．５９ ４．２５ ２．３１ ９４．９７
図�－３３ ２７ US－２ � 棒状礫類 砂岩 ６．１６ ２．５０ １．９８ ３４．２７
図�－３３ ２８ US－２ � 棒状礫類 砂岩 ５．１４ ２．４１ １．６０ ２７．９６
図�－３３ ２９ US－２ � 棒状礫類 砂岩 ６．５２ ３．７４ ２．１３ ８３．７６
図�－３３ ３０ US－２ � 棒状礫類 砂岩 ５．９７ ４．１５ ２．７５ ９７．５０
図�－３３ ３１ US－２ � 棒状礫類 砂岩 ４．７７ ３．３０ ２．１３ ４０．８１
図�－３３ ３２ US－２ � 棒状礫類 砂岩 ５．２７ ３．４０ １．８７ ５０．０４
図�－３３ ３３ US－２ � 棒状礫類 砂岩 ５．７８ ３．５０ １．６７ ５３．５３
図�－３３ ３４ US－２ � 棒状礫類 砂岩 ４．９３ ３．１８ ３．１５ ６８．６８
図�－３３ ３５ US－２ � 棒状礫類 砂岩 ５．８１ ２．６７ １．７４ ４４．２６
図�－３３ ３６ US－２ � 棒状礫類 砂岩 ４．９２ ２．７３ １．８７ ３６．１１
図�－３３ ３７ US－２ � 棒状礫類 砂岩 ５．８３ ２．８８ １．１３ ４８．０７
図�－３３ ３８ US－２ � 棒状礫類 砂岩 ４．２０ ２．３０ １．３７ ２０．２７
図�－３３ ３９ US－２ � 棒状礫類 砂岩 ４．５７ ２．４２ １．２４ ２１．４３
図�－３３ ４０ US－２ � 棒状礫類 砂岩 ４．２３ ２．０６ １．４５ １９．４６
図�－３３ ４１ US－２ � 棒状礫類 砂岩 ４．３０ ２．７５ １．４４ ２８．２０
図�－３３ ４２ US－２ � 棒状礫類 石英斑岩 ４．６３ ２．０６ １．３５ １９．６４
図�－３３ ４３ US－２ � 棒状礫類 砂岩 ５．２３ ３．１１ １．４５ ３９．０６

５．資料一覧
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挿図番号 掲載番号 遺構名 層位 器種 石材 長さ（
） 幅（
） 厚さ（
） 重量（g） 備考
図�－３３ ４４ US－２ � 棒状礫類 砂岩 ５．５１ ２．８１ ２．１３ ４４．３８
図�－３３ ４５ US－２ � 棒状礫類 砂岩 ４．９５ ２．４１ １．４４ ２６．７０
図�－３３ ４６ US－２ � 棒状礫類 砂岩 ４．１７ ２．８６ １．２２ ２１．９２
図�－３３ ４７ US－２ � 棒状礫類 砂岩 ６．３８ ３．５２ ３．０６ １０４．９４
図�－３３ ４８ US－２ � 棒状礫類 砂岩 ６．０５ ３．０６ ２．９５ ７８．１３
図�－３３ ４９ US－２ � 棒状礫類 凝灰岩 ７．０８ ３．６３ １．５１ ３９．８４
図�－３３ ５０ US－２ � 棒状礫類 凝灰岩 ６．６７ ３．９５ ２．４７ ６８．５５
図�－３３ ５１ US－２ � 棒状礫類 アプライト ５．２９ ３．４８ １．２３ ３７．５１
図�－３３ ５２ US－２ � 棒状礫類 砂岩 ５．９６ ２．６４ ２．１３ ４２．４７
図�－３３ ５３ US－２ � 棒状礫類 砂岩 ５．６３ ２．９９ ２．５１ ５６．０２
図�－３３ ５４ US－２ � 棒状礫類 チャート ４．８８ ２．５５ ２．２５ ３４．４０
図�－３３ ５５ US－２ � 棒状礫類 砂岩 ５．１７ ２．４４ ２．０５ ３３．５３
図�－３３ ５６ US－２ � 棒状礫類 凝灰岩 ５．４９ ３．９０ ０．８８ １８．９７
図�－３３ ５７ US－２ � 棒状礫類 凝灰岩 ５．６８ ３．６３ １．９７ ５３．８７
図�－３４ １ US－４ � 棒状礫類 砂岩 ３．５０ １．４３ １．０３ ７．４４
図�－３４ ２ US－４ � 棒状礫類 砂岩 ３．６２ ２．４６ １．３０ １６．０９
図�－３４ ３ US－４ � 棒状礫類 砂岩 ３．６５ ２．０３ ０．９４ ９．０５
図�－３４ ４ US－４ � 棒状礫類 泥岩 ３．９６ １．５５ １．２３ １１．５３
図�－３４ ５ US－４ � 棒状礫類 砂岩 ４．４８ ２．５６ １．８７ ２９．３４
図�－３４ ６ US－４ � 棒状礫類 砂岩 ３．８７ ２．３７ １．４０ ２２．１１
図�－３４ ７ US－４ � 棒状礫類 砂岩 ３．２８ １．９９ ０．８６ ７．５４
図�－３４ ８ US－４ � 棒状礫類 砂岩 ３．１４ ２．２９ １．４３ １６．５４
図�－３４ ９ US－４ � 棒状礫類 砂岩 ３．９０ ２．２４ １．５０ １６．７５
図�－３４ １０ US－４ � 棒状礫類 砂岩 ３．８９ ２．７０ １．９５ ３１．２６
図�－３４ １１ US－４ � 棒状礫類 泥岩 ３．３９ ２．１４ ０．８４ ９．１４
図�－３４ １２ US－４ � 棒状礫類 砂岩 ３．３３ ２．４０ １．７２ １８．８２
図�－３４ １３ US－４ � 棒状礫類 砂岩 ４．０９ ２．６６ １．７１ ２３．４５
図�－３４ １４ US－４ � 棒状礫類 砂岩 ３．５３ ２．２４ １．４４ １５．５８
図�－３４ １５ US－４ � 棒状礫類 砂岩 ４．６６ ３．５１ １．６３ ４１．４５
図�－３４ １６ US－４ � 棒状礫類 砂岩 ４．３３ ３．０１ １．５５ ３１．４７
図�－３４ １７ US－４ � 棒状礫類 チャート ３．１２ ２．３３ １．１５ １２．２９
図�－３４ １８ US－４ � 棒状礫類 砂岩 ２．７６ ２．０３ １．３０ １１．００
図�－３４ １９ US－４ � 棒状礫類 泥岩 ３．５９ ２．２１ １．４１ １７．７３
図�－３４ ２０ US－４ � 棒状礫類 砂岩 ４．０２ ２．２５ １．４５ １６．３７
図�－３４ ２１ US－４ � 棒状礫類 泥岩 ３．１９ １．９０ １．４１ ９．９７
図�－３４ ２２ US－４ � 棒状礫類 砂岩 ４．５２ ２．４５ １．４７ ２１．４０
図�－３４ ２３ US－４ � 棒状礫類 砂岩 ４．１７ ２．６２ １．６０ ２３．８７
図�－３４ ２４ US－４ � 棒状礫類 砂岩 ３．９７ ２．５５ １．５８ ２３．４１
図�－３４ ２５ US－４ � 棒状礫類 砂岩 ３．１２ １．７７ １．８２ １３．２９
図�－３４ ２６ US－４ � 棒状礫類 砂岩 ５．００ ３．２２ １．３０ ３３．３６
図�－３４ ２７ US－４ � 棒状礫類 石英斑岩 ４．５６ ２．３２ １．１４ １８．９０
図�－３４ ２８ US－４ � 棒状礫類 砂岩 ５．３２ ３．００ １．１５ ２６．３２
図�－３４ ２９ US－４ � 棒状礫類 砂岩 ５．１０ ２．４３ １．０５ ２２．６９
図�－３４ ３０ US－４ � 棒状礫類 砂岩 ３．８４ ２．２０ １．０５ １３．５３
図�－３４ ３１ US－４ � 棒状礫類 砂岩 ４．５１ ２．４０ １．２２ ２１．４１
図�－３４ ３２ US－４ � 棒状礫類 砂岩 ４．６９ ２．４３ １．１０ ２０．５７
図�－３４ ３３ US－４ � 棒状礫類 砂岩 ５．８９ ２．６６ １．３７ ３９．８５
図�－３４ ３４ US－４ � 棒状礫類 砂岩 ７．３８ ２．４９ １．５１ ３３．９５
図�－３４ ３５ US－４ � 棒状礫類 砂岩 ３．９８ ２．３５ １．２８ １６．５４
図�－３４ ３６ US－４ � 棒状礫類 砂岩 ３．９８ ２．２２ １．８７ １９．３３
図�－３４ ３７ US－４ � 棒状礫類 砂岩 ３．４８ １．２８ １．６８ １４．９４
図�－３４ ３８ US－４ � 棒状礫類 砂岩 ４．３１ ２．５７ １．０８ ２０．２５
図�－３４ ３９ US－４ � 棒状礫類 砂岩 ４．３７ １．４０ １．０６ １５．４４
図�－３４ ４０ US－４ � 棒状礫類 泥岩 ４．０８ １．５４ １．００ ６．５３
図�－３４ ４１ US－４ � 棒状礫類 砂岩 ３．１８ １．７２ １．４７ １２．１６
図�－３４ ４２ US－４ � 棒状礫類 砂岩 ３．２２ １．９８ １．９３ ８．６９
図�－３４ ４３ US－４ � 棒状礫類 不明 ３．１２ １．６５ ０．９９ ７．４６ 泥岩？
図�－３４ ４４ US－４ � 棒状礫類 砂岩 ３．５２ ２．２１ ０．８７ １０．０４
図�－３４ ４５ US－４ � 棒状礫類 砂岩 ４．６４ ２．６０ １．２０ ２５．７０
図�－３４ ４６ US－４ � 棒状礫類 砂岩 ２．５６ ２．５６ １．００ １７．４２
図�－３４ ４７ US－４ � 棒状礫類 砂岩 ３．２２ １．９２ １．４０ １６．００
図�－３４ ４８ US－４ � 棒状礫類 砂岩 ３．１２ １．９７ １．４３ １１．０７
図�－３４ ４９ US－４ � 棒状礫類 砂岩 ３．１７ １．６０ １．１５ ７．５６
図�－３４ ５０ US－４ � 棒状礫類 砂岩 ３．１９ ２．２２ １．６４ １５．６７
図�－３４ ５１ US－４ � 棒状礫類 砂岩 ５．５５ ２．７２ １．１５ ２７．９３
図�－３４ ５２ US－４ � 棒状礫類 砂岩 ５．７７ ４．０６ １．３４ ４８．９８
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挿図番号 掲載番号 遺構名 層位 器種 石材 長さ（
） 幅（
） 厚さ（
） 重量（g） 備考
図�－３４ ５３ US－４ � 棒状礫類 砂岩 ５．７２ ３．４４ １．３７ ３９．１１
図�－３４ ５４ US－４ � 棒状礫類 片麻岩 ５．３０ ２．２６ ０．９２ １９．７４
図�－３４ ５５ US－４ � 棒状礫類 片麻岩 ３．８７ ２．８２ １．１０ １８．９３
図�－３４ ５６ US－４ � 棒状礫類 砂岩 ４．５５ ２．５３ １．２８ １９．５６
図�－３４ ５７ US－４ � 棒状礫類 泥岩 ４．３０ １．８２ １．１０ ８．９４
図�－３４ ５８ US－４ � 棒状礫類 チャート ３．５９ ２．００ １．３４ １３．５８
図�－３４ ５９ US－４ � 棒状礫類 砂岩 ３．１２ １．８２ ０．８９ ７．２８
図�－３４ ６０ US－４ � 棒状礫類 珪岩 ３．５０ ２．１３ １．３０ １５．３０
図�－３４ ６１ US－４ � 棒状礫類 砂岩 ４．１２ ２．４２ １．２８ １９．５４
図�－３４ ６２ US－４ � 棒状礫類 砂岩 ４．６０ ２．６７ １．２７ ２２．４４
図�－３４ ６３ US－４ � 棒状礫類 片麻岩 ３．００ ２．５０ １．２２ １４．３５
図�－３４ ６４ US－４ � 棒状礫類 片麻岩 ４．２７ ２．６５ １．０７ ２０．２７
図�－３４ ６５ US－４ � 棒状礫類 片麻岩 ４．０６ ２．６６ ０．９９ １９．０８
図�－３４ ６６ US－４ � 棒状礫類 片麻岩 ４．４６ ３．１０ ０．８９ ２１．４７
図�－３４ ６７ US－４ � 棒状礫類 片麻岩 ５．１４ ２．４９ １．１５ ２４．７５
図�－３４ ６８ US－４ � 棒状礫類 片麻岩 ５．０５ ２．５２ １．３６ ２８．１３
図�－３４ ６９ US－４ � 棒状礫類 片麻岩 ５．１４ ３．３０ １．０６ ３２．０６
図�－３４ ７０ US－４ � 棒状礫類 片麻岩 ７．１４ ４．０１ １．３０ ６５．７８
図�－３６ １ UF－４ � 棒状礫類 泥岩 ４．２７ ２．０４ １．７０ ２４．５０
図�－３６ ２ UF－４ � 棒状礫類 安山岩 ５．３２ ２．２ ２．１９ ４４．０６
図�－３６ ３ UF－４ � 棒状礫類 片岩 ４．８８ ２．０８ １．８３ ２７．６５
図�－３６ ４ UF－４ � 棒状礫類 砂岩 ４．６２ ３．５９ １．６９ ４８．１４
図�－３６ ５ UF－４ � 棒状礫類 泥岩 ４．９７ ３．８２ ２．８０ ７２．１０
図�－３６ ６ UF－４ � 棒状礫類 泥岩 ６．０１ ４．０４ ２．９１ ９９．５４
図�－３６ ７ UF－４ � 棒状礫類 チャート ６．３７ ４．１１ ２．５８ ９２．０８
図�－３６ ８ UF－４ � 棒状礫類 砂岩 ４．６９ ２．４３ １．９９ ３７．９３
図�－３６ ９ UF－６ � 棒状礫類 泥岩 ５．１７ ２．８０ １．０１ ２６．０７
図�－３６ １０ UF－６ � 棒状礫類 砂岩 ５．２２ ３．２８ １．６１ ４３．６０
図�－３６ １１ UF－６ � 棒状礫類 砂岩 ５．００ ３．２２ １．３８ ３２．４５
図�－３６ １２ UF－６ � 棒状礫類 砂岩 ３．９４ ２．６１ １．２７ ２０．１１

表	－１１ 金属製品掲載一覧

図版番号 No 遺構名 遺物名 層位 口径 器高 底径 重さ 出土グリッド・遺物 No 備考

図�－４１ １
UH－２
UH－４

鉄鍋 �層 ３１．５０
 １３．８０
 ２２．００


UH－２（J－５９－９．１１、J
－５８－１０、H－５８－１）、
UH－４－４．５、G－５８－
１．２、G－５８－１．２、H－５８
－３．４、I－６０－８

内耳丸型湯口

図版番号 No 遺構名 遺物名 層位 長さ 幅 厚さ 重さ 出土グリッド・遺物 No 備考
図�－４２ ２ UH－５ 永樂通寶 �層 ２．４８
 ２．４８
 ０．１０
 １．６g UH－５－１
図�－４２ ３ UH－５ 角釘 �層 ４．４０
 ０．７８
 １．３５
 ３．４g UH－５－２
図�－４２ ４ UH－４ 板状鉄製品 �層 ２．６２
 ０．９０
 ０．４０
 ０．９g UH－４－３
図�－４２ ５ UH－４ 加工鉄製品 �層 ３．６５
 １．３６
 ０．７０
 ７．０g UH－４－６
図�－４２ ６ UA－１ 角釘 �層 ２．７２
 ０．７５
 ０．６５
 ０．９g UA－１－１３
図�－４２ ７ US－１ 刀子 �層 １．６０
 ０．８５
 ０．３０
 ０．４g US－１
図�－４２ ８ UH－２ 角釘 �層 ５．００
 ０．８５
 ０．７３
 ３．６g UH－２、HF－１
図�－４２ ９ UH－１１ 刀子／茎 �層 ３．２２
 ２．２０
 ０．６０
 ８．３g UH－１１、HF－１
図�－４２ １０ USP－１０８ マレック 覆土 ９．９５
 ３．００
 ０．９３
 ３２．７g USP－１０８－１（G－６４）
図�－４２ １１ USP－２３４ 不明 覆土 １．８０
 １．２０
 ０．４０
 ０．３g USP－２３４－１（H－６４）
図�－４２ １２ 包含層 刀子 �層 ２．８５
 １．１０
 ０．３０
 １．８g UH－２－７
図�－４２ １３ 包含層 マレック片 �層 ３．６０
 １．００
 ０．６５
 ３．７g UH－２－６
図�－４２ １４ 包含層 刀子 �層上面 １３．８５
 １．８０
 ０．６０
 １３．２g L－７６－１
図�－４３ １５ 包含層 刀子 �層 ３６．００
 ３．８０
 １．１０
 １７３．９g K－７０－１
図�－４３ １６ 包含層 刀子 �層上面 ３４．５
 ３．３０
 ０．９５
 ９４．２g N－５９－５
図�－４４ １７ 包含層 鉈 �層上面 ２５．４０
 ３．９０
 １．２０
 １２４．８g T－７７－１ 山刀を鉈として使用
図�－４４ １８ 包含層 鉈 �層上面 １９．５０
 ５．７０
 １．３０
 ２７２．８g P－７９－１

５．資料一覧

－１３７－



表	－１２ 掲載土器一覧

図版番号 挿図番号 層位 分類 接合 点数 未接合 点数 総計
図�－４５ １ � �b LP２－１．LP２－２ ７８ LP２－１．LP２－２ ２６６ ３４４

図�－４５ ２ � �

J７７－１．K７７－４．K７７－１２．K７８－１．K
７８－３．L７６－３．L７６－６．L７６－８．L７６－
９．L７６－１２．L７６－１８．L７７－３．L７７－８．
L７７－９．L７７－１１．L７７－１５．L７７－１６．L
７７－２１．L７７－２４．７７－２８．L７７－２９．L７７
－３１．L７８－１．L７８－２．L７８－３．L７８－
６．L７８－７．L７８－８．L７８－９．L７８－１２．
M７７－６．M７８－１．M７８－２．M７８－１０．M
７８－１５．UH１－２．UH１－５

６４

J７７－４．K７６－２．K７６－６K７６－９．K７７
－２．K７７－４．L７６－１５．L７７－１２．L７７－
２１．L７７－２８．L７７－３１．L７７－３３．L７８－
１L７７－９．L７８－３．L７８－４．L７８－５．L
７８－６．L７８－７．L７８－８．L７８－９．L７８－
１１．L７８－１２．L７８－１３．M７８－４．M７８－
５．M７７－１．M７８－７．M７８－６．N５９－５．
N６０－１．N７８－１．O７１－１．Q７０－２未
注記

７６ １４０

図�－４６ ３ � �b－２ I６６－２．J６６－１ ３ I６６－２ ３２ ３５
図�－４６ ４ �b－２ T７７－４ １ T７７－４ １４ １５
図�－４６ ５ � �b－３ J６３－３ ９ J６３－３．J６３－１．未注記 ２２ ３１
図�－４６ ６ � �b－４ L６３－１３．口縁 ４ L６３－１３．M６３－１０．J６８－１．J６２－８ ２３ ２７
図�－４６ ７ � �b－４ L５２－１ ３ L５２－１ １２ １５
図�－４６ ８ � �b－４ J５１－１ ４ J５１－１．J５２－３ ６３ ６７

図�－４６ ９ � �b－４ K６５－１ ９
K６５－１．M６０－３．K５３－１．K６６－１．J６７
－１．未注記

４０ ４９

図�－４６ １０ � �b－４ P５７－１．P５７－９ ７
P５７－１．O５７－３．P５７－９．P５６－６．未 注
記

１８０ １８７

図�－４６ １１ � �b－４ T７７－５ １０
T７７－５．S７７－６．I６６－３．LF３７－１．LF
３７－２．LF３７－３．LF３７－４．LF３７－５．
LF３７－６．LF３７－７

１６９ １７９

図�－４６ １２ � �b－４ M６３－１３ ９ M６３－１３．M６３－１０．M６５－１．未注記 ９１ １００
図�－４６ １３ � �b－４ L５２－１ １ １
図�－４６ １４ � �b－４ P５７－１．排土 ２ P５７－１．P５７－９．P５７－３．P５８－１ ７ ９
図�－４６ １５ � �b－４ J５７－１ １ １
図�－４６ １６ � �b－４ P５６－１ １ １
図�－４６ １７ � �b－４ I６６－３ ６ I６６－３．I６６－１０．J６６－９ ２９ ３５
図�－４６ １８ � �b－４ M６５－３ ２ ２
図�－４６ １９ � �b－４ N５３－１ ２ ２
図�－４６ ２０ � �b－４ J５２－２ １ １
図�－４６ ２１ � �b－４ N５９－６ １ １
図�－４６ ２２ � �b－４ M５７－２ １ １
図�－４７ ２３ � �a H５９－２ ２ ２
図�－４７ ２４ � �a O６６－１ １ １
図�－４７ ２５ � �b H７４－１ １ １
図�－４７ ２６ � �b ０５５－３．P５５－１．Q５４－１． ４ O５５－３．Q５４－１ ２ ６
図�－４７ ２７ � �b Q５４－３ １ １
図�－４７ ２８ � �b G５４－２ ７ G５４－２．未注記 １６３ １７０
図�－４７ ２９ � �b P６０－２ １ １
図�－４７ ３０ � �b G５５－２．H５４－１ ２ ２

図�－４７ ３１ � �b
G５４－２．G５９－１．H５６－１．H５７－３．H
５８－４．H６０－２．H５８－８．H５９－３．I５８－
６．I５９－１．I５９－３．I６１－２．J６０－１．

６１ G５４－２．H５７－３．H５８－４．H６０－２ １６ ７７

図�－４７ ３２ � �b G５４－２ ９ G５４－２ ４８ ５７
図�－４７ ３３ � �b H５６－１．I５６－１．G５４－２ ３ I５７－２．I５７－４．J５６－２．K５６－２ ４ ７
図�－４８ ３４ � �a J５２－２ ５ J５２－２．未注記 ２８７ ２９２
図�－４８ ３５ � �a L５３－６ １ １
図�－４８ ３６ � �b K７４－１ １ １
図�－４８ ３７ � �b P５８－２ ４ P５８－２ ３５ ３９
図�－４８ ３８ � �b N６９－１ ９ N６９－１．M７０－１．未注記 ４４ ５３
図�－４８ ３９ � �b N５６－３ ２ ２
図�－４８ ４０ � �b Q５２－１ ８ Q５２－１未注記 ２７ ３５
図�－４８ ４１ � �b N６８－２ １ １
図�－４８ ４２ � �c H５８－５ １ １
図�－４８ ４３ 排土 �b 排土２ １ １
図�－４８ ４４ 撹乱 �c L５６－２ １ １
図�－４８ ４５ � �c Q６２－２．Q６３－２．R６３－２ ３６ Q６３－２．R６３－２ ２０ ５６

図�－４８ ４６ � �c P５６－２．排土－５．J５７－２ ７
P５６－２．I５８－７．J５７－２．L５７－１．M５７－
３．M５６－２．L５６－３．L５８－１．P５６－７

４５ ５２

図�－４８ ４７ � �c H５８－９．H５８－３ １６ H５８－９．未注記 ４９ ６５
図�－４９ ４８ � �c I５８－１ １１ I５８－１．I５８－２．J５８－１ １８７ １９８
図�－４９ ４９ � �c J５６－３ ３ J５６－３．未注記 １２６ １２９

� 祝梅川上田遺跡
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図版番号 挿図番号 層位 分類 接合 点数 未接合 点数 総計
図�－４９ ５０ �上面 �c U７３－１ １ １
図�－４９ ５１ � �c Q５２－４ １ １
図�－４９ ５２ � � G５２－１ ３ G５２－１．未注記 ４０ ４３
図�－４９ ５３ � � M６０－２ ２ ２
図�－４９ ５４ � UH３－１ ３ ３
図�－４９ ５５ � � L７６－１２．L７７－１．L７７－４ ４ L７７－４ ２ ６
図�－４９ ５６ � � G５７－１ １ １
図�－４９ ５７ � UF５－１ ２ UF５－１．UF５－２．未注記 １３２ １３４
図�－４９ ５８ � � N７７－５ １ １
図�－４９ ５９ � � G５８－１ １ １
図�－４９ ６０ �上面 � N７１－１ １ １
図�－４９ ６１ � � O５７－１ ５ ５

表	－１３ �層遺構出土石器掲載一覧

挿図番号
掲載
番号

写真図版 遺構名 層位
遺物
番号

分類 石材
長さ
（
）

幅
（
）

厚さ
（
）

重量
（g）

備考

図�－５０ １ 図版�－３１ UH－１ HA－１ � ５ たたき石 片麻岩 （４．８０） （４．８０） ２．１０ （８１．００）
図�－５０ ２ 図版�－３１ UH－３ � ２ 礫器 砂岩 １８．７５ ５．８０ ２．５５ ４１５．００
図�－５０ ３ 図版�－３１ UH－３ � ４ 礫器 安山岩？ １４．０５ ５．５０ ３．６５ ４５１．００
図�－５０ ４ 図版�－３１ UH－３ � ３ すり石 泥岩 ７．２０ ６．４０ ４．５０ ３１８．００
図�－５０ ５ 図版�－３１ UH－５ � １ 礫器 軽石凝灰岩 ５．１５ ２．９０ ２．４０ １１．２８
図�－５０ ６ 図版�－３１ UH－５ � S１－１ 礫器 砂岩 ９．４５ ６．８０ ２．５５ ２７２．００
図�－５０ ７ 図版�－３１ UH‐７ HSP‐７ 覆土２ １ 礫 泥岩 ６．１０ ２．６０ １．９０ ３５．４０
図�－５０ ８ 図版�－３１ USP‐４０７ 覆土１ １ 礫 凝灰岩 （４．５０） ４．４０ １．６０ （２８．６１）
図�－５０ ９ 図版�－３１ USP‐４５６ 覆土１ １ 礫 珪岩 ５．９０ ２．５５ １．６０ ４１．８３
図�－５０ １０ 図版�－３１ USP‐５２６ 覆土１ １ 礫 砂岩 ５．７５ ４．４６ ２．００ ７９．０５
図�－５０ １１ 図版�－３１ USP‐５２６ 覆土１ ２ 礫 片麻岩 ５．９０ ４．９０ ２．５０ １２２．４３
図�－５０ １２ 図版�－３１ USP‐５２６ 覆土１ ３ 礫 凝灰岩？ ５．８０ ４．１０ ２．９０ ９４．８５
図�－５０ １３ 図版�－３１ USP‐５２６ 覆土１ ４ 礫 珪岩 ５．００ ４．６５ ３．３０ １１４．６７
図�－５０ １４ 図版�－３１ USP‐５２６ 覆土１ ５ 礫 泥岩 （５．４０） ３．５０ ２．９０ （５７．８６）
図�－５０ １５ 図版�－３１ USP‐５２６ 覆土１ ６ 礫 安山岩 （６．１０） ３．５０ ３．１０ （７４．３１）

表	－１４ �層遺構出土石器掲載一覧

挿図番号
掲載
番号

写真図版 遺構名 層位
遺物
番号

分類 石材
長さ
（
）

幅
（
）

厚さ
（
）

重量
（g）

備考

図�－５０ １６ 図版�－３１ LP－１ 覆土１ １ 石皿 安山岩 ６９．５０ ３７．２０ ９．００ ３１０００．００
図�－５０ １７ 図版�－３１ LP－２ � ３ スクレイパー 黒曜石 ４．７０ １．８５ ０．８５ ６．９５

表	－１５ �層包含層出土石器掲載一覧

挿図番号
掲載
番号

写真図版 発掘区 層位
遺物
番号

分類 石材
長
（
）

幅
（
）

厚
（
）

重量
（g）

備考

図�－５１ １８ 図版�－３２ I‐６０ � １ 石鏃 黒曜石 ３．４０ １．４０ ０．３５ １．１０
図�－５１ １９ 図版�－３２ N‐６０ � ２ 石鏃 黒曜石 （１．３５） １．３０ ０．３０ （０．４０）
図�－５１ ２０ 図版�－３２ M‐６１ � ３ スクレイパー 黒曜石 ２．５０ ３．３０ ０．９０ ７．２２
図�－５１ ２１ 図版�－３２ I‐５２ � １ スクレイパー 珪岩 ７．１０ ３．４５ １．５１ ５０．９０
図�－５１ ２２ 図版�－３２ J‐７１ � １・２ 磨製石斧 緑色砂岩 １９．１０ ６．６０ ４．４０ ９０８．００
図�－５１ ２３ 図版�－３２ J‐５９ � １２ 砥石 片麻岩 １２．１０ １５．００ ２．５０ ８３４．００

５．資料一覧
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表	－１６ �・�層包含層出土石器掲載一覧

挿図番号
掲載
番号

写真図版 発掘区 層位
遺物
番号

分類 石材
長
（
）

幅
（
）

厚
（
）

重量
（g）

備考

図�－５２ ２４ 図版�－３２ L‐７６ � ２４ 石鏃 頁岩 （２．３０） １．５５ ０．４０ ０．８５
図�－５２ ２５ 図版�－３２ L‐７６ � ２３ 石鏃 黒曜石 １．７０ １．６５ ０．３０ ０．４１
図�－５２ ２６ 図版�－３２ M‐６４ � ６ 石鏃 黒曜石 ３．１０ １．７０ ０．４５ １．８０
図�－５２ ２７ 図版�－３２ I‐５５ � １ 石鏃 黒曜石 （２．５０） １．６０ ０．３５ ０．８４
図�－５２ ２８ 図版�－３２ G‐５４ � ３ 石鏃 黒曜石 ２．１０ １．２５ ０．２５ ０．５４
図�－５２ ２９ 図版�－３２ O‐６０ � ３ 石鏃 黒曜石 １．６５ １．００ ０．２０ ０．２２
図�－５２ ３０ 図版�－３２ K‐６２ � ３ 石鏃 黒曜石 ２．２０ １．２０ ０．３５ ０．７２
図�－５２ ３１ 図版�－３２ O‐６８ � ３ 石鏃 黒曜石 ２．５０ １．６０ ０．４０ １．０４
図�－５２ ３２ 図版�－３２ M‐７０ � ４ 石鏃 黒曜石 ２．８０ １．６５ ０．４０ ０．７３
図�－５２ ３３ 図版�－３２ M‐６９ � １ 石鏃 黒曜石 ３．５０ １．４０ ０．４５ １．３３
図�－５２ ３４ 図版�－３２ M‐６３ � ４ 石鏃 黒曜石 ３．３０ １．５０ ０．５５ １．４９
図�－５２ ３５ 図版�－３２ O‐５９ � ５ 石鏃 黒曜石 ３．７５ １．１０ ０．５０ １．５６
図�－５２ ３６ 図版�－３２ I‐６３ � ８ 石槍 黒曜石 （５．４０） １．６０ ０．５０ （２．４７）
図�－５２ ３７ 図版�－３２ O‐７１ � ３ 石槍 黒曜石 ５．３０ ２．４０ ０．９０ ８．２１
図�－５２ ３８ 図版�－３２ N‐６２ � １８ スクレイパー 黒曜石 ３．１０ ２．７０ １．４０ １０．０２
図�－５２ ３９ 図版�－３２ O‐５４ � １ スクレイパー 黒曜石 ３．５５ ３．４０ １．１５ １４．５８
図�－５２ ４０ 図版�－３２ M‐６５ � ４ スクレイパー 黒曜石 ３．９０ ２．３５ １．００ ９．２８
図�－５２ ４１ 図版�－３２ K‐５４ � ３ スクレイパー メノウ ４．１５ ３．２５ １．４０ １２．６９
図�－５２ ４２ 図版�－３２ N‐５８ � ８ スクレイパー 頁岩 ５．５５ ３．６５ ０．６５ １１．６４
図�－５２ ４３ 図版�－３２ G‐５５ � ５ スクレイパー 頁岩 （４．４５） ４．９０ １．１０ （２４．２９）
図�－５２ ４４ 図版�－３２ H‐６７ � １ スクレイパー メノウ質頁岩 ３．７０ ５．７０ ０．８０ ２３．７５
図�－５２ ４５ 図版�－３２ M‐６２ � ３ スクレイパー メノウ ９．５０ ５．２０ ２．２０ １０２．００
図�－５３ ４６ 図版�－３２ M‐５２ � ２ つまみ付ナイフ 黒曜石 ４．００ ３．０５ ０．８０ ６．６９
図�－５３ ４７ 図版�－３２ P‐５８ � ５ つまみ付ナイフ 頁岩 ４．００ ２．９０ ０．７５ ８．１８
図�－５３ ４８ 図版�－３２ P‐５７ � １０ つまみ付ナイフ 頁岩 ５．６０ ２．４０ ０．６０ ８．８３
図�－５３ ４９ 図版�－３２ N‐６２ � １５ つまみ付ナイフ 頁岩 ５．３０ ２．４０ １．００ １０．０５
図�－５３ ５０ 図版�－３２ I‐６４ � ３ つまみ付ナイフ 黒曜石 ６．９０ ２．６０ ０．９０ １３．０７
図�－５３ ５１ 図版�－３２ I‐５３ � １ 箆形石器 黒曜石 １．９５ １．５０ ０．６０ １．６４
図�－５３ ５２ 図版�－３２ M‐５１ � ２ 箆形石器 頁岩 ３．１５ ２．３５ ０．６０ ４．４１
図�－５３ ５３ 図版�－３２ N‐６１ � ９ 抉入石器 黒曜石 ２．５０ ２．１０ ０．６０ ３．１２
図�－５３ ５４ 図版�－３２ N‐６２ � １２ ピエスエスキーユ 黒曜石 ３．２５ ３．６０ １．００ １１．８３

図�－５３ ５５ 図版�－３３ I‐６３ J‐６２ �
６
７
磨製石斧 緑色泥岩 １６．７０ ５．２０ ３．００ ３９２．００

図�－５３ ５６ 図版�－３３ L‐６２ � ２ 磨製石斧 ロヂン岩 ７．１０ ３．９０ １．１０ ５１．５８
図�－５３ ５７ 図版�－３３ K‐５５ � ２ 磨製石斧 ロヂン岩 １０．２０ ５．００ １．６５ １２７．４０ 擦切
図�－５４ ５８ 図版�－３３ M‐６４ � ９ たたき石 橄欖石 ４．１０ ３．９０ ２．９０ ７０．５０
図�－５４ ５９ 図版�－３３ N‐６０ � ９ たたき石 デイサイト ６．４５ ５．００ ６．６０ １５６．４０
図�－５４ ６０ 図版�－３３ I‐６０ � ９ たたき石 片麻岩 １０．００ ５．４０ ２．６０ ２０９．６０

図�－５４ ６１ 図版�－３３ G‐５４ J‐５４ �
８
２
たたき石 砂岩 （１１．３５） ４．６０ ３．１０（２８０．９０）

図�－５４ ６２ 図版�－３３ M‐６６ � ２ たたき石 緑色泥岩 １１．００ ９．２０ ６．８０ ８９８．００
図�－５４ ６３ 図版�－３３ M‐５１ � １ 断面三角形すり石 砂岩 ５．８０ ８．７０ ３．１０ １５９．００
図�－５４ ６４ 図版�－３３ I‐６２ � ２４ 砥石 砂岩 （１２．２５） （１４．４０） ２．５５（６１６．００）
図�－５４ ６５ 図版�－３３ H‐７４ � ２ 玉 蛇紋岩 ３．３０ ２．３５ １．１５ ７．５５
図�－５４ ６６ 図版�－３３ M‐６４ � １ 玉 橄欖岩 ２．３５ １．３５ ０．８５ ５．４１

� 祝梅川上田遺跡
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計
測

１
０
．０
３０

１
１２
．９
３

１
１
．０
３

１
２２
．６
８

１４
４３
．６
９０

１
０
．０
３０

１９
８０
．３
９０

２４
８２
．４
７０

グ
リ
ッ
ド

４
１
．８
００

１
０
．２
８０

５
２
．０
８０

�
計
測

８
５２
．８
１

２
８
．０
４

２
４６
．９
９

４
１６
．６
１

２
２
．８
９

４６
７８
．１
００

２
０
．３
００

６６
２０
５
．７
４０

６６
２０
５
．７
４０

グ
リ
ッ
ド

�
計
測

６
０
．３
００

３０
９７
．９
８

１１
６９
．６
８

２
６
．０
６

１６
１
．３
３０

３
１７
．１
８

１３
１９
．０
２

１７
５５
．６
７

２
６９
．３
１
２２
６
６２
７
．６
３３

１９
３０
．６
６０

３４
５
９９
４
．８
２３

１
９６
．７
７

１
２８
．１
２

２
１２
４
．８
９
５２
１
１１
６３
．８
５３

グ
リ
ッ
ド

３
０
．２
００

４
２
．９
２

１
０
．８
８

３７
５
．２
９０

１１
６

３２
．９
１０

１３
１
．９
４０

１７
４

４４
．１
４０

（
�
）

計
測

５
５
．２
１０

５
５
．２
１０

５
５
．２
１０

�

計
測

２
０
．０
８０

１
３４
．８
６

１９
４７
．２
２

６
１４
．９
３

４
１２
．７
０

２８
５
．３
２０

１
１６
．３
０

３
０
．５
７

５
３
．１
１

１
０
．３
８

２
１５
．９
０
１７
４
１６
５
．７
３０

７
３
．２
４０

２５
３
３２
０
．３
４０

５７
０５

４２
４
．７
４６

グ
リ
ッ
ド

１７
０
．４
３５

２
０
．１
３

１５
６

８
．５
３０

２
０
．４
９

２９
２

３７
．５
５４

９７
９
．４
４０

５６
６

５６
．５
７９

水 洗 篩

４
�

１０
０
．７
１４

８９
７

２４
．１
２０

５
０
．７
４０

９１
２

２５
．５
７４

１
�

３０
０
．５
１０

５９
２
．０
１７

１
０
．０
１

１５
２５

１０
．５
６９
２３
５９

９
．１
４７
３９
７４

２２
．２
５３

�
下

水 洗 篩

４
�

４１
０
．４
３０

４１
０
．４
３０

４１
０
．４
３０

１
�

小
計

５９
１
．５
５５

１
３４
．８
６

６３
２０
１
．０
６

２１
１０
６
．４
６

６
１８
．７
６
３０
６

２３
．２
０１

４
３３
．４
８

３
０
．５
７

２０
６９
．１
２

２６
７４
．１
９

７
１１
０
．７
８
３３
４０
１０
２７
．７
４６
２５
０４

５５
．７
７７
６３
６０
１７
５７
．５
５９

１
９６
．７
７

１
２８
．１
２

２
１２
４
．８
９
６３
６２
１８
８２
．４
４９

外
�

グ
リ
ッ
ド

１
９
．０
１

１
１２
．６
７

２
２１
．６
８０

２
２１
．６
８０

�
グ
リ
ッ
ド

１
６
．２
１

１
６
．２
１０

１
６
．２
１０

小
計

１
９
．０
１

２
１８
．８
８

３
２７
．８
９０

３
２７
．８
９０

合
計

７８
８
．１
９５

２
５
．７
４

１
３４
．８
６

１
９
．０
１

７８
２７
２
．８
７

２４
１７
６
．８
３

６
１８
．７
６
３０
６

２３
．２
０１

８
７６
．９
９

３
０
．５
７

２０
６９
．１
２

２７
７５
．９
４

１
４
．６
９

７
１１
０
．７
８
３３
５０
１０
４３
．１
５６
２５
０８

５６
．１
８７
６４
２０
１９
８６
．８
７９

１
９６
．７
７

２
４０
．２
２

３
１３
６
．９
９
６４
２３
２１
２３
．８
６９

表
�
－
１８

ブ
ロ
ッ
ク
別
石
器
石
材
集
計

※
重
量
の
単
位
は
g

ブ
ロ
ッ
ク

石
材

剥
片
石
器

礫
石
器

合
計

尖
頭
器

両
面
調
整
石
器

細
石
刃

細
石
刃
核

削
片

石
刃

縦
長
剥
片

掻
器

削
器

刃
部
再
生
剥
片

彫
器

彫
器
削
片

加
工
痕
あ
る

剥
片

微
細
剥
離
痕

あ
る
剥
片

磨
製
石
斧
調
整

剥
片

剥
片

砕
片

小
計

加
工
痕
あ
る
礫

礫
片

小
計

点
数

重
量

点
数

重
量

点
数

重
量

点
数

重
量

点
数

重
量

点
数

重
量

点
数

重
量

点
数

重
量

点
数

重
量

点
数

重
量

点
数

重
量

点
数

重
量

点
数

重
量

点
数

重
量

点
数

重
量

点
数

重
量

点
数

重
量

点
数

重
量

点
数

重
量

点
数

重
量

点
数

重
量

１
黒
曜
石
１

７
１
．６
１０

７
１
．６
１０

７
１
．６
１０

黒
曜
石
２

４
２
．１
５０

２
５
．７
４

１
４
．６
９

１
１
．４
００

８
１３
．９
８０

８
１３
．９
８０

頁
岩

８
２
．８
８０

１３
５２
．９
３

３
７０
．３
７

４
４３
．５
１

１
１
．７
５

９
１３
．９
９０

４
０
．４
１０

４２
１８
５
．８
４０

４２
１８
５
．８
４０

砂
岩

１
１２
．１
０

１
１２
．１
０

１
１２
．１
００

小
計

１９
６
．６
４０

２
５
．７
４

１３
５２
．９
３

１
４
．６
９

３
７０
．３
７

４
４３
．５
１

１
１
．７
５

１０
１５
．３
９０

４
０
．４
１０

５７
２０
１
．４
３０

１
１２
．１
０

１
１２
．１
０

５８
２１
３
．５
３０

２
黒
曜
石

７
０
．１
００

２２
０
．９
７９

９７
８

２０
．８
５０

１
０
．３
８０
１０
０８

２２
．３
０９

１０
０８

２２
．３
０９

黒
曜
石
１

１
３４
．８
６

３８
０
．９
８４

２６
３８
．４
６

１０
３５
．４
２

２１
３

１４
．５
７１

８
７
．７
７

１１
１５
．３
８

５８
７
２１
０
．２
９３
２４
００

３５
．５
８７
３２
９４

３９
３
．３
２５

３２
９４

３９
３
．３
２５

黒
曜
石
２

５
０
．１
２１

２７
１３
０
．３
３

９
６８
．７
０

６
１８
．７
６

５５
６
．６
４１

６
３
．７
７

８
３２
．３
０

５８
７
２９
１
．３
９３

８３
８
．２
１０

７８
６
５６
０
．２
２５

７８
６
５６
０
．２
２５

黒
曜
石
３

９
０
．３
５０

８
３０
．０
１

１
０
．８
８

１５
０
．９
９０

２
３
．２
２

５
２３
．８
０

１１
３３

４１
２
．０
５０

１１
７
．８
３０
１１
８４

４７
９
．１
３０

１１
８４

４７
９
．１
３０

黒
曜
石
４

１
１
．８
５

１
１
．４
６

１
０
．０
２０

１
０
．５
６

１６
７
．３
５０

９
３
．７
７０

２９
１５
．０
１０

２９
１５
．０
１０

黒
曜
石
５

１
０
．４
１

２
６
．８
１

１
１
．６
８

１１
７
．１
３０

１５
１６
．０
３０

１５
１６
．０
３０

頁
岩

４
３３
．４
８

３
０
．５
７

１
４６
．９
９

１
１
．０
３

１６
１２
．４
００

２５
９４
．４
７０

２５
９４
．４
７０

チ
ャ
ー
ト

４
１
．５
８０

４
１
．５
８０

４
１
．５
８０

緑
色
泥
岩

７
１１
０
．７
８

８
６４
．７
００

１５
１７
５
．４
８０

１５
１７
５
．４
８０

砂
岩

１
９６
．７
７

１
２８
．１
２

２
１２
４
．８
９

２
１２
４
．８
９０

小
計

１
３４
．８
６

５９
１
．５
５５

６３
２０
１
．０
６

２１
１０
６
．４
６

６
１８
．７
６
３０
６

２３
．２
０１

４
３３
．４
８

３
０
．５
７

２０
６９
．１
２

２６
７４
．１
９

７
１１
０
．７
８
３３
４０
１０
２７
．７
４６
２５
０４

５５
．７
７７
６３
６０
１７
５７
．５
５９

１
９６
．７
７

１
２８
．１
２

２
１２
４
．８
９
６３
６２
１８
８２
．４
４９

外
黒
曜
石
１

１
６
．２
１

１
６
．２
１０

１
６
．２
１０

黒
曜
石
５

１
９
．０
１

１
９
．０
１０

１
９
．０
１０

頁
岩

１
１２
．６
７

１
１２
．６
７０

１
１２
．６
７０

小
計

２
１８
．８
８

３
２７
．８
９０

３
２７
．８
９０

合
計

１
９
．０
１

１
３４
．８
６

７８
８
．１
９５

２
５
．７
４

７８
２７
２
．８
７

１
４
．６
９

２４
１７
６
．８
３

６
１８
．７
６
３０
６

２３
．２
０１

８
７６
．９
９

３
０
．５
７

２０
６９
．１
２

２７
７５
．９
４

７
１１
０
．７
８
３３
５０
１０
４３
．１
５６
２５
０８

５６
．１
８７
６４
２０
１９
８６
．８
７９

１
９６
．７
７

２
４０
．２
２

３
１３
６
．９
９
６４
２３
２１
２３
．８
６９
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表	－１９ ブロック１ 掲載石器一覧

挿図番号 写真図版
掲載
番号

発掘区 層位 遺物番号 器種名 石材
点
数

長



幅



厚



重
g

折接
�

分析
�

備考

図�－６４

図版�－３４

１
I‐７５ （�） B１．４２ 細石刃 黒曜石１ １ （１．８１） ０．７４ ０．３０ （０．３０）

折２
１０

I‐７５ � B１．５３ 細石刃 黒曜石１ １ （２．１４） ０．８５ ０．２２ （０．４２）
２ H‐７５ � B１．２０ 細石刃 黒曜石２ １ （２．７０） ０．９０ ０．２５ （０．６３） ９
３ H‐７６ � B１．３６ 細石刃 黒曜石１ １ （１．６０） １．００ ０．３０ （０．３６） ６
４ I‐７５ � B１．５６ 細石刃 黒曜石１ １ （１．１５） １．１０ ０．３０ （０．３１） ７
５ H‐７６ � B１．２９ 細石刃 黒曜石１ １ （１．３５） ０．５０ ０．１０ （０．１０） ５
６ H‐７６ � B１．３８ 細石刃 黒曜石１ １ （１．０５） ０．４０ ０．１５ （０．０６） ４
７ H‐７６ � B１．２７ 細石刃 黒曜石１ １ （１．６５） ０．３５ ０．１５ （０．０６） ３

８
H‐７５ � B１．２３ 細石刃 黒曜石２ １ （１．４２） ０．８０ ０．３０ （０．３６）

折１
８

H‐７５ � B１．２４ 細石刃 黒曜石２ １ （１．２９） ０．６８ ０．３３ （０．２２）
９ I‐７５ � B１．４５ 細石刃 黒曜石２ １ （３．５０） ０．８０ ０．３５ （０．９４） １１
１０ H‐７６ � B１．３２ 細石刃 頁岩４ １ （２．６０） ８．５０ ３．００ （０．４５）
１１ I‐７５ � B１．５５ 細石刃 頁岩８ １ （２．４０） ０．５５ ０．２０ （０．３０）
１２ H‐７５ � B１．１８ 細石刃 頁岩４ １ （１．９５） ０．６０ ０．２５ （０．３０）
１３ H‐７５ （�） B１．８ 細石刃 頁岩１０ １ （２．１０） ０．８５ ０．２５ （０．３６）
１４ H‐７５ （�） B１．６ 細石刃 頁岩９ １ （２．２０） ０．８５ ０．３０ （０．４２）
１５ H‐７５ � B１．１７ 細石刃 頁岩４ １ （１．４０） ０．８０ ０．２０ （０．２４）
１６ I‐７５ （�） B１．６０ 細石刃 頁岩４ １ （２．６０） ０．７０ ０．２０ （０．３５）
１７ H‐７６ � B１．３７ 細石刃 頁岩２ １ （２．８０） ０．８０ ０．３０ （０．４６）
１８ H‐７５ （�） B１．５ 細石刃核削片 黒曜石２ １ （３．２０） １．１５ ０．８０ （２．４９） ２
１９ I‐７５ � B１．４４ 細石刃核削片 黒曜石２ １ （４．５０） １．１０ ０．６０ （３．２５） １
２０ H‐７５ （�） B１．７ 石刃 頁岩１４ １ ５．８５ ２．５０ ０．７０ ９．０４
２１ H‐７５ （�） B１．９ 石刃 頁岩１６ １ （５．４５） ３．００ ０．５５ （８．５１）
２２ I‐７５ （�） B１．４８ 石刃 頁岩１７ １ （４．９０） １．８０ ０．４０ （２．３７）
２３ H‐７６ � B１．３５ 石刃 頁岩２ １ （４．２０） １．７５ ０．３０ （１．７２）
２４ H‐７６ � B１．３０ 石刃 頁岩５ １ （４．３５） ２．３５ ０．５０ （３．８７）
２５ G‐７５ （�） B１．２ 石刃 頁岩１８ １ （４．４０） ２．８０ ０．７０ （７．７９）
２６ H‐７５ � B１．１２ 石刃 頁岩１８ １ （３．８０） ２．８０ ０．８０ （６．８６）
２７ I‐７５ （�） B１．４９ 石刃 頁岩１５ １ （２．１０） （２．５０） ０．８０ （３．９４）
２８ H‐７５ （�） B１．１０ 石刃 頁岩１８ １ （２．１０） ２．８０ ０．５０ （２．１１）
２９ H‐７６ � B１．３３ 石刃 頁岩３ １ （２．８０） ２．９５ ０．８０ （４．６１）
３０ G‐７５ � B１．４ 石刃 頁岩７ １ （１．５０） １．７０ ０．３０ （０．７５）
３１ H‐７６ � B１．３１ 石刃 頁岩１１ １ （１．９０） １．４５ ０．４０ （１．０１）
３２ H‐７６ � B１．３４ 石刃 頁岩１ １ （１．２５） １．５０ ０．２５ （０．３５）
３３ I‐７６ （�） B１．６１ 掻器 頁岩１２ １ ４．２５ ２．７５ ０．９０ ７．９７
３４ I‐７５ � B１．５４ 掻器 頁岩１５ １ （４．５０） ４．２５ １．２０ （２６．１７）
３５ I‐７５ （�） B１．４３ 掻器 頁岩３ １ ７．６５ ３．６０ １．２０ ３６．２３

図�－６５

３６ H‐７５ � B１．１６ 彫器 頁岩４ １ ５．２５ １．９０ ０．８０ ６．３４
３７ H‐７７ （�） B１．３９ 彫器 頁岩６ １ （７．６０） ２．００ １．１５ （１３．６５）

３８
H‐７５ � B１．１１ 彫器 頁岩１ １ （７．０６） ２．５６ ０．７８ （１７．０４）

折３
H‐７５ � B１．２２ 彫器 頁岩１ １ （２．５７） ２．８３ １．００ （６．４８）

３９ I‐７５ （�） B１．５０ 微細剥離痕ある剥片 頁岩３ １ ２．２０ ２．００ ０．５５ １．７５
４０ H‐７６ � B１．２８ 縦長剥片 黒曜石２ １ （４．９０） ２．５０ ０．６５ （４．６９） １２
４１ H‐７５ � B１．１３ 剥片 黒曜石２ １ ３．５０ １．５０ ０．４０ １．４０ １３
４２ I‐７５ （�） B１．４０ 剥片 頁岩６ １ （４．４５） （２．９５） ０．６０ （５．５６）
４３ I‐７５ （�） B１．５８ 剥片 頁岩１７ １ （１．８０） １．１５ ０．３５ （０．５０）
４４ I‐７５ （�） B１．５１ 剥片 頁岩１７ １ （１．４５） １．２０ ０．２５ （０．２２）
４５ H‐７５ � B１．２５ 剥片 頁岩９ １ （２．１０） １．８５ ０．４５ （１．４６）
４６ H‐７５ � B１．１５ 剥片 頁岩１３ １ （１．４０） （１．７０） ０．３０ （０．６４）
４７ H‐７６ � B１．２６ 剥片 頁岩６ １ ２．００ ２．６０ ０．４５ ２．０１
４８ G‐７５ � B１．３ 剥片 頁岩１３ １ （１．５５） １．４５ ０．２５ （０．３５）
４９ H‐７５ � B１．１９ 剥片 頁岩４ １ （１．６５） １．９０ ０．４５ （１．５８）
５０ I‐７５ � B１．５７ 剥片 頁岩１ １ （１．７０） ２．６０ ０．５０ （１．６７）
５１ H‐７５ � B１．２１ 礫片 砂岩 １ ３．８５ ３．５０ １．１０ １２．１０

－ －

－ I‐７５ （�） B１．４６ 砕片 頁岩１３ １ － － － ０．１２
－ I‐７５ （�） B１．４７ 砕片 頁岩１３ １ － － － ０．０２
－ I‐７５ � B１．５２ 砕片 頁岩１３ １ － － － ０．０５
－ I‐７５ （�） B１．５９ 砕片 頁岩１３ １ － － － ０．２２

� 祝梅川上田遺跡
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表	－２０ブロック１ 接合資料一覧

挿図番号 写真図版
ブロ
ック

接合
�

折接
�

掲載
番号

器種 発掘区 層位
遺物
番号

長
（
）

幅
（
）

厚
（
）

重量
（g）

分析
�

石質 備考

図�－６４

図版�－３４ １ －

折接１
（２点）

８
接合資料 H－７５ � ２．６０ ０．８０ ０．３３ ０．５８

８ 黒曜石２細石刃 H－７５ � B１．２３ （１．４２） ０．８０ ０．３０ （０．３６）
細石刃 H－７５ � B１．２４ （１．２９） ０．６８ ０．３３ （０．２２）

折接２
（２点）

１
接合資料 I－７５ （�），� ３．４５ ０．８５ ０．３０ ０．７２

１０ 黒曜石１細石刃 I－７５ （�） B１．４２ １．８１ ０．７４ ０．３０ ０．３０
細石刃 I－７５ � B１．５３ ２．１４ ０．８５ ０．２２ ０．４２

図�－６５
折接３
（２点）

３８
接合資料 H－７５ �，� ９．００ ３．０５ １．００ ２３．５２

頁岩１彫器 H－７５ � B１．１１ ７．０６ ２．５６ ０．７８ １７．０４
彫器 H－７５ � B１．２２ ２．５７ ２．８３ １．００ ６．４８

表	－２１ ブロック２ 掲載石器一覧（１）

挿図番号 写真図版
掲載

番号
発掘区 層位 遺物番号 器種 石材

長

（
）
幅

（
）
厚

（
）
重量

（g）

接合

�
折接

�
分析

�
備考

図�－６９ 図版�－３５

１ L‐５７ � L５７．フ．５５ 細石刃 黒曜石１ １．１１ ０．２９ ０．０８ ０．０３ ３５ １．０�
２ K‐５７ � K５７．４３３ 細石刃 黒曜石１ （１．７０） ０．４１ ０．１１ （０．１０） ２７

３ K‐５７ � B２．２４９ 細石刃 黒曜石３ （１．６０） ０．４３ ０．１５ （０．０９）

４ L‐５７ � B２．２６４ 細石刃 黒曜石１ （１．１２） ０．３３ ０．１２ （０．０６） ３３

５ L‐５７ � L５７．２３９ 細石刃 黒曜石２ （１．０２） ０．３１ ０．１０ （０．０３）

６ K‐５７ � K５７．４４８ 細石刃 黒曜石１ （０．９１） ０．３０ ０．０８ （０．２８） ２９

７ K‐５７ � K５７．４４２ 細石刃 黒曜石１ （０．８２） ０．３４ ０．１２ （０．０３） １８

８ K‐５７ � K５７．フ．５１ 細石刃 黒曜石１ （０．８０） ０．３３ ０．０９ （０．０３） １．０�
９ K‐５７ � K５７．４３２ 細石刃 黒曜石１ （１．０６） ０．５９ ０．１１ （０．０７） ２８

１０ K‐５７ � K５７．４３８ 細石刃 黒曜石１ （０．８０） ０．３８ ０．１０ （０．０２） ２２

１１ K‐５７ � K５７．フ．５３ 細石刃 黒曜石３ （０．６７） ０．４３ ０．０８ （０．０２） １．０�
１２ K‐５７ � K５７．４４０ 細石刃 黒曜石１ （０．６１） ０．３３ ０．０７ （０．０１） ２０

１３ K‐５７ � K５７．４４１ 細石刃 黒曜石１ （０．５２） ０．３５ ０．０８ （０．０１） １９

１４ K‐５７ � K５７．４４５ 細石刃 黒曜石１ （０．６２） ０．３９ ０．０８ （０．０１） １５

１５ L‐５７ � L５７．フ．４６ 細石刃 黒曜石１ （０．４９） ０．２１ ０．０４ （０．０１） １．０�
１６ K‐５７ � K５７．フ．２９ 細石刃 黒曜石１ （０．５３） ０．２４ ０．０４ （０．０１） ３０ １．０�
１７ K‐５７ � K５７．フ．４３ 細石刃 黒曜石１ （０．５２） ０．３０ ０．０７ （０．０１） １．０�
１８ L‐５７ � L５７．フ．４７ 細石刃 黒曜石１ （０．３９） ０．４０ ０．０９ （０．０２） １．０�
１９ K‐５７ � K５７．４４３ 細石刃 黒曜石１ （０．５６） ０．３５ ０．０６ （０．０１） １７

２０ L‐５６ （�） B２．２４０ 細石刃 黒曜石３ （０．５６） ０．５０ ０．１０ （０．０３）

２１ K‐５７ � B２．２５２ 細石刃 黒曜石３ （１．３０） ０．４０ ０．１５ （０．０７）

２２ L‐５７ � L５７．２３７ 細石刃 黒曜石１ （１．３２） ０．４０ ０．０８ （０．０３）

２３ K‐５７ � B２．６７０ 細石刃 黒曜石１ （１．１４） ０．３７ ０．０８ （０．０３） ３２

２４ L－５６ � B２．６１６ 細石刃 黒曜石１ （１．０７） ０．２９ ０．１１ （０．０５）

２５ L‐５７ � L５７．フ．８７ 細石刃 黒曜石１ （１．１０） ０．２８ ０．１１ （０．０４） １．０�
２６ K‐５７ � K５７．フ．４５ 細石刃 黒曜石２ （０．９２） ０．３７ ０．０７ （０．０２） １．０�
２７ K‐５７ � K５７．フ．４８ 細石刃 黒曜石１ （０．６６） ０．２１ ０．０６ （０．０２） １．０�
２８ K‐５７ � K５７．フ．５２ 細石刃 黒曜石１ （０．９０） ０．２９ ０．１１ （０．０４） １．０�
２９ K‐５７ � K５７．フ．４９ 細石刃 黒曜石１ （０．８０） ０．２０ ０．０８ （０．０１） １．０�
３０ L‐５７ � L５７．フ．４２ 細石刃 黒曜石４ （０．８１） ０．２８ ０．１５ （０．０４） １．０�
３１ L‐５７ � L５７．フ．８４ 細石刃 黒曜石２ （０．６７） ０．２２ ０．１１ （０．０２） １．０�
３２ K‐５７ � K５７．フ．５５ 細石刃 黒曜石２ （０．７４） ０．２８ ０．１０ （０．０２） １．０�
３３ L‐５７ � L５７．フ．５８ 細石刃 黒曜石１ （０．５２） ０．３２ ０．０９ （０．０１） １．０�
３４ K‐５７ � K５７．フ．５０ 細石刃 黒曜石１ （０．４５） ０．４０ ０．０８ （０．０１） １．０�
３５ L‐５７ � L５７．フ．３２ 細石刃 黒曜石１ （０．４８） ０．２１ ０．０４ （０．０１） ３４ １．０�
３６ K‐５７ � K５７．フ．２８ 細石刃 黒曜石１ （０．５４） ０．２４ ０．０８ （０．０１） ３１ １．０�
３７ K‐５７ � K５７．４３９ 細石刃 黒曜石１ （０．６３） ０．４０ ０．１７ （０．０４） ２１

３８ L‐５７ � L５７．フ．４５ 細石刃 黒曜石１ （０．３２） ０．１６ ０．０５ （０．０１） １．０�
３９ L‐５７ � L５７．フ．４８ 細石刃 黒曜石２ （０．２６） ０．１６ ０．０６ （０．０１） １．０�
４０ K‐５７ � K５７．４４４ 細石刃 黒曜石１ （０．７３） ０．２７ ０．０９ （０．０２） １６

４１ K‐５７ � K５７．４３６ 細石刃 黒曜石１ （０．７７） ０．３２ ０．１３ （０．０２） ２４

４２ L‐５７ � L５７．フ．５９ 細石刃 黒曜石１ （０．３４） ０．１６ ０．０５ （０．０１） １．０�
４３ L‐５７ � L５７．フ．４９ 細石刃 黒曜石１ （０．２２） ０．１９ ０．０９ （０．０１） １．０�
４４ L‐５７ � L５７．フ．３１ 細石刃 黒曜石１ （０．４７） ０．２０ ０．０４ （０．０１） １．０�
４５ L‐５７ � B２．２１４ 細石刃 黒曜石１ （１．２２） ０．３６ ０．０８ （０．０３）

４６ K‐５７ � B２．４１８ 細石刃 黒曜石２ （１．２５） ０．３７ ０．１１ （０．０４）

４７ L‐５７ � L５７．フ．５４ 細石刃 黒曜石１ （０．８４） ０．２５ ０．１０ （０．０２） １．０�

５．資料一覧
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表	－２１ ブロック２ 掲載石器一覧（２）

挿図番号 写真図版
掲載

番号
発掘区 層位 遺物番号 器種 石材

長

（
）
幅

（
）
厚

（
）
重量

（g）

接合

�
折接

�
分析

�
備考

図�－６９

図版�－３５

４８ K‐５７ � K５７．フ．４４ 細石刃 黒曜石１ （０．０６） ０．２０ ０．０７ （０．０２） １．０�
４９ L‐５７ � L５７．フ．８６ 細石刃 黒曜石１ １．１７ ０．４５ ０．０８ ０．０５ １．０�
５０ L‐５７ � L５７．２３８ 細石刃 黒曜石２ （１．００） ０．４８ ０．１４ （０．０６）

５１ K‐５７ � K５７．４３４ 細石刃 黒曜石１ （０．７９） ０．０５ ０．０６ （０．０４） ２６

５２ K‐５７ � B２．３３２ 細石刃 黒曜石１ （０．３５） ０．４３ ０．０８ （０．０１）

５３ K‐５７ � K５７．４４６ 細石刃 黒曜石１ （０．４９） ０．４０ ０．１０ （０．０１） １４

５４ L‐５７ � B２．４６５ 両面調整石器 黒曜石１ ４．１８ ６．１５ １．４１ ３４．８６ 接１

図�－７０

５５ K‐５７ � B２．３２３ 掻器 黒曜石２ （４．２６） ２．３４ ０．８９ （９．１１）

５６ K‐５６ � B２．１５４ 掻器 黒曜石１ （４．３２） ２．３０ ０．５７ （７．１６）

５７ K‐５７ � B２．４８１ 掻器 黒曜石２ （３．７１） ２．４４ ０．７１ （７．４３）

５８
K‐５７ � B２．１２０ 掻器 黒曜石１ （３．３０） １．９１ ０．６１ （４．３８） 折３

L‐５７ � B２．４７０ 掻器 黒曜石１ （１．４５） １．７１ ０．４２ （１．１９） 折３

５９ K‐５７ � B２．３２９ 掻器 黒曜石１ （４．４０） ３．１４ ０．９３ （１１．９６）

６０ L‐５７ （�） B２．３９５ 掻器 黒曜石２ ５．６２ ２．８２ ０．７５ １２．９３

６１
K‐５７ � B２．９７ 掻器 黒曜石２ （３．２８） ２．２１ ０．６９ （８．０６） 折７

K‐５７ � B２．１８７ 掻器 黒曜石２ （２．１８） ２．２９ ０．８３ （６．４７） 折７

６２
L‐５７ � B２．２５ 掻器 黒曜石２ （４．３９） ２．６２ １．３１ （１２．１５） 折１３

L‐５７ � B２．３０ 掻器 黒曜石２ （２．５２） １．９９ ０．７１ （３．１５） 折１３

６３ M‐５６ � B２．１４ 掻器 黒曜石２ ８．７６ ２．７２ ０．８２ １５．１５

６４ K‐５７ � B２．１９１ 掻器 黒曜石２ （１．４３） ２．０９ ０．３６ （１．０５）

６５ K‐５７ � B２．３０７ 掻器 黒曜石３ （１．２７） １．８１ ０．８１ （１１．４６）

６６ L‐５７ � B２．１８ 掻器 黒曜石３ （２．３０） １．０９ ０．４１ （１０．８８）

６７ L‐５７ � B２．４２５ 掻器 黒曜石２ （１．５０） １．５６ ０．６５ （１１．２６）

６８ K‐５７ � B２．４３９ 掻器 黒曜石１ （２．１３） ２．２３ ０．５３ （１２．６３）

６９ L‐５７ � B２．３９９ 掻器 黒曜石１ （３．２２）（１．３０） ０．５５ （１２．１７）

７０ K‐５７ � B２．４９３ 削器 黒曜石２ （４．０２） ３．０４ ０．７５ （１８．５３）

７１ L‐５７ � B２．３８７ 削器 黒曜石２ （１．８９） １．７９ ０．８４ （１２．４５）

７２ K‐５７ � B２．３９０ 削器 黒曜石２ （１．３１） ２．５２ ０．６３ （１２．２９）

７３ K‐５７ � B２．４３ 彫器 頁岩９ （２．６５） １．５４ ０．４３ （１．３０）

７４ K‐５７ � B２．４３１ 彫器 頁岩１９ ４．２５ １．８４ ０．５５ ４．５１

７５ L‐５７ � B２．３３ 彫器 頁岩１８ ５．７０ ２．４０ ０．８０ １１．３７

７６ L‐５７ � B２．３８３ 彫器 頁岩１８ ６．２０ ２．０８ １．１２ １６．３０

７７ L‐５７ � B２．５７５ 彫器削片 頁岩１３ （２．０１） ６．００ ０．１８ （０．２８）

７８ K‐５７ � B２．５０２ 彫器削片 頁岩１５ （１．４８） ０．６４ ０．１９ （０．１６）

７９ L‐５７ � B２．６８６ 彫器削片 頁岩７ １．８１ ０．４４ ０．２２ ０．１３

図�－７１

８０ K‐５７ � B２．３６４ 石刃 黒曜石２ （２．２０） １．１５ ０．５１ （１．２１）

８１ K‐５６ � B２．１７０ 石刃 黒曜石２ （２．９７） １．３１ ０．６６ （２．１２） ４０

８２ K‐５７ � B２．５５ 石刃 黒曜石２ （３．２１） １．０１ ０．２９ （０．８４） ３９

８３ K‐５７ � B２．５０３ 石刃 黒曜石１ （３．３２） １．６３ ０．５３ （２．１９）

８４ K‐５７ � B２．６７６ 石刃 黒曜石１ （３．６０） １．９８ ０．４５ （２．５３）

８５ K‐５７ � B２．６９７ 石刃 黒曜石２ （２．９８） ２．０１ ０．５５ （３．１４）

８６ L‐５７ � B２．３７４ 石刃 黒曜石１ ３．８９ １．８６ ０．５０ ３．２０

８７ K‐５８ � B２．１３０ 石刃 黒曜石２ （３．６７） ２．１１ ０．６８ （５．３０）

８８ K‐５７ � B２．４６３ 石刃 黒曜石２ （３．９５） ２．３１ ０．８１ （６．３０）

８９ K‐５７ � B２．２２ 石刃 黒曜石２ ３．８０ １．５８ ０．６２ ２．７６

９０ K‐５７ � B２．１２３ 石刃 黒曜石２ （４．７３） ２．０２ ０．７０ （６．２５）

９１ K‐５７ � B２．５００ 石刃 黒曜石２ （２．５３） ２．２２ ０．５２ （２．６０）

９２ L－５７ � B２．６０４ 石刃 黒曜石２ （３．１４） １．７７ ０．６１ （３．１１）

９３ L‐５７ � B２．６４１ 石刃 黒曜石１ （４．２８） １．７２ ０．５５ （３．７５）

９４ L‐５７ � B２．４２０ 石刃 黒曜石３ （３．６１） ２．５０ ０．７４ （６．３０）

９５ L－５６ � B２．６１５ 石刃 黒曜石１ （３．７２） １．５５ ０．７３ （４．４２）

９６
L‐５７ � B２．３７６ 石刃 黒曜石２ （１．８５） １．７６ ０．４６ （１．６０） 折９

K‐５７ � B２．４５４ 石刃 黒曜石２ （３．３６） １．９１ ０．４３ （３．１５） 折９

９７
L‐５６ � B２．２ 石刃 黒曜石３ （４．２１） ２．４２ １．０８ （６．５１） 折２１

L‐５７ � B２．４６９ 石刃 黒曜石３ （３．１１） １．４７ ０．７２ （２．７５） 折２１

９８ K‐５７ � B２．８５ 石刃 黒曜石２ （７．２３） ２．４７ １．５１ （２６．８２） ３８

９９
L‐５６ � B２．８ 石刃 黒曜石３ （４．４０） ２．１１ ０．８３ （６．５８） 折１９

K‐５７ � B２．１８３ 石刃 黒曜石３ （２．３８） １．４６ ０．７５ （２．５０） 折１９

１００ K‐５７ � B２．２１０ 石刃 黒曜石２ （４．９７） ２．４５ １．２１ （１１．２９）

１０１ K‐５７ � B２．７５ 石刃 黒曜石２ （３．７３） ３．２１ １．５７ （１６．９３）

� 祝梅川上田遺跡

－１４４－



表	－２２ ブロック２ 接合資料一覧（１）

挿図番号 写真図版 ブロック 接合� 折接�
掲載

番号
器種 発掘区 層位 遺物番号 長
 幅
 厚
 重量 g

分析

�
石質 備考

図�－７２ 図版�－３６

２

接合１

５個体

（５点）
－

１０９ 接合資料 K－５７，L－５７ �，�，� ４．６０ ６．１５ １．７６ ４０．２９

黒曜石１

１１０ 剥片 K－５７ � B２．３６５ （１．６４） １．４５ ０．３８ （０．７７）

１１１ 剥片 K－５７ � B２．１０１ ２．９６ ２．０６ ０．３９ １．８４ ３７

１１２ 加工痕ある剥片 K－５７ � B２．３３１ ２．８８ ２．２０ ０．３６ ２．５３

１１３ 剥片 K－５７ � K５７．５０３ ２．５５ １．００ ０．１５ ０．３９

５４ 両面調整石器 L－５７ � B２．４６５ ４．１８ ６．１５ １．４１ ３４．８６

接合２

３個体

（３点）

－

１１４ 接合資料 K－５７，L－５７ （�），� ４．７０ ３．７８ ０．７０ １１．５１

黒曜石１
１１５ 剥片 L－５７ � B２．１７７ ２．９１ １．８４ ０．４２ ２．６８

１１６ 剥片 L－５７ � B２．２０ ４．０８ ２．７８ ０．６７ ６．２６

１１７ 剥片 K－５７ （�） B２．２５０ （２．３２） ３．１９ ０．３９ （２．５７）

接合３

２個体

（２点）

－

１１８ 接合資料 L－５７ �，� ４．５０ ３．１２ ０．８１ ８．９０

黒曜石１１１９ 剥片 L－５７ � B２．３４７ ３．３９ ３．４４ ０．７１ ６．４９

１２０ 剥片 L－５７ � B２．４３４ ２．８４ ２．８９ ０．６０ ２．４１

接合４

２個体

（２点）

－

１２１ 接合資料 K－５６ � （３．９６） ２．８１ ０．８９ （７．４０）

黒曜石１１２２ 剥片 K－５６ � B２．１５５ ２．３２ ２．０５ ０．５２ ２．２２

１２３ 微細剥離痕ある剥片 K－５６ � B２．１３８ ３．８０ ２．４９ ０．５９ ５．１８

接合５

２個体

（２点）

－

１２４ 接合資料 K－５７，L－５７ � ３．１５ ２．００ ０．６７ ２．９１

黒曜石１１２５ 剥片 L－５７ � B２．５３２ ２．７５ １．３５ ０．５１ １．４０

１２６ 剥片 K－５７ � B２．４７９ ２．９５ １．４４ ０．４６ １．５１

接合６

２個体

（４点）

１２７ 接合資料 K－５６・５７，L－５７ �，�，� ７．５５ ５．６１ １．０７ ２２．７０

黒曜石２

折接２４

２点
１２８

剥片 L－５７ � B２．２８５ （２．５２）（２．３０） ０．５７ （３．２４）

剥片 K－５７ � B２．５０４ （２．２６）（１．９０） ０．２３ （１．３２）

折接２５

２点
１２９

剥片 K－５６ � B２．１７３ （４．８３） ３．８３ ０．９０ （１５．７３）

剥片 K－５７ � B２．３５７ （２．８５）（２．２６） ０．５７ （３．４１）

図�－７３ 図版�－３７

接合７

２個体

（２点）

－

１３０ 接合資料 K－５７ � ４．３５ ２．８２ ０．７７ ８．５１

黒曜石２１３１ 削器 K－５７ � B２．２５５ （２．４８） ２．１７ ０．７４ （３．７７）

１３２ 剥片 K－５７ � B２．３３５ （４．３９） ２．１３ ０．７６ （４．７４）

接合８

２個体

（２点）

－

１３３ 接合資料 K－５７，L－５７ �，� ４．８７ ４．８０ １．０１ １５．９８

黒曜石３１３４ 微細剥離痕ある剥片 K－５７ � B２．１００ ３．８８ ２．８６ ０．６５ ５．１８

１３５ 剥片 L－５７ � B２．４１ ４．８７ ３．７６ ０．８３ １０．８０

接合９

２個体

（４点）

１３６ 接合資料 K－５７，L－５７ �，�，� ６．２０ ４．２２ ０．８３ １４．８０

黒曜石３

１３７ 剥片 K－５７ � B２．４０１ （３．４２） ２．２１ ０．５２ （２．５６）

折接２６

３点
１３８

剥片 L－５７ � B２．４４３ （３．００） ４．３４ ０．８２ ９．１３

剥片 K－５７ � B２．３７２ （１．８１）（３．０４） ０．５１ ２．７６

剥片 K－５７ � B２．６０８ （１．５１）（１．５１） ０．１７ ０．３５

接合１０

２個体

（２点）

－

１３９ 接合資料 ４．２０ ３．７３ ０．８７ ９．４６

黒曜石３１４０ 剥片 K－５７ � B２．２５９ （３．５７） ２．５５ ０．７２ （５．１３）

１４１ 剥片 L－５７ � B２．３９７ （３．２３） ２．３８ ０．８７ （４．３３）

接合１１

２個体

（３点）

１４２ 接合資料 K－５６・５７ ５．６２ ４．０３ １．２５ １８．９１

黒曜石３
１４３ 剥片 K－５６ � B２．２３０ ２．８８ ２．８６ ０．８３ ６．２０

折接２７

２点
１４４

剥片 K－５７ � B２．４５６ （２．３４）（２．７４） ６．００ ２．５８

微細剥離痕ある剥片 K－５６ � B２．１６９ （３．３４） ３．４１ １．００ １０．１３

接合１２

２個体

（２点）

－

１４５ 接合資料 L－５７ � ３．０８ ２．１８ ０．８０ ４．６２

黒曜石３１４６ 剥片 L－５７ � B２．５５０ ２．１８ １．６０ ０．５０ １．３４

１４７ 剥片 L－５７ � B２．５２３ ２．６１ １．７９ ０．７２ ３．２８

表	－２１ ブロック２ 掲載石器一覧（３）

挿図番号 写真図版
掲載

番号
発掘区 層位 遺物番号 器種 石材

長

（
）
幅

（
）
厚

（
）
重量

（g）

接合

�
折接

�
分析

�
備考

図�－７１ 図版�－３５

１０１ K‐５７ � B２．７５ 石刃 黒曜石２ （３．７３） ３．２１ １．５７ （１６．９３）

１０２
K‐５７ � B２．４６ 石刃 黒曜石２ （５．７１） ３．３２ １．３９ （１７．６８）

K‐５７ � B２．６４ 石刃 黒曜石２ （２．２３） ０．９９ ０．２９ （０．７１）

１０３ L‐５７ � B２．５３３ 加工痕ある剥片 黒曜石３ ２．１１ １．３４ ０．４７ ０．９５

１０４ K‐５７ � B２．６７ 加工痕ある剥片 黒曜石１ １．８３ １．４２ ０．２８ ０．８６

１０５ L‐５７ � B２．２７９ 加工痕ある剥片 黒曜石１ （１．８２） １．２４ ０．３５ （０．７６）

１０６ K‐５６ � B２．１７１ 加工痕ある剥片 黒曜石１ １．８０ １．６０ ０．２８ ０．６９

１０７ K‐５７ � B２．３６０ 加工痕ある剥片 黒曜石１ （２．２８） １．５２ ０．３７ （１．４２）

１０８ K‐５７ � B２．６６７ 微細剥離痕ある剥片 黒曜石２ （０．８６） １．９６ ０．２６ （０．３８）

５．資料一覧

－１４５－



表	－２２ ブロック２ 接合資料一覧（２）

挿図番号 写真図版 ブロック 接合� 折接�
掲載

番号
器種 発掘区 層位 遺物番号

長




幅




厚




重量

g

分析

�
石質 備考

図�－７４ 図版�－３８

２

接合１３

５個体

（７点）

非接合

（７点）

１４８ 接合資料 K－５６・５７，L－５７，M－５６ （�），�，�，� １３．２２ ５．８０ ５．４０ １７４．６１

緑色泥岩

１４９ 剥片 L－５７ � B２．３８９ ６．５０ ３．０９ ０．８７ １９．２７

１５０ 磨製石斧調整剥片 K－５６ （�） B２．３７３ ６．３５ ４．８４ ０．７３ ２２．６８

１５１ 磨製石斧調整剥片 K－５７ � B２．７０ ３．０７ ５．３８ ０．８９ １１．９３

折接２８

２点
１５２

磨製石斧調整剥片 K－５７ � B２．３６９ （４．５６）（８．９７） １．３８ （５６．４０）

剥片 K－５６ � B２．７１０ （１．８２）（１．１３） ０．４６ （１．０５）

折接２９

２点
１５３

磨製石斧調整剥片 M－５６ � B２．７０３ （２．３２） ４．５０ １．４０ （１４．４６）

剥片 L－５７ � B２．４３２ （４．６６） ７．７２ １．０９ （４０．１８）

非接合

７点

１５４ 剥片 K－５７ � K５７．フ．２６ （０．７２） ０．９４ ０．１７ （０．１１）

１５５ 剥片 K－５７ � B２．４１０ （２．１１） ２．７３ ０．３７ （２．３８）

１５６ 剥片 L－５７ � K５７．５０６ １．７７ １．２３ ０．４８ １．１６

１５７ 磨製石斧調整剥片 K－５６ � B２．１７２ １．８４ １．９７ ０．７６ １．８９

１５８ 剥片 K－５７ � K５７．フ．２５ １．２１ １．９３ ０．２９ ０．６６

１５９ 磨製石斧調整剥片 L－５７ � B２．４ １．４７ １．７８ ０．３９ １．００

１６０ 磨製石斧調整剥片 K－５７ � B２．６７１ ２．０１ ２．５５ ０．３７ １．４４

－ －

－

折接１

（２点）
－

接合資料 K－５７ � ３．０９ ３．０４ ０．６５ ４．８６

黒曜石１剥片 K－５７ � B２．４０６ １．８４ ２．６７ ０．７３ ２．８３

剥片 K－５７ � B２．４４８ ２．６８ ２．４１ ０．５０ ２．０３

折接２

（２点）
－

接合資料 K－５７，L－５７ � ２．９１ ２．６０ ０．４５ ３．４１

黒曜石１剥片 K－５７ � B２．５９１ １．９０ ２．４５ ０．４５ ２．２４

剥片 L－５７ � B２．５２１ １．０９ ２．３０ ０．４４ １．１７

図�－７０ 図版�－３５
折接３

（２点）
５８

接合資料 K－５７，L－５７ �，� ４．６７ １．８５ ０．５６ ５．５８

黒曜石１掻器 K－５７ � B２．１２０ １．４６ １．６４ ０．４０ ４．３８

掻器 L－５７ � B２．４７０ ３．２１ １．８５ ０．５６ １．１９

－ －

折接４

（２点）
－

接合資料 K－５７ � ２．４５ ２．４４ ０．２９ １．５６

黒曜石１剥片 K－５７ � B２．６３８ １．３３ ２．１０ ０．２６ ０．７４

剥片 K－５７ � B２．２５８ １．２０ ２．４２ ０．２５ ０．８２

折接５

（２点）
－

接合資料 K－５７ �，� １．９２ １．９７ １．９０ ０．７８

黒曜石１剥片 K－５７ � B２．３６２ １．２０ １．４０ ０．１８ ０．４４

剥片 K－５７ � B２．１８５ ０．７５ １．３２ ０．１７ ０．３４

折接６

（２点）
－

接合資料 K－５７，L－５７ �，� ２．７６ １．９５ ０．３６ １．３９

黒曜石１剥片 K－５７ � B２．９６ １．６１ １．６２ ０．３５ ０．９２

剥片 L－５７ � B２．５２２ １．５０ １．６１ ０．２０ ０．４７

図�－７０ 図版�－３５
折接７

（２点）
６１

接合資料 K－５７ ５．８４ ４．８５ １０．７５ １４．５３

黒曜石２剥片 K－５７ � B２．９７ ３．４４ ２．２２ ９．８０ ８．０６

掻器 K－５７ � B２．１８７ ２．４０ ２．６３ ０．９５ ６．４７

－ －
折接８

（２点）
－

接合資料 K－５７ �，� ２．４４ １．９７ ０．３７ ２．２０

黒曜石２剥片 L－５７ � B２．４３０ １．３０ １．７９ ０．５８ １．２９

剥片 K－５７ � K５７．５０２ ０．９９ ２．００ ０．３３ ０．９１

図�－７１ 図版�－３５
折接９

（２点）
９６

接合資料 K－５７，L－５７ �，� ５．００ １．９３ ０．４６ ４．７５

黒曜石２石刃 L－５７ � B２．３７６ １．７６ １．７７ ０．４６ １．６０

石刃 K－５７ � B２．４５４ ４．７６ ０．１６ ０．４３ ３．１５

－ －
折接１０

（２点）
－

接合資料 K－５７ �，� ２．５６ ３．６２ ０．５４ ３．８９

黒曜石２砕片 K－５７ � B２．７６ ２．２０ １．９２ ０．４９ １．８７

剥片 K－５７ � B２．６１ １．４７ ２．７９ ０．５１ ２．０２

図�－７１ 図版�－３５
折接１１

（２点）
１０２

接合資料 K－５７ � ５．９７ ２．９９ １．３６ １８．３９

黒曜石２加工痕ある剥片 K－５７ � B２．４６ １．２１ １．０８ ０．２５ １７．６８

剥片 K－５７ � B２．６４ １．９３ １．３１ ０．２４ ０．７１

－ －
折接１２

（２点）
－

接合資料 K－５６・５７ �，� ４．６５ ３．７１ ０．３８ ７．８６

黒曜石２剥片 K－５６ � B２．１６２ ３．６５ ３．７１ ０．３８ ５．２８

剥片 K－５７ � B２．４８３ ２．０２ ２．７９ ０．３４ ２．５８

図�－７０ 図版�－３５
折接１３

（２点）
６２

接合資料 L－５７ � ６．５０ ２．５５ ０．９６ １５．３０

黒曜石２掻器 L－５７ � B２．２５ ２．４８ １．９２ ０．６０ １２．１５

掻器 L－５７ � B２．３０ ４．２９ ２．５５ ０．９６ ３．１５

－ －

折接１４

（２点）
－

接合資料 K－５７ � ３．３４ ３．５３ ０．３４ ５．６１

黒曜石２剥片 K－５７ � B２．２４７ ２．２０ １．２８ ０．２５ １．０８

剥片 K－５７ � B２．４４０ ３．１９ ３．５３ ０．３４ ４．５３

折接１５

（２点）
－

接合資料 K－５７，L－５６ （�），� ３．９２ ２．６０ ０．７８ ６．８０

黒曜石２剥片 L－５６ （�） B２．９ ３．０３ ２．６０ ０．７８ ５．５２

石刃 K－５７ � B２．１０３ １．０９ １．６７ ０．４６ １．２８

� 祝梅川上田遺跡

－１４６－



表	－２３ ブロック外 掲載石器一覧

挿図番号 写真図版 掲載番号 発掘区 層位 遺物番号 器種 石質
長

（
）

幅

（
）

厚

（
）
重量（g） 接合� 折接� 分析� 備考

図�－８０ 図版�－３８

１ J－５３ � ２ 石刃 頁岩９ ５．８４ ２．５６ ０．７４ １２．６７

２ S－７７ � ８ 石刃 黒曜石１ ４．３４ ２．２４ ０．７３ ６．２１

３ N－６２ � １０ 尖頭器 黒曜石５ ２．０６ ３．７４ ０．８８ ９．０１

表	－２２ ブロック２ 接合資料一覧（３）

挿図番号 写真図版 ブロック 接合� 折接�
掲載

番号
器種 発掘区 層位 遺物番号

長

（
）

幅

（
）

厚

（
）
重量 g

分析

�
石質 備考

－ －

２ －

折接１６

（２点）
－

接合資料 L－５７ �，� １．９３ ０．７５ ０．７１ ３．３０

黒曜石２剥片 L－５７ � B２．２６ ０．８０ ０．６８ ０．６８ １．１６

石刃 L－５７ � B２．４５９ １．３５ ０．７５ ０．７１ ２．１４

折接１７

（２点）
－

接合資料 K－５７，L－５７ � ５．０３ １．７３ ０．４１ ２．６５

黒曜石３剥片 L－５７ � B２．３８２ ２．６６ １．７３ ０．４１ １．８３

剥片 K－５７ � B２．４８０ ２．２６ １．６２ ０．２０ ０．８２

折接１８

（２点）
－

接合資料 K－５７，L－５７ �，� ２．７５ ３．２４ ０．４２ ２．９６

黒曜石３剥片 K－５７ � K５７．５０１ ２．０１ １．３７ ０．４２ １．３８

剥片 L－５７ � B２．５３６ ２．０５ １．９０ ０．３９ １．５８

図�－７１ 図版�－３５
折接１９

（２点）
９９

接合資料 K－５７，L－５６ �，� ６．６２ ２．２０ ０．８２ ９．０８

黒曜石３剥片 L－５６ � B２．８ ４．２７ ２．２２ ０．８２ ６．５８

剥片 K－５７ � B２．１８３ ２．４３ １．４７ ０．７５ ２．５０

－ －
折接２０

（２点）
－

接合資料 K－５７ � ３．８２ ２．６０ ０．５５ ３．３５

黒曜石３ 被熱加工痕ある剥片 K－５７ � B２．１１０ ２．１８ ２．６０ ０．５５ ２．２７

剥片 K－５７ � B２．４０２ １．６４ ２．５２ ０．２５ １．０８

図�－７１ 図版�－３５
折接２１

（２点）
９７

接合資料 L－５６・５７ �，� ６．８１ ２．１１ ０．５５ ９．２６

黒曜石３剥片 L－５６ � B２．２ ３．８１ ２．１１ ０．５５ ６．５１

剥片 L－５７ � B２．４６９ ３．００ １．３３ ０．４１ ２．７５

－ －

折接２２

（２点）
－

接合資料 K－５６・５７ （�），� ３．７７ ３．７１ ０．５６ ４．２５

黒曜石３
剥片 K－５７ � B２．３４０ ２．１５ ０．８６ ０．１９ ０．５６

剥片 K－５６ � B２．１６５ １．９９ １．４９ ０．１６ ０．６８

剥片 K－５６ （�） B２．２９０ ２．０２ ２．８６ ０．５６ ３．０１

折接２３

（２点）
－

接合資料 K－５７ � ４．０７ ２．２３ ０．４２ ２．９８

黒曜石１ 被熱剥片 K－５７ � B２．４４９ ２．２４ ２．１３ ０．３４ １．４７

剥片 K－５７ � B２．７９ １．７８ ２．２６ ０．４６ １．５１

図�－７２ 図版�－３６

折接２４ １２８

接合資料 K－５７，L－５７ �，� ４．０１ ３．７６ ０．５６ ４．５６

黒曜石２ 接合６剥片 L－５７ � B２．２８５ ２．８５ ３．７６ ０．５６ ３．２４

剥片 K－５７ � B２．５０４ ２．１７ ２．６４ ０．２６ １．３２

折接２５ １２９

接合資料 K－５６・５７ �，� ７．３９ ３．７３ １．０２ １９．１４

黒曜石２ 接合６剥片 K－５６ � B２．１７３ ４．６５ ３．７３ １．０２ １５．７３

剥片 K－５７ � B２．３５７ ２．９７ ３．５９ ０．４１ ３．４１

図�－７３ 図版�－３７

折接２６ １３８

接合資料 K－５７ �，� ６．１６ ４．３２ ０．７９ ３．１１

黒曜石３ 接合９剥片 K－５７ � B２．３７２ ３．０５ ４．３２ ０．７９ ２．７６

剥片 K－５７ � B２．６０８ ３．１２ ３．０２ ０．５５ ０．３５

折接２７ １４４

接合資料 K－５６・５７ �，� ５．６４ ３．５０ ０．９６ １２．７１

黒曜石３ 接合１１微細剥離痕ある剥片 K－５６ � B２．１６９ ２．９３ ３．５０ ０．９６ １０．１３

剥片 K－５７ � B２．４５６ ２．３９ ２．８６ ０．５３ ２．５８

図�－７４ 図版�－３８

折接２８ １５２

接合資料 K－５６・５７ �，� ９．０１ ９．４１ １．３５ ５８．４３

緑色泥岩 接合１３磨製石斧調整剥片 K－５７ � B２．３６９ ９．０１ ９．４１ １．３５ ５７．３８

剥片 K－５６ � B２．７１０ １．６９ １．６１ ０．３７ １．０５

折接２９ １５３

接合資料 L－５７，M－５６ �，� ５．０１ ４．５３ １．２１ ５４．６４

緑色泥岩 接合１３磨製石斧調整剥片 M－５６ � B２．７０３ ２．４６ ４．５３ １．２１ １４．４６

剥片 L－５７ � B２．４３２ ４．０３ ７．８１ ０．９３ ４０．１８

５．資料一覧
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図�－１ 遺構配置図（地形は�層上面） －１４９－



� 梅川２遺跡
１ �層の調査
�層包含層の約７割に耕作地の攪乱が及んでいた。
遺構は住居２軒（UH－１・２）、小柱穴：１１基（USP－１～６、１６～２１）が検出された。UH－１

・２はアイヌ文化期のもので、こちらの柱穴は掘り込みを伴う。LR－１は縄文後期の可能性がある。

なお、UH－１から出土した炭化物１件の年代測定を行った結果、BP８１８の結果を得ている（�章１
節 PLD－６８６２）。

ａ 建物跡

UH－１（図�－２、表�－１・２、図版�－２・３）
位置：P－１６、Q－１５・１６ 標高：１４．５～１４．７m

規模：３．３×２．６m

長軸方向：N－３２°－W

確認・調査：�・�層包含層調査中に�層上面で柱穴３基を確認した。周囲の�層を精査したところ、
�層上面で３基の柱穴が確認された。半裁して堆積を観察した結果、�層の細粒なパミスが覆土に含
まれていたことから、�層中に構築面がある遺構と判断し、１辺が３本で構成される柱穴が対をなす、
６本の組み合わせとなる「建物跡」と認定した。柱間距離は東西軸が１．２～１．５m、南北軸が３．０mで

ある。

図�－２ UH－１
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付属施設：柱穴６基（HSP１～６）を確認した。

［HSP－１～６］

位置：P－１６、Q－１５・１６

先端形状はすべて角形。１・２・４・５・６は柱穴覆土の側壁に堀り形が残るもの。堀り形の覆土

は固結するものがみられ、柱穴の配置後に人為的に埋め戻されたと考えられる。柱穴は直径１８�～２５
�までで、確認面からの柱穴の深さは１７�～２６�までである。
時期：覆土の堆積状況、構成の特徴から、１７３９年以前の近世アイヌ文化期と考えられる。（山田和史）

UH－２（図�－３、表�－１・２、図版�－２・３）
位置：Q－１７、R－１６・１７ 標高：１４．６～１４．７m

規模：６．２×４．０m

長軸方向：N－６５°－E

確認・調査：�・�層包含層調査中に�層上面で柱穴３基を確認した。周囲の�層を精査したところ、
�層上面で６基の柱穴が確認された。半裁して堆積を観察した結果、�層の細粒なパミスが覆土に含
まれていた。�層中に構築面がある遺構と判断し、柱穴が方形の配列をなすことから「建物跡」と認
定した。調査区外に長辺上の柱穴が位置することも考えられるが、１辺が４本で構成される柱穴が対

をなす、８本の組み合わせとなる「建物跡」と認定した。「主体部」を構成する柱穴は７基を確認し

たが、１基は調査区外に位置する。柱間距離は東西軸が１．９～２．０m、南北軸が３．８mである。

付属施設：柱穴９基（HSP１～９）を確認した。

［HSP－１～６］

位置：Q－１７、R－１６・１７

２～８は「主体部」を構成する柱穴で、長方形に配列する。長軸は４基、短軸は２基で、配列は調

査区外に広がることから、８基の組み合わせをもつ「建物跡」と考えられる。１・９は「主体部」の

内側に位置し、付属的な柱穴と判断される。先端形状は６が尖形、２・５・８・９が角形、１・３・

４・７が丸形。１の覆土３層は混じりのない黒色土で、打ち込みの際に杭に付着した�層の黒色土が
固結したものと考えられる。すべて「打ち込み」によるものである。柱穴は直径１４�～２０�までで、
確認面からの柱穴の深さは２３�～３７�までである。
時期：覆土の堆積状況、構成の特徴から、１７３９年以前の近世アイヌ文化期と考えられる。（山田和史）

ｂ 柱穴

USP－２０（図�－４、表�－３）
位置：P－１９ 規模：０．１４×０．１４×０．３６m 標高：１４．０～１４．５m

�層上面で褐色土の円形の落ち込みを確認した。半裁後、覆土の堆積状況から�層に構築面がある
「柱穴」と判断し、調査した。LP－７を切っており、先端形状は円形で、覆土は「打ち込み痕」と

考えられる５層が黒色土であるほか、１～４層に�層の軽石が混ざる。直径１５cm、確認面からの深
さは３５cmである。

時期：覆土の堆積状況、特徴から、１７３９年以前の近世アイヌ文化期と考えられる。 （山田和史）

１ �層の調査
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図�－４ USP・US・UF
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ｃ 焼土

UF－１（図�－４、表�－５）
位置：R－５ 長軸方向：N－７６°－E 規模：０．６７×０．３９×０．０５m 標高：１０．３～１０．４m

確認・調査：�層で焼土１基が確認された。焼土は１�程度の骨片を含むもので、ブロック状の灰が
斑状に含まれていたことから、半裁後、フローテーション用の試料として回収した。「地床炉」で、

平面形は不整楕円形、断面はレンズ状、下面は波状であるが層界は明瞭である。近接して集石１基

（US－１）、擦文文化期の土器片が出土しており、共伴関係にあると考えられる。

出土遺物：

時期：遺構の構築面、共伴関係にあると考えられる。遺物の特徴から擦文文化期と考えられる。

（山田和史）

ｄ 集石

US－１（図�－５、表�－４）
位置：R－５ 長軸方向：N－１８°－W 規模：０．６０×０．２２m 標高：１０．４～１０．５m

確認・調査：�層で礫が集中して出土した。全体に被熱しており、標高差がないことから、同一時期
に形成されたものと判断し、「集石」として調査した。平面は不整形で礫は３か所にまとまる。図中

の標高値は取り上げ後のものである。近接して焼土１基（UF－１）、擦文文化期の土器片が出土して

おり、共伴関係にあると考えられる。

出土遺物：

時期：遺構の構築面、共伴関係にあると考えられる遺構・遺物の特徴から擦文文化期と考えられる。

（山田和史）

１ �層の調査

図�－５ US－１
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２ �・	層の調査
�～�層から土壙：５基（LP－１・２・６～８）、Tピット：２基（TP－１・２）、集石：１カ所
（US－１）、焼土：１１６カ所（LF－１～１１６）、フレイク・チップ集中：６カ所（LFC－１～６）、道

跡１カ所（LR－１）が検出されている。LR－１は縄文後期の可能性がある。

ａ 道路跡

LR－１（図�－６、図版�－６）
位 置：H－１４・１５、I－１５・１６、J－１６・１７、K－１８、L－１８・１９、M－１９・２０、N－２０・２１、O－２１・

２２、P－２２、Q－２２・２３、R－２３

長軸方向：N－７８°－E

規模：７２．０×０．７０×０．１５m

標高：１４．２～１４．５m付近

確認・調査：�・�層包含層調査中に�層上面で幅約９０cmの溝状の黒色土が堆積する範囲を確認し
た。短軸方向でトレンチを入れたところ、土層断面では人為的な堀込みを示す自然土層との不整合は

みられなかったが、土層断面の堅密度が自然堆積土より幾分堅くしまっていることが確認された。こ

れを人為的な填圧によるものと考え、周りの調査区を�層上面まで掘り下げた。黒色土の溝状の落ち
込みは調査区を横断するように東西方向に延びることが確認された。堆積状況と平面形状から「道

跡」と判断した。堆積は２枚認められる。断面形は浅い皿状を呈するが層界は明瞭でなく、下面は

層に接し、堅くしまる。覆土は、窪みに溜まった自然堆積土と考えられる。

出土遺物：覆土１層上面から�群 b類土器５点、�群 c類土器１０点、石鏃１点、フレイク６点の計
２２点、覆土１層から�群 a類土器２点、�群 b類土器２９点、�群 c類土器５点、石鏃１点、フレイ
ク９点の計４６点、覆土２層から�群 b類土器１点、フレイク２点の計３点、総計７１点が出土した。
時期：覆土２層から�群 b類土器が出土していることから、「道跡」の構築は縄文時代後期中葉以前
と考えられる。 （山田和史）

ｂ 土壙

LP－１（図�－７、表�－６）
位置：R－１１ 長軸方向：N－４３°－W 規模：０．３５×０．３０×０．０７m 標高：１４．４～１４．６m

確認・調査：調査以前に包含層が
層上面まで削平を受けていた。
層上面で褐色土の円形の落ち込
みを確認し、半裁後、自然土層と覆土が不整合であることを確認した。確認面は
層である。平面は
円形を呈し、壙底は皿状で
層中にある。立ち上がりは緩やかである。覆土は粘性の強い埴土で、１
～１０�の
層の軽石が均質に混ざる。隣接する LP－２と形状、覆土が類似することから同時期の可
能性が考えられる。

性格：覆土の混成状況、平面、断面形状から、土壙と考えられるが、その性格は不明である。

時期：不明 （山田和史）

� 梅川２遺跡
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２ �・�層の調査

図�－６ LR－１
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LP－２（図�－７、表�－６、図版�－５）
位置：S－１１ 長軸方向：N－６９．５°－W 規模：０．６５×０．５８×０．０７m 標高：１４．３～１４．５

確認・調査：調査以前に包含層が
層上面まで削平を受けていた。
層上面で褐色土の円形の落ち込
みを確認し、半裁後、自然土層と覆土が不整合であることを確認した。確認面は
層である。平面は
円形を呈し、壙底は皿状で
層中にある。覆土は粘性の強い埴土で、１～１０�の
層の軽石が均質に
混ざる。隣接する LP－１と形状、覆土が類似することから同時期の可能性が考えられる。

性格：覆土の混成状況、平面、断面形状から、土壙と考えられるが、その性格は不明である。

時期：不明 （山田和史）

LP－５（図�－７、表�－６）
位置：J－３ 長軸方向：N－６７°－W 規模：０．６６×０．０８×０．０９m 標高：１０．１～１０．４m

確認・調査：B調試掘坑によって大部が失われていたが、�層上面で黒色土の落ち込みを確認した。
土層断面を確認するため、B調試掘坑の埋土を取り除き、落ち込みの断面が皿状を呈すること、自然

土層と覆土が不整合であることを確認し、土壙と認定し、調査した。覆土はレンズ状に堆積する２枚

が認められ、�層を主体とする１層と、
層の軽石がブロック状に混ざる７層からなる。壙底は
層
まで達し、覆土は埋め戻された可能性がある。平面形は楕円形を呈すと推測される。

性格：覆土の混成状況、平面、断面形状から、土壙と考えられるが、その性格は不明である。

時期：不明。 （山田和史）

LP－６（図�－７、表�－６、図版�－３）
位置：J－３ 長軸方向：N－７０．５°－W 規模：２．１２×１．１６×０．３３m 標高：９．８～１０．４m

確認・調査：B調試掘坑によって遺構の半分が失われていたが、�層上面で黒色土の落ち込みを確認
した。土層断面を確認するため、B調試掘坑の埋土を取り除き、落ち込みの断面が皿状を呈すること、

自然土層と覆土が不整合であることを確認し、土壙と認定し、調査した。覆土は７枚ある。６・７層

は堆積状況から自然流入土と考えられ、１～５・２の堆積は重なるように交互にみられることから埋

め戻しの可能性が考えられる。平面形は大形の不整楕円形、断面は不整形で下面は平坦、立ち上がり

は壙口に向かって開く。

性格：覆土の混成状況、平面、断面形状から、土壙と考えられるが、その性格は不明である。

時期：不明。 （山田和史）

LP－７（図�－７、表�－６）
位置：P－１９ 長軸方向：N－６５°－E 規模：１．２０×０．９６×０．５８m 標高：１３．９～１４．５m

確認・調査：�層上面で黒色土の円形の落ち込みを確認し、半裁後、自然土層と覆土が不整合である
ことを確認した。確認面は�層である。平面は楕円形を呈し、壙底は凹凸のある平坦面で
層中にあ
る。壙底から急角度で立ち上がり、壙口に向かって開く。覆土はいずれも粘性の強い埴土で、１～１０

�の
層の軽石が均質に混ざるもので、下層ほどよく混ざる。１～３層は中央が窪むレンズ状の堆積
を示し、４・５層は壙底に接し斜めに堆積するが、覆土の混成状況からいずれも埋め戻しと考えられ

る。

性格：覆土の混成状況、平面、断面形状から、土壙と考えられるが、その性格は不明である。

時期：不明。 （山田和史）

� 梅川２遺跡

－１５８－



２ �・�層の調査

図�－７ LP
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図�－８ TP

� 梅川２遺跡
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ｃ Tピット

TP－１（図�－８、表�－７、図版�－４）
位置：L－５・６ 長軸方向：N－２°－E 規模：１．２３×１．１２×１．５０m 標高：９．８～１１．４m

確認・調査：調査以前に包含層が
層上面まで削平を受けていた。斜面の走行に沿ってトレンチを設
け、自然土層と覆土が不整合であることを確認した。当初、８層を自然堆積土と認識していたため７

層までを土壙の覆土と判断して調査していたが、
層に比較して８層が軟らかかったことから、土壙
としての調査を完了した後、８層以下の層を半裁した。壙底、杭痕、壁の立ち上がりを確認し、TP

と判断した。確認面は
層である。長軸方向は等高線に直交する。平面は楕円形を呈し、壙底はほぼ
水平で
層中にある。立ち上がりは垂直で、壙口部で開く。杭痕は長軸と短軸の交点に１基が確認さ
れた。確認面から杭痕先端までの長さは約２０cmである。覆土は�～
層の崩落土と自然埋没による
腐植土からなる。

時期：不明 （山田和史）

TP－２（図�－８、表�－７、図版�－４）
位置：M－５・６ 長軸方向：N－４°－W 規模：２．０５×１．８２×１．８５m 標高：９．１～１１．１m

確認・調査・土層：�・�層包含層調査中に長楕円形の黒色土の落込みを確認した。斜面の走行に
沿ってトレンチを設け、自然堆積土と覆土が不整合であることを確認した。当初、９層を自然堆積土

と認識していたため８層までを土壙の覆土と判断して調査していたが、
層に比較して９層が軟らか
かったことから、土壙としての調査を完了した後、９層以下の層を半裁した。壙底、壁の立ち上がり

を確認し、Tピットと判断した。確認面は�層である。長軸方向は等高線に直交する。平面は不整
楕円形で、壙底はほぼ水平で�層上面にあたる。壙口部の壁際の崩落が著しく、立ち上がりは垂直で
壙口部で開く。湧水のため杭痕は視認できなかったが、ピンポールで位置と深さを確認した。確認し

た杭は長軸方向に２基が並び、確認面から杭先端までの長さは約２０cm～３０cmである。覆土は�～

層の崩落土と自然埋没による腐植土からなる。
出土遺物：覆土９層でたたき石が１点出土している。

時期：不明 （山田和史）

ｄ フレイク・チップ集中（図�－９・１０・２２、表�－８）
６カ所（LFC－１～６）が検出されている。広い範囲から大きな規模を有して見つかっており、

状態から見て時間差はそれ程ないほぼ同時期のものと考えられる。石槍類の両面調整時に生じた剥片

や失敗作などが特に多く、石器製作時に生じたものが廃棄されたと考えられる。

ｅ 焼土（図�－１１～１７、表�－９）
１１７カ所（LF－１～１１７）が検出されている。大半が�層と�層の境目ぐらいにあり、風倒木など
攪乱に関わって見つかるものが多く人為的痕跡に乏しい。縄文前期前半と中期後半の遺物の近くから

検出するものもあるが、いずれも強い関連性は窺われない。本来的には遺跡全面に存在していた可能

性がある。

２ �・�層の調査

－１６１－



図�－９ LFC（１）

� 梅川２遺跡
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２ �・�層の調査

図�－１０ LFC（２）
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図�－１１ 焼土（１）

� 梅川２遺跡
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２ �・�層の調査

図�－１２ 焼土（２）

－１６５－



図�－１３ 焼土（３）

� 梅川２遺跡
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２ �・�層の調査

図�－１４ 焼土（４）

－１６７－



図�－１５ 焼土（５）

� 梅川２遺跡
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２ �・�層の調査

図�－１６ 焼土（６）
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図�－１７ 焼土（７）

� 梅川２遺跡
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３ 遺物（図�－１８～２３、表�－１０～１５、図版�－８～１２）
遺物は、土器２，１７２点、石器類９，１２２点が出土している。

ａ 土器（図�－１８～２１、表�－１１、図版�－８～１０）
土器は２，１７２点が出土している。縄文早～晩期、続縄文、擦文土器などで比較的多かったのは縄文

前・晩期のものである。

１は下端がやや張り出す
群 b－２類土器の底部である。表面と底面に多条の斜行縄文が施されて
いる。２、３は�群 a類土器で、２は中野式の底部、３が表裏面に施文された綱文式の胴部である。
４、５、８、９は�群 b類土器である。粘土紐を貼付する装飾が施されている。５は口縁部に山
形突起を有する。８、９には半裁された竹管状の施文具による沈線文が加わる。６、７、１０、１１は�
群 a類土器である。６は貼付と沈線文の施された口縁部に近い胴部で、貼付上には管状の道具で刻

みが施されている。７、１０、１１は多条の原体を使った斜行縄文の施される胴部である。１０には結束の

原体が使われている。１１は横位の貼付も施されている。

１３は表面に研磨が施された�群 b類土器の口縁部である。１２、１４～１７は�群 c類で堂林式である。
１２は大形の深鉢形土器で、内側からの突瘤文を有する口縁部は波状を呈している。胴部には沈線で区

画し羽状縄文で充填する文様がほぼ全面に施されている。１４は研磨の施された口縁部で胎土中には無

３ 遺物

図�－１８ 土器（１）

－１７１－



（LR1-11） 

（LR1-14） 

（LR1-26） 

図�－１９ 土器（２）

� 梅川２遺跡
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（UF1-9） 

（UF1-2） 

３ 遺物

図�－２０ 土器（３）

－１７３－



数の重鉱物が含まれている。１５は小形の鉢の底部で上げ底になっている。１６は沈線で菱形を構成する

文様が描かれている小形の深鉢である。１７は口縁が極端に窄まる小形の土器で、恐らく下部単孔土器

であろう。

１８～２５、２７、２８は新手の�群 c類土器である。１８、１９は口縁に縄線文が、２１には撚糸文が施される
深鉢である。１８は口縁部に低い山形突起を有す深鉢で、口唇断面は角形である。地紋の斜行縄文は平

坦な底面を含め全面に施されており、胴部中段から回転方向を変化させている。１９も口唇断面が角形

を呈する口縁から胴部の破片である。文様帯のすぐ下に瘤状の粘土が貼付れている。地紋は横位の羽

状縄文である。２０は細い原体を使った斜行縄文が施される胴部片である。２１は断面が尖り気味の口唇

部に棒状工具による刻みが施される口縁から胴部の破片である。撚糸文の上から縦の沈線文がほぼ等

間隔で描かれており、さらに撚糸文のすぐしたには管状の工具で刻みが施される。撚糸文は内面にも

認められる。２２は大形壺の肩部の破片で、平行沈線文が描かれている。大洞A式相当と考えられる。

２３は縦位の羽状縄文の施される鉢で、断面が尖り気味の口唇部には指頭状の道具を押捺した刻みが施

され、内面にも地紋が施されている。２４は角の明瞭な下端の上位に棒状の道具で浅い刺突列が施され

た鉢か深鉢の底部である。２５も角の明瞭な底部で状が縦方向になる斜行縄文が全面に施されている。

２７は浅鉢の底部と考えられる。２８も浅鉢で口縁部には山形突起を有し、口唇部には棒状の工具で密な

刻みが施されている。

２６の胴部片には、条が横走する斜行縄文が施される。�群土器としたがそれよりも古い可能性もあ
る。

２９、３０は擦文土器である。２９は口縁部に刻文、胴部には沈線文が施された深鉢である。３０は２９と共

に出土した造りの悪い底部である。同じ個体ではないようである。（皆川洋一）

図�－２１ 土器（４）

� 梅川２遺跡

－１７４－



ｂ 石器（図�－２２～２５）

�層遺構出土の石器（図�－２２、表�－１２、図版�－１１）
UF－１出土の石器（１～３）

スクレイパー１点、すり石１点、礫２点（接合１個体）が出土。全点掲載。１は凝灰岩製の礫。被

熱により焼きはじけた２点の礫片が接合し、１個体となった。２は黒曜石製のスクレイパー。背面に

岩屑面を残す、側面形状が直線的なやや厚手の剥片を素材とし、腹面側からの急角度剥離により刃部

が作出されている。平面形は円形を呈す。３は砂岩製のすり石。平面形状が不整楕円形、断面が三角

形状を呈す亜円礫の下縁に幅１�以下、長さ１６�程の狭長なすり痕が器体を半周する。

�層包含層出土の石器（図�－２２、表�－１４、図版�－１１）
３点掲載。１９は黒曜石製のスクレイパー。幅広でやや厚手の内湾する不定形剥片を素材とし、剥片

末端部から両側縁にかけて、腹面側からの急角度剥離により縁辺に連続する刃部が施されている。平

面形はU字形を呈す。素材打面側の折面にも剥離痕がみられることから、再加工されたものと考え

られる。２０は片岩製の石斧。全面に研磨調整がみられるが、器体調整時の剥離痕が残る両刃のもの。

横断面は蒲鉾形を呈す。２１は花崗岩製のたたき石。不整楕円礫を素材とし、敲打痕は礫の長軸両端と

右側面側にみられる。面取りも行われていることから、すり石としても機能していたと考えられる。

�・	層遺構出土の石器（図�－２２、表�－１３、図版�－１１）
LFC－２出土の石器（４～１２）

石槍５点、両面調整石器１点、スクレイパー１点、ピエスエスキーユ２点（接合１個体）、Rフレ

イク３点、フレイク４，３９６点の計４，４０８点が出土した。

９点掲載。黒曜石製。４・６・８・１０・１２は石槍。４は下半を、６・８・１０・１２は上半を欠損する。

石槍は平坦剥離により両面調整が施されるが、いずれも素材面が残り、形態も歪なことから、製作途

次の失敗により廃棄されたと理解される。５はスクレイパー。側面に転礫面が残る剥片を素材とし、

転礫面以外の器体の周縁に腹面側からの平坦剥離により刃部が施され、平面形はU字形を呈す。７

はピエスエスキーユ。剥離面で２点が接合し、１個体となった。岩屑面が残る剥片を素材とし、器体

長軸と短軸の対向する縁辺に背面側からの細部調整が施され、平面形は平行四辺形、縦断面形は凸レ

ンズ状を呈す。１１は両面調整石器。上半を欠損する。剥片を素材とし、素材腹面側に平坦剥離が施さ

れた後、背面側の左側縁に急角度剥離が施されている。１９は Rフレイク。上半を欠損する。剥片を

素材とし、素材背面側から細部調整が施されている。

LFC－３出土の石器（１３～１５）

石槍３点、フレイク３３３点の計３３６点が出土した。３点掲載。黒曜石製。１３～１５は石槍。１３・１５は下

半を、１４は上半を欠損する。剥片を素材とし、背腹両面に平坦剥離による調整が施されている。いず

れも素材面が残り、形態もいびつなことから、製作途次の失敗により廃棄されたものと考えられる。

LFC－６出土の石器（１６）

緑色泥岩製の石斧１点、黒曜石製のフレイク６６３点の計６６４点が出土した。１点掲載。１６は石斧とし

たが、両刃に研磨が施された石斧の刃部調整剥片である。

LR－１出土の石器（１７）

石鏃２点、フレイク１７点の計１９点が出土した。１点掲載。黒曜石製。１７は石鏃。下半が折面である

３ 遺物

－１７５－



ことから、茎部を欠損した有茎鏃と考えられる。剥片素材で、表面に素材背面、裏面に素材腹面が残

る。幅広な身部の形状は縄文時代中期の土器に伴出する石鏃の形態に類似する。

TP－２出土の石器（１８）

たたき石１点が出土。砂岩製。楕円礫の長軸の下端と側面に敲打痕がみられる。

�・	層出土の石器（図�－２３～２５、表�－１５、図版�－１２）
石鏃（２２～３１）

１０点掲載。２８は頁岩製、２２～２７・２９～３１は黒曜石製。２２・２５は平基無茎、２３・２４は凹基無茎、２６は

菱形、２７～３１は有茎鏃。２２～２５が前期、２６が中期、２７・２８が中期から後期、２９・３０が後期中葉、３１が

後期前葉から中葉の時期の土器に伴出する石鏃に形態が類似する。

石槍（３２～３６）

５点掲載。３２～３４は黒曜石製、３５・３６は頁岩製。３４は折面で２点が接合し１個体となったもの、３６

は下半を欠損する。３２・３５・３６は有茎、３２・３５は身部と茎部の境が明瞭で、裏面には素材となった剥

片の腹面が残る。いずれも器体中程にいたる平坦剥離が両面に施された後、縁辺の細部調整により整

形されている。

スクレイパー（３７～４０）

４点掲載。３７～３９は黒曜石製、４０は頁岩製。３９は上半を欠損、４０は被熱による焼きはじけのため刃

部の一部を欠損する。３７は転礫面が残る不定形剥片の末端と右側縁に刃部が作出されている。３８はや

や内湾する縦長剥片を素材とし、素材末端に腹面側からの刃部調整と器体を周縁する縁辺調整が施さ

れ、平面は楕円形を呈す。３９は幅広の剥片の素材末端に腹面側からの急角度剥離により平面形状が直

線的な刃部が作出されている。４０はわずかに末端が内湾する縦長で幅広の剥片に、腹面側からの刃部

調整と器体中程に達する調整が施され、平面は楕円形を呈す。

つまみ付ナイフ（４１～４４）

４点掲載。４１はメノウ製、４２・４３は黒曜石製、４４は頁岩製。４１は幅広な縦長剥片素材、２１は内湾し

た剥片を素材とし、いずれも薄手である。素材末端の背腹両面に微細な剥離により、「つまみ部」が

作りだされている。４３は両面調整が施された縦長剥片の素材末端側に微細な剥離により「つまみ部」

が作りだされており、背面の左側縁側に連続した平坦剥離により刃部が施される。４４は末端がわずか

に内湾した縦長剥片の打面側の背腹両面が調整され、「つまみ部」が作りだされている。背面右側縁

に腹面側から連続したやや急角度の剥離により器体が整形され、背面左側縁には微細剥離痕が観察さ

れる。素材末端は被熱による焼きはじけのため、一部欠損する。

石錐（４５～５０）

６点掲載。４７は頁岩製、４５・４６、４８・４９は黒曜石製。４５は素材背面側からの急角度剥離で器体が棒

状に整形されている。錐部は、素材末端側に位置し、横断面は台形を呈す。４６は転礫面の残る不定形

剥片の末端に両面調整により錐部が作出されている。上半を欠損する。４７は厚手の剥片の素材右側縁

側に両面調整により錐部が作出されている。腹面右側縁にも剥離痕が連続する。４８は剥片に交互剥離

調整が施され、棒状に整形されたもので、錐部は素材末端側に位置する。４９・５０は薄手の剥片の打面

側に微細な剥離痕からなる両面調整によって錐部が作出されている。

石斧（５１～５４）・石斧原材（５５）

５点掲載。泥岩製。いずれも扁平な極円礫を素材とする。５５は上半を欠損、５２・５３は被熱している。

５１は全面が研磨され、両側面が面取りされた、平面が撥形の石斧で、刃部は交互剥離により調整され
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３ 遺物

図�－２２ 石器（１）
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図�－２３ 石器（２）

� 梅川２遺跡

－１７８－



３ 遺物

図�－２４ 石器（３）
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図�－２５ 石器（４）
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る。５２は全面が研磨された両刃石斧で、研磨痕を切る右側縁の剥離痕のために平面形が不整形を呈す。

５３は全面が研磨され、両側面が面取りされた長四辺形の両刃石斧で、両側縁から剥離調整が施されて

いる。５４は背面に転礫面が残る剥片を素材とし、腹面の全面と背面側の器体長軸の下端に部分的な平

坦剥離が施された両刃石斧で、背腹両面の剥離痕の稜線上に研磨痕がみられる。平面形は末端が幅広

の弓状を呈す。５５は平面がU字形の礫を素材とし、左側縁に両面調整が施された後、剥離稜線上が

研磨調整により面取りされたもので、部分研磨にとどまることから石斧原材としたが、石斧製作途次

の失敗品の可能性がある。

石鋸（５６）

１点掲載。砂岩製。器体の２／３以上を欠損する。剥離調整が施された礫の縁辺に狭長な磨痕が残

されている。

石皿（５７）

１点掲載。砂岩製。器体の２／３以上を欠損する。扁平な極角礫の片面が磨痕によって皿状に窪ん

でいる。

砥石（５８）

１点掲載。砂岩製。器体の２／３以上を欠損する。扁平な板状の角礫の片面が研磨されたことに

よって皿状に浅く窪んでいる。

すり石（５９・６０）

２点掲載。砂岩製。５９は平面、断面ともに隅丸三角形状の亜円礫の最長辺に直線的な磨面がみられ

る。６０は平面、断面ともに隅丸長方形を呈す亜円礫の一縁辺に剥離調整が施されたのち、研磨によっ

て線的な磨面が形成されている。

たたき石（６１）

１点掲載。砂岩製。隅丸三角形状の大形亜円礫の突端部２か所に面的な敲打痕がみられる。

（山田和史）
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図�－２６ 遺物分布図（１）
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３ 遺物

図�－２７ 遺物分布図（２）
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図�－２８ 遺物分布図（３）
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３ 遺物

図�－２９ 遺物分布図（４）
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図�－３０ 遺物分布図（５）
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３ 遺物

図�－３１ 遺物分布図（６）
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図�－３２ 遺物分布図（７）
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４．資料一覧

表�－１ �層の建物跡一覧
図版番号 グリッド 長さ（m） 幅（m） 長軸方向
図�－２ UH １ P－１６、Q－１５・１６ ３．３ ２．６ N－３２°－W
図�－３ UH ２ Q－１７、R－１６・１７ ６．２ ４．０ N－６５°－E

表�－２UHの柱穴一覧
UH１の HSP（図�－２）

No 径（�） 深さ（�） No 径（�） 深さ（�） No 径（�） 深さ（�）
HSP １ ２５ １９ HSP ３ ２０ ２６ HSP ５ ２１ ２５
HSP ２ ２２ ２６ HSP ４ ２２ ２３ HSP ６ １８ １７
UH２の HSP（図�－３）

No 径（�） 深さ（�） No 径（�） 深さ（�） No 径（�） 深さ（�）
HSP １ １５ ２３ HSP ４ １７ ３２ HSP ７ １９ ２７
HSP ２ １９ ２８ HSP ５ ２０ ３２ HSP ８ ２０ ３０
HSP ３ ２０ ２８ HSP ６ ２４ ３７ HSP ９ １４ ２５

表�－３ �層の建物跡の柱穴一覧
図版番号 グリッド 径（�） 深さ（�）
図�－４ USP １ O－１５ １９ １２
図�－４ USP ２ N－１５ １０ １３
図�－４ USP ３ N－１５ １３ １０
図�－４ USP ４ N－１５ １３ ２８
図�－４ USP ５ N－１４ １５ １５
図�－４ USP ６ O－６ ２２ １７
図�－４ USP １６ O－１６ １８ １２
図�－４ USP １７ N－１６ １３ １７
図�－４ USP １８ N－１６ １３ ８
図�－４ USP １９ N－１６ １５ ４
図�－４ USP ２０ P－１９ １４ ３６

表�－４ �層の集石一覧
図版番号 グリッド 層位 長径（�） 短径（�） 長軸方向
図�－４ US １ R－５ � ６０ ２２ N－１８°－W

表�－５ �層の焼土一覧
図版番号 グリッド 層位 長径（�） 短径（�） 長軸方向
図�－４ UF １ R－５ � ６７ ３９ N－７６°－E

表�－６ �・�層の土壙一覧
図版番号 グリッド 長径（m） 短径（m） 深さ（m） 長軸方向
図�－７ LP １ R・S－１２ ０．３５ ０．３０ ０．０７ N－４３°－W
図�－７ LP ２ S－１２ ０．６５ ０．５８ ０．０７ N－６９．５°－W
図�－７ LP ５ J－３ ０．６６ ０．００ ０．０９ N－６７°－W
図�－７ LP ６ J－３ ２．１２ １．１６ ０．３３ N－７０．５°－W
図�－７ LP ７ P－１９ １．２０ ０．９６ ０．５８ N－６５°－E

表�－７ �・�層の Tピット一覧
図版番号 グリッド 長径（m） 短径（m） 深さ（m） 長軸方向
図�－８ TP １ L－６・７ １．２３ １．１２ １．５０ N－２°－E
図�－８ TP ２ M－５・６ ２．０５ １．８２ １．８５ N－４°－W
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表�－８ �・�層のフレイク・チップ一覧
図版番号 グリッド 長径（m） 短径（m） 長軸方向
図�－９ LFC １ Q－２２ １．６８ １．２２ N－５９°－W
図�－９ LFC ２ N－１４．１５，O－１４．１５．１６，P－１４．１５ ０．９９ ０．６９ N－４６°－E
図�－９ LFC ３ R－１８．１９ ３．５４ ２．２２ N－５．５°－W
図�－１０ LFC ４ N－１４．１５，O－１４・１５ ５．１６ ３．４２ N－７°－W
図�－１０ LFC ５ O－１５ ３．４３ ２．０２ N－２°－E
図�－１０ LFC ６ P－１５ ３．６２ １．２０ N－１１°－E

表�－９ �・�層の焼土一覧
図版番号 グリッド 層位 長径（�） 短径（�） 深さ（�） 長軸方向 備考
図�－１１ LF １ O－１３ �～� ３７ ３３ N－６１．５°－E
図�－１１ LF ２ P－１４ �～� ６５ ４８ N－５９°－W
図�－１１ LF ３ P－１４ �～� ３５ ２７ N－３７．５°－W
図�－１１ LF ４ O－１４ �～� ２３ １９ N－１６０°－E
図�－１１ LF ５ O－１４ �～� ３３ ２６ N－６２°－E
図�－１１ LF ６ Q－１０ �～� ５９ ３８ N－２５°－W
図�－１１ LF ７ O－１１ �～� ９８ ７６ ６ N－１６０°－E
図�－１１ LF ８ O－１１ �～� ３０ ２２ ７ N－５０．５°－E
図�－１１ LF ９ O－１１ �～� ６２ ４６ ９ N－５２°－E
図�－１１ LF １０ O－１１ �～� １６０ １０６ ９ N－２４．５°－W
図�－１１ LF １１ O－１１ �～� ６０ ３６ ７ N－８３．５°－E
図�－１１ LF １２ O－１１ �～� ３２ ２８ ３ N－７４°－W
図�－１２ LF １３ O－１１．１２ �～� １９４ ７０ １１ N－８７°－E
図�－１２ LF １４ P－１１ �～� １１０ ６６ ９ N－７８°－E
図�－１２ LF １５ L－１３ �～� ４０ ３２ ６ N－７４°－W
図�－１２ LF １６ L－１３ �～� ３２ ２６ ４ N－７４°－W
図�－１２ LF １７ L－１３ �～� ２８ ２２ ６ N－３７．５°－E
図�－１２ LF １８ L－１２ �～� １４６ ６０ ４ N－２３°－W
図�－１２ LF １９ K－１１ �～� ３０ ２２ ５ N－１２．５°－E
図�－１２ LF ２０ K－１１ �～� ３３ ３０ ４ N－７２．５°－W
図�－１２ LF ２１ K－１１ �～� ２８ ２４ ６ N－６８°－W
図�－１２ LF ２２ K－１１．１２ �～� １２６ ７８ ５ N－６６°－E
図�－１２ LF ２３ K－１２ �～� ２０ １６ N－７０°－W
図�－１２ LF ２４ K－１２ �～� ４３ ２２ N－３０．５°－E
図�－１２ LF ２５ K－１２ �～� ２４ ２３ N－４０°－E
図�－１２ LF ２６ K－１３ �～� ４０ ２６ N－４７．５°－E
図�－１２ LF ２７ J－１１ �～� ４０ ２４ N－４６．５°－W
図�－１２ LF ２８ J－１１ �～� ３２ ２０ N－６９°－W
図�－１２ LF ２９ J－１２ �～� ５６ ４０ N－１８°－E
図�－１２ LF ３０ K－１２ �～� ３０ １８ N－８５．５°－W
図�－１２ LF ３１ J－１２ �～� ４０ ２３ N－２４．５°－W
図�－１２ LF ３２ J－１３ �～� ３０ ２２ N－３４°－W
図�－１３ LF ３３ J－１３ �～� ４０ ３０ N－３２°－E
図�－１２ LF ３４ J－１３ �～� ３２ ２３ N－４０°－W
図�－１３ LF ３５ K－１３ �～� ５０ ３６ N－３０°－E
図�－１３ LF ３６ Q－１５ �～� ２５ １８ ７ N－７４°－W
図�－１３ LF ３７ M－１２ �～� ６４ ４８ ６ N－１８°－W
図�－１３ LF ３８ S－１０ �～� ６８ ４６ ７ N－７°－W
図�－１３ LF ３９ M－１２ �～� ３２ ２８ ８ N－１６．５°－W
図�－１３ LF ４０ Q－１８ �～� ２４ ２２ ５ N－７４°－W
図�－１３ LF ４１ Q－１８ �～� ２２ １６ ５ N－３９°－W
図�－１３ LF ４２ Q－１８ �～� ２０ １２ ５ N－３６．５°－W
図�－１３ LF ４４ M－１２ �～� ２６ １８ ８ N－１６°－E
図�－１３ LF ４５ M－１２ �～� ４８ ４６ １０ N－６５．５°－E
図�－１３ LF ４６ N－１２ �～� ５６ ４５ ９ N－６４°－E
図�－１３ LF ４７ P－１４ �～� ２０ １７ ６ N－６７°－E
図�－１３ LF ４８ P－１４ �～� ４０ ２４ ７ N－６７．５°－E
図�－１３ LF ４９ M－１３ �～� ３４ ２８ １０ N－３５．５°－E
図�－１３ LF ５０ M－１３ �～� ７４ ４８ ９ N－３８．５°－E
図�－１３ LF ５１ M－１３ �～� ７０ ４７ ８ N－６．５°－E
図�－１３ LF ５２ P－１６ �～� ５６ ４６ ４ N－４６°－W
図�－１３ LF ５３ P－１６ �～� ２４ １８ ４ N－３６．５°－E
図�－１３ LF ５４ P－１６ �～� ８０ ５０ ４ N－５６．５°－E
図�－１４ LF ５５ L－１４ �～� ３８ ３６ ８ N－１３°－W
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図版番号 グリッド 層位 長径（�） 短径（�） 深さ（�） 長軸方向 備考
図�－１４ LF ５６ N－１４ �～� ４８ １８ ６ N－７２°－E
図�－１４ LF ５７ L－１５ �～� １０５ ５０ １０ N－８９．５°－E
図�－１４ LF ５８ L－１６ �～� ９６ ６８ ６ N－７３°－E
図�－１４ LF ５９ K－１４ �～� ７０ ５０ ７ N－８１．５°－E
図�－１４ LF ６０ O－４ � ３０ ２０ ８ N－１０°－E
図�－１４ LF ６１ J－３ １２０ ８０ N－６１．５°－E
図�－１４ LF ６２ T－５ � １１８ ６５ １４ N－３４°－W
図�－１４ LF ６３ T－４ � ２４ １８ ３ N－７４°－W
図�－１４ LF ６４ T－５ � １８ １７ ５ N－１０°－W
図�－１４ LF ６５ S－５ � ６２ ４２ １０ N－８４．５°－W
図�－１４ LF ６６ M－４ � ３２ ２２ ６ N－５９．５°－W
図�－１４ LF ６７ M－４ � ５０ ３８ ８ N－７１．５°－E
図�－１５ LF ６８ M－４ � １９ １６ ５ N－７４°－W
図�－１５ LF ６９ O－７ � ３６ ２０ ４ N－３４°－W
図�－１５ LF ７０ N－７ � ２８ ２２ ７ N－７２．５°－E
図�－１５ LF ７１ M－６ � ３０ ２０ ８ N－４３°－E
図�－１５ LF ７２ L－５ � ３６ ２８ ４ N－３７．５°－W
図�－１５ LF ７３ M－４ � ５０ ４０ １２ N－１７°－W
図�－１５ LF ７４ T－４ � ３２ １８ ５．１ N－７４°－W
図�－１５ LF ７５ L－５ � ２４ ２０ ４ N－１３°－W
図�－１５ LF ７６ L－５ � ５０ ３８ ８ N－８３°－W
図�－１５ LF ７７ I－３ � ６２ １６ １７．５ N－４０°－E
図�－１５ LF ７８ Q－１６ �～� ５０ ３４ ５ N－３８．５°－W
図�－１５ LF ７９ Q－１６ �～� ３０ ２０ ３ N－０．５°－E
図�－１５ LF ８０ Q－１６ �～� ２４ １２ ２ N－７６°－E
図�－１５ LF ８１ Q－１６ �～� ２６ １８ ２ N－６５°－E
図�－１５ LF ８２ Q－１６ �～� ４０８ ２１０ ５ N－３３．５°－E
図�－１５ LF ８３ P－１９ �～� ５４ ４６ ３ N－４０．５°－E
図�－１５ LF ８４ O－２０ �～� ６４ ５８ ４ N－８４°－E
図�－１６ LF ８５ L－１７ �～� １６ １６ ２ N－５９°－E
図�－１６ LF ８６ J－１７ �～� ５０ ３２ ４ N－４１．５°－E
図�－１６ LF ８７ I－１４ �～� ４８ ３０ ４ N－４６°－E
図�－１６ LF ８８ I－１５ �～� ６８ ６０ ４ N－７７．５°－E
図�－１６ LF ８９ I－１５ �～� ２８ １８ ３ N－６８．５°－W
図�－１６ LF ９０ I－１５ �～� ３０ ２０ ２ N－２３．５°－E
図�－１６ LF ９１ H－１５ �～� ２０ １８ ３ N－８１．５°－E
図�－１６ LF ９２ J－１６ �～� ２４ ２２ ３ N－５２°－W
図�－１６ LF ９３ J－１７ �～� ４６ ３８ ４ N－６１°－W
図�－１６ LF ９４ I－１７ �～� ５５ ３０ ５ N－５４°－E
図�－１６ LF ９５ I－１４ �～� １０８ ４６ ３ N－６６．５°－E
図�－１６ LF ９６ I－１８ �～� ８４ ６２ ７ N－６°－W
図�－１６ LF ９７ H－２０ �～� ４０ ３２ ６ N－３１．５°－E
図�－１６ LF ９８ O－１７ �～� ７４ ４２ ４ N－３４．５°－W
図�－１６ LF ９９ H－２０ �～� ５４ ３６ ３ N－１９°－W
図�－１６ LF １００ G－２０ �～� ７２ ７０ ３ N－６．５°－E
図�－１６ LF １０１ G－２０．２１ �～� １２８ ６５

－
N－８６．５°－W

図�－１６ LF １０２ H－１５ �～� ４０ ３４ ２ N－１８°－E
図�－１７ LF １０３ J－１５ �～� ３６ ２４ ３ N－５３．５°－E
図�－１７ LF １０４ Q－２０ �～� ２０ １８ ３ N－１８．５°－W
図�－１７ LF １０５ P－２０ �～� ４０ ３６ ４ N－１９．５°－E
図�－１７ LF １０６ P－２１ �～� ３２ ２６ ３ N－２６．５°－E
図�－１７ LF １０７ Q－２１ �～� ６８ ４６ ４ N－７°－E
図�－１７ LF １０８ Q－２１ �～� ７６ ３０ ３ N－８３°－W
図�－１７ LF １０９ O－２１ �～� ８２ ３２ ５ N－４５．５°－E
図�－１７ LF １１０ Q－２２ �～� ６２ ４２ ４ N－１１５°－W
図�－１７ LF １１１ Q－２２ �～� ６４ ４８ ４ N－３０．５°－W
図�－１７ LF １１２ R－２１ �～� ４８ ３６ ３ N－２４°－W
図�－１７ LF １１３ R－２２ �～� ６４ ３６ － N－７４°－W
図�－１７ LF １１４ N－１７ �～� ６０ ２２ ５ N－８７°－E
図�－１７ LF １１５ P－２２ �～� ３０ ２４ ３ N－８５°－E
図�－１７ LF １１６ K－１７ �～� １０８ ７０ ５ N－４２°－E
図�－１７ LF １１７ M.N－１５ � ５４ ３８ － N－５３．５°－W

４ 資料一覧

－１９１－



表�－１１ 掲載土器一覧

図版 層位 分類 接合 点数 未接合 点数 総計
図�－１８ １ � 
b－２ P５－３ ２ P５－３ ５ ７

図�－１８ ２ � �a P１６－３２．未注記 ２３
N１５－４．O１６－１．P１５－４．P１６－２３．P
１６－３２P１６－３３P１６－３４P１６－３５

１９ ４２

図�－１８ ３ � �a M１９－１ ２

LR１－９．J１２－２．J１９－１．K１２－１．K
１３－４．K１７－２．K１８－１．L１２－１．L１５
－１．L１７－１．L１８－１．N１４－７．N１７－
１．O１６－１．P１６－９

３３ ３５

図�－１８ ４ � �b R２１－２ １ １
図�－１８ ５ � �b I１６－１ ２ ２
図�－１８ ６ � �a O１１－１ １ １
図�－１８ ７ � �a Q１８－２ １ １
図�－１８ ８ � �b Q１７－３ １ Q１７－３ ２ ３
図�－１８ ９ � �b S１０－３ １ １
図�－１８ １０ � �a Q１８－１ １ １
図�－１８ １１ � �a R６－５ １ １
図�－１９ １２ � �c H１５－１．I１４－１．I１４－２．I１５－２． ５３ I１４－１．I１４－２．I１４－３．I１５－２ ５８１ ６３４
図�－１９ １３ LR－１覆土
層 �b LR１－１１ ４ LR１－１１．LR１－１０．LR１－１ ２７ ３１
図�－１９ １４ LR－１覆土 I層 �c LR１－１４ １ １
図�－１９ １５ LR－１覆土上面 �c LR１－２６ １ R１－２６ １ ２

図�－１９ １６ LR－１� �c
LR１－２．LR１－１３．LR１－１４．I１６
－２．未注記

３４ LR１－２．I１６－２．未注記 ３ ３７

図�－１９ １７ � �c O１９－２ ３６ O１９－２ １ ３７
図�－２０ １８ � �c Q１０－２．未注記 １０２ Q１０－２．未注記 ２３１ ３３３
図�－２０ １９ � �c R２８－１ １４ R２８－１ ３ １７
図�－２０ ２０ � �c J１６－１ ４ J１６－１ １８ ２２
図�－２０ ２１ � �c S－５ １０ 土器集中１－１ １８５ １９５
図�－２０ ２２ � �c P１７－１０ １ P１７－１０ ４ ５
図�－２０ ２３ � �c H２０－１ １３ H２０－１ ８ ２１
図�－２０ ２４ UF－１ �c UF１－９ ２ ２

図�－２０ ２５ UF－１� �c
L１８－２．M１７－２．M１７－３．M１８－２．
N１７－２．P１９－１．未注記

２４ M１７－２．未注記 ７ ３１

図�－２０ ２６ � � UF１－２．T６－１ ４ ４
図�－２０ ２７ � � P５－１ １ P５－１ １ ２
図�－２１ ２８ � �c S－５ ４６ 土器集中１－１ ４６ ９２
図�－２１ ２９ � 
 P５－１ ４ ４
図�－２１ ３０ � 
 P５－１ １ P５－１ １ ２

表�－１０ 写真掲載遺物一覧

挿図番号
掲載
番号

遺構名 遺物番号 番号 層位 器種 石材
長さ
（�）

幅
（�）

厚さ
（�）

重量
（g）

備考

図�－５ ２ USー１ １ １ � 礫 砂岩 ７．９９ ４．２７ １．９７ ７３
図�－５ １ USー１ １ ２ � 礫 砂岩 ５．７９ ３．６２ ２．４ ６５
図�－５ ３ USー１ １ ３ � 礫 泥岩 ８．４７ ２．６５ ２．７９ ６５
図�－５ ４ USー１ １ ４ � 礫 泥岩 ５．３８ ３．１２ １．２１ ２５
図�－５ ５ USー１ １ ５ � 礫 泥岩 ６．４２ ３．８５ １．０５ ２７
図�－５ ６ USー１ １ ６ � 礫 泥岩 ５．２１ ３．７９ １．９ ４０
図�－５ ７ USー１ １ ７ � 礫 泥岩 ５．４５ ２．５６ ２．８４ ３４

� 梅川２遺跡

－１９２－



表�－１２ �層遺構出土石器掲載一覧

挿図番号
掲載
番号

写真図版 遺構名 層位
遺物
番号

分類 石材
長
（�）

幅
（�）

厚
（�）

重量
（g）

備考

図�－２２ １ 図版�－１１ UF－１ � ７ 礫 凝灰岩 ４．９０ ３．５０ １．４０ ２５．２８ 被熱
図�－２２ ２ 図版�－１１ UF－１ � ５ スクレイパー 黒曜石 （３．３０） ２．９０ １．００ （８．２１）
図�－２２ ３ 図版�－１１ UF－１ � ３ すり石 砂岩 ８．１０ １２．０５ ４．９５ ４３５．００

表�－１３� 層遺構出土石器掲載一覧

挿図番号
掲載
番号

写真図版 遺構名 層位
遺物
番号

分類 石材
長
（�）

幅
（�）

厚
（�）

重量
（g）

備考

図�－２２ ４ 図版�－１１ LFC－２ � １ 石槍 黒曜石 （４．９５） （１．５０） ０．５５ （２．４８）
図�－２２ ５ 図版�－１１ LFC－２ � ２ スクレイパー 黒曜石 ２．３０ ２．５５ ０．８０ ４．３８
図�－２２ ６ 図版�－１１ LFC－２ � ３ 石槍 黒曜石 （１．９０） １．８０ ０．７０ （２．１２）
図�－２２ ７ 図版�－１１ LFC－２ � ４・７ ピエスエスキーユ 黒曜石 ２．９０ ３．２０ ０．５５ ７．０２
図�－２２ ８ 図版�－１１ LFC－２ � ５ 石槍 黒曜石 （２．３０） ２．８０ ０．９０ （６．３２）
図�－２２ ９ 図版�－１１ LFC－２ � ８ Rフレイク 黒曜石 （２．２０） ２．１０ ０．９０ （２．０６）
図�－２２ １０ 図版�－１１ LFC－２ � ９ 石槍 黒曜石 （１．６５） ２．２０ １．３５ （２．８２）
図�－２２ １１ 図版�－１１ LFC－２ � １０ 石槍 黒曜石 （２．９０） １．５０ ０．７０ （３．０６）
図�－２２ １２ 図版�－１１ LFC－２ � １２ 石槍 黒曜石 （１．４５） １．７０ ０．３５ （０．７６）
図�－２２ １３ 図版�－１１ LFC－３ � １ 石槍 黒曜石 （２．３０） １．７５ ０．５０ （１．８４）
図�－２２ １４ 図版�－１１ LFC－３ � ２ 石槍 黒曜石 （２．３０） ２．２５ ０．５０ （２．２６）
図�－２２ １５ 図版�－１１ LFC－３ � ３ 石槍 黒曜石 （２．７５） ２．６０ ０．６０ （３．７６）
図�－２２ １６ 図版�－１１ LFC－６ � ２ 磨製石斧 緑色泥岩 ０．８０ １．３０ ０．４０ ０．４１
図�－２２ １７ 図版�－１１ LR－１ 覆土１ １５ 石鏃 黒曜石 ２．００ １．３０ ０．３０ ０．５９
図�－２２ １８ 図版�－１１ TP－２ 覆土９ １ たたき石 砂岩 ４．６０ ３．４０ ２．６５ ５３．３４

表�－１４ �層包含層出土石器掲載一覧

挿図番号
掲載
番号

写真図版 発掘区 層位
遺物
番号

分類 石材
長
（�）

幅
（�）

厚
（�）

重量
（g）

備考

図�－２２ １９ 図版�－１１ N－２６ � １ スクレイパー 黒曜石 ４．７５ ４．４０ １．２０ ２３．４０
図�－２２ ２０ 図版�－１１ P－６ � ３ 磨製石斧 片岩 ２０６．８０ １３．００ ２．１０ ２０７．００
図�－２２ ２１ 図版�－１１ M－２ � １ たたき石 花崗岩 ５．９０ ５．７０ ４．６０ ２３６．００

４ 資料一覧
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表�－１５ �・�層包含層出土石器掲載一覧

挿図番号
掲載
番号

写真図版 発掘区 層位
遺物
番号

分類 石材
長
（�）

幅
（�）

厚
（�）

重量
（g）

備考

図�－２３ ２２ 図版�－１１ J－１２ � １ 石鏃 黒曜石 １．９３ １．３１ ０．１９ ０．４０
図�－２３ ２３ 図版�－１１ P－１６ � ３６ 石鏃 黒曜石 ２．１７ １．６０ ０．２３ ０．５６
図�－２３ ２４ 図版�－１１ L－４ � １ 石鏃 黒曜石 ２．３５ １．６０ ０．３１ ０．６７
図�－２３ ２５ 図版�－１１ N－１４ � １３ 石鏃 黒曜石 ３．４０ １．９０ ０．４０ １．８２
図�－２３ ２６ 図版�－１１ P－１５ � ５ 石鏃 黒曜石 ２．８７ １．３０ ０．４５ １．２０
図�－２３ ２７ 図版�－１１ O－２７ � １ 石鏃 黒曜石 ２．５４ １．５２ ０．４８ １．５６
図�－２３ ２８ 図版�－１１ H－２２ � １ 石鏃 頁岩 ３．２０ １．５０ ０．５０ １．２６
図�－２３ ２９ 図版�－１１ J－２５ � １ 石鏃 黒曜石 ２．３４ １．０５ ０．３８ ０．６２
図�－２３ ３０ 図版�－１１ M－１３ � １ 石鏃 黒曜石 ２．５０ １．４０ ０．７１ ０．７１
図�－２３ ３１ 図版�－１１ J－１６ � ４ 石鏃 頁岩 ３．００ １．６０ ０．４０ １．５７
図�－２３ ３２ 図版�－１１ L－２４ � １ 石鏃 黒曜石 ５．２０ １．６５ ０．５５ ３．５１
図�－２３ ３３ 図版�－１１ K－３ � １ 石槍 黒曜石 ７．００ ２．８０ ０．８０ １２．９８
図�－２３ ３４ 図版�－１１ N－１４ � ９・１０ 石槍 黒曜石 ６．６０ ２．５０ ０．８０ １１．９４
図�－２３ ３５ 図版�－１１ O－６ � ２ 石槍 頁岩 ７．００ ２．６０ ０．９０ １６．９７
図�－２３ ３６ 図版�－１１ J－１４ � １ 石槍 頁岩 （５．５０） ３．００ ０．９０ （１４．８４）
図�－２３ ３７ 図版�－１２ M－５ � １ スクレイパー 黒曜石 （３．１０） ３．４０ ０．６５ （４．３７）
図�－２３ ３８ 図版�－１２ P－４ � １ スクレイパー 黒曜石 ５．４０ ３．１０ ０．９５ １４．２０
図�－２３ ３９ 図版�－１２ Q－１７ � ５ スクレイパー 黒曜石 ２．３１ ５．５５ ０．７５ ９．３８
図�－２３ ４０ 図版�－１２ P－６ � ２ スクレイパー 頁岩 ５．７３ ３．７６ １．１３ ２２．３９
図�－２３ ４１ 図版�－１２ J－１６ � ５ つまみ付ナイフ 頁岩 ６．００ ４．２０ ０．８０ １６．２１
図�－２３ ４２ 図版�－１２ O－１６ � ３ つまみ付ナイフ 黒曜石 ３．７０ １．８０ ０．５０ ３．６１
図�－２３ ４３ 図版�－１２ H－１６ � １ つまみ付ナイフ 頁岩 ６．６０ １．７０ ０．７０ ８．５１
図�－２３ ４４ 図版�－１２ R－６ � ６ つまみ付ナイフ 頁岩 ６．５０ ２．２０ ０．６０ １１．５５
図�－２４ ４５ 図版�－１２ Q－６ � １ 石錐 黒曜石 ３．４０ ０．７０ ０．５０ １．４３
図�－２４ ４６ 図版�－１２ Q－１８ � ４ 石錐 黒曜石 （３．５０） ３．１０ １．７５ （５．２４）
図�－２４ ４７ 図版�－１２ P－６ � １ 石錐 頁岩 ５．６０ ２．４０ １．００ １３．８６
図�－２４ ４８ 図版�－１２ P－１６ � ３８ 石錐 黒曜石 ３．００ １．２０ ０．４０ １．８５
図�－２４ ４９ 図版�－１２ P－１６ � １２ 石錐 黒曜石 （３．２０） １．００ ０．５０ （０．９９）
図�－２４ ５０ 図版�－１２ P－１４ � ４ 石錐 黒曜石 ３．５０ １．８０ ０．４０ ２．５０
図�－２４ ５１ 図版�－１２ P－１４ � ２ 磨製石斧 泥岩 ８．８０ ３．９０ １．６０ ８１．１８
図�－２４ ５２ 図版�－１２ R－５ � ５ 磨製石斧 泥岩 ９．３０ ３．２０ １．２０ ５５．５４
図�－２４ ５３ 図版�－１２ O－６ � ３ 磨製石斧 泥岩 ８．６４ ４．１２ １．３４ ７２．２８
図�－２４ ５４ 図版�－１２ P－１６ � ２５ 磨製石斧 泥岩 １３．５５ ５．７９ １．７９ １５１．００
図�－２４ ５５ 図版�－１２ K－１５ � ２ 石斧原石 泥岩 （８．４０） ６．００ ２．３０ １９４．００
図�－２４ ５６ 図版�－１２ R－１９ � ８ 石鋸 砂岩 （２．４５） （２．６５） １．２０ （６．４９）
図�－２４ ５７ 図版�－１２ N－１５ � ３ 石皿 砂岩 （８．３０） （５．７０） ２．７０ （１２５．００）
図�－２４ ５８ 図版�－１２ N－１９ � ２ 砥石 砂岩 （５．７０） （５．００） １．８０ （７６．７５）
図�－２５ ５９ 図版�－１２ P－１６ � ２６ 断面三角形のすり石 砂岩 １５．４５ ８．１０ ７．１０ ９１３．００
図�－２５ ６０ 図版�－１２ M－１６ � ４ 断面三角形のすり石 砂岩 １８．３５ ９．５０ ５．３０ １３４９．００
図�－２５ ６１ 図版�－１２ Q－１７ � ８ たたき石 砂岩 １２．５０ １６．２０ ７．２０ １６４８．００
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１ 放射性炭素年代測定
パレオ・ラボAMS年代測定グループ

小林紘一・丹生越子・伊藤茂・山形秀樹・瀬谷薫

Zaur Lomtatidze・Ineza Jorjoliani・中村賢太郎

１．はじめに

千歳市・祝梅川上田遺跡および梅川２遺跡より検出された試料について、加速器質量分析法（AMS

法）による放射性炭素年代測定を行った。

試料の調整は山形、瀬谷、Lomtatidze、Jorjolianiが、測定は小林、丹生、伊藤が行い、報告文を

伊藤、中村が作成した。

２．試料と方法

測定試料の情報、調整データは表１のとおりである。試料は祝梅川上田遺跡より検出された炭化材

１１点と炭化植物遺体２点、梅川２遺跡より検出された炭化材１点の合計１４点である。１４点の試料は、

年代測定とあわせて樹種同定を行った。

試料は調整後、加速器質量分析計（パレオ・ラボ、コンパクトAMS : NEC製１．５SDH）を用いて

測定した。得られた１４C濃度について同位体分別効果の補正を行った後、１４C年代、暦年代を算出した。

３．結果

表２に、同位体分別効果の補正に用いる炭素同位体比（δ１３C）、同位体分別効果の補正を行った１４C

年代、１４C年代を暦年代に較正した年代範囲、暦年較正に用いた年代値を、図１～７に暦年較正結果

をそれぞれ示す。暦年較正に用いた年代値は、今後暦年較正曲線が更新された際にこの年代値を用い

て暦年較正を行うために記載した。
１４C年代はAD１９５０年を基点にして何年前かを示した年代である。１４C年代（yrBP）の算出には、１４C

の半減期として Libbyの半減期５５６８年を使用した。また、付記した１４C年代誤差（±１σ）は、測定

の統計誤差、標準偏差等に基づいて算出され、試料の１４C年代がその１４C年代誤差内に入る確率が６８．２％

であることを示すものである。

なお、暦年較正の詳細は以下の通りである。

暦年較正

暦年較正とは、大気中の１４C濃度が一定で半減期が５５６８年として算出された１４C年代に対し、過去の

宇宙線強度や地球磁場の変動による大気中の１４C濃度の変動、及び半減期の違い（１４Cの半減期５７３０±

４０年）を較正することで、より実際の年代値に近いものを算出することである。
１４C年代の暦年較正には OxCal３．１０（較正曲線データ：INTCAL０４）を使用した。なお、１σ暦年

代範囲は、OxCalの確率法を使用して算出された１４C年代誤差に相当する６８．２％信頼限界の暦年代範

囲であり、同様に２σ暦年代範囲は９５．４％信頼限界の暦年代範囲である。カッコ内の百分率の値は、

その範囲内に暦年代が入る確率を意味する。グラフ中の縦軸上の曲線は１４C年代の確率分布を示し、

二重曲線は暦年較正曲線を示す。それぞれの暦年代範囲のうち、その確率が最も高い年代範囲につい

ては、表中に下線で示してある。
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４．考察

試料について、同位体分別効果の補正及び暦年較正を行った。得られた暦年代範囲のうち、その確

率の最も高い年代範囲に着目すると、それぞれより確かな年代値の範囲が示された。

PLD－６８４９は１５～１７世紀（アイヌ期）の年代範囲に相当する。試料は炭化材である。材は部位に

より組織の形成時期が異なり、年輪では最外年輪の年代が枯死・伐採年を示し、内側の年輪になれば

古い年代を示す。PLD－６８４９の試料は樹皮に近い部位であるため、年代は枯死・伐採年に近い年を

示すと考えられる。PLD－６８５０は１５世紀（アイヌ期）の年代範囲に相当する。PLD－６８５０の試料は

部位不明の炭化材であり、枯死・伐採年よりも古い年代を示している可能性がある。PLD－６８５１は

１５～１６世紀および１７世紀初頭（アイヌ期）の年代範囲に相当する。PLD－６８５１の試料は部位不明の

炭化材であり、枯死・伐採年よりも古い年代を示している可能性がある。PLD－６８５２は１５～１７世紀

（アイヌ期）の年代範囲に相当する。PLD－６８５２の試料である単子葉類は一年生だと考えられ、年

代は枯死・伐採年を示すと考えられる。PLD－６８５３は１３～１４世紀（アイヌ期）の年代範囲に相当す

る。PLD－６８５３の試料であるタケ亜科は一年生だと考えられ、年代は枯死・伐採年を示すと考えら

れる。PLD－６８５４は１１～１３世紀（擦文期末～アイヌ期初）の年代範囲に相当する。PLD－６８５４の試

料は部位不明の炭化材であり、枯死・伐採年よりも古い年代を示している可能性がある。PLD－６８５５

は１７～１８世紀および１９～２０世紀（アイヌ期およびアイヌ期～近代）の年代範囲に相当する。calAD１７００

－１９５０の範囲は較正曲線が比較的平坦であるため、暦年代範囲が絞り込めない。PLD－６８５５の試料

が検出されたUSP－４５８の年代を明らかにするためには、噴出年代が明らかなテフラとの上下関係な

ども検討することが必要である。PLD－６８５５の試料は炭化材の樹皮である。樹皮は外側ほど古い時

期に形成された組織であり内側ほど新しい時期に形成された組織である。今回の試料採取にあたって

は樹皮の内側と外側を区別していないため、PLD－６８５５の年代は枯死・伐採の年よりも古い年代を

示している可能性がある。PLD－６８５６は１２～１３世紀（擦文期末～アイヌ期初）の年代範囲に相当す

る。PLD－６８５６の試料は炭化材であり、部位は樹皮に近いため、年代は枯死・伐採年に近い年を示

すと考えられる。

PLD－６８５７、６８５８、６８５９、６８６０、６８６１は後期旧石器時代の年代範囲に相当する。試料は５点とも

部位不明の炭化材であり、枯死・伐採年よりも古い年代を示している可能性がある。

PLD－６８６２は１２～１３世紀（擦文期末～アイヌ期初）の年代範囲に相当する。試料は部位不明の炭

化材であり、枯死・伐採年よりも古い年代を示している可能性がある。
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表�－１ 測定試料及び処理

測定番号 遺跡データ 試料データ 前処理 測定

PLD‐６８４９

祝梅川上田遺跡
遺構：UH－１０ HSP－３
層位：覆土中
樹種同定 No．１

試料の種類：炭化物・材
（ブドウ属）
試料の性状：最外以外樹皮に
近い部分を採取
状態：dry
カビ：無

超音波煮沸洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄
（塩酸１．２N，水酸化ナトリウム
１N，塩酸１．２N）

PaleoLabo :
NEC製コ ン パ ク ト
AMS・１．５SDH

PLD‐６８５０

祝梅川上田遺跡
遺構：UH－１０ HSP－１６
層位：覆土
樹種同定 No．２

試料の種類：炭化物・材（コ
ナラ節）
試料の性状：不明
状態：dry
カビ：無

超音波煮沸洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄
（塩酸１．２N，水酸化ナトリウム
１N，塩酸１．２N）

PaleoLabo :
NEC製コ ン パ ク ト
AMS・１．５SDH

PLD‐６８５１

祝梅川上田遺跡
遺構：UH－１１ HSP－３
層位：覆土
樹種同定 No．３

試料の種類：炭化物・材
（コナラ節）
試料の性状：不明
状態：dry
カビ：無

超音波煮沸洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄
（塩酸１．２N，水酸化ナトリウム
１N，塩酸１．２N）

PaleoLabo :
NEC製コ ン パ ク ト
AMS・１．５SDH

PLD‐６８５２

祝梅川上田遺跡
遺構：USP－３９９
層位：覆土
樹種同定 No．４

試料の種類：炭化物・植物遺
体（単子葉類）
試料の性状：最外部
状態：dry
カビ：無

超音波煮沸洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄
（塩酸１．２N，水酸化ナトリウム
１N，塩酸１．２N）

PaleoLabo :
NEC製コ ン パ ク ト
AMS・１．５SDH

PLD‐６８５３

祝梅川上田遺跡
遺構：USP－４０７
層位：覆土
樹種同定 No．５－１

試料の種類：炭化物・植物遺
体（タケ亜科、稈）
試料の性状：最外部
状態：dry
カビ：無

超音波煮沸洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄
（塩酸１．２N，水酸化ナトリウム
１N，塩酸１．２N）

PaleoLabo :
NEC製コ ン パ ク ト
AMS・１．５SDH

PLD‐６８５４

祝梅川上田遺跡
遺構：USP－４５６
層位：覆土
樹種同定 No．６

試料の種類：炭化物・材（ク
リ）
試料の性状：不明
状態：dry
カビ：無

超音波煮沸洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄
（塩酸１．２N，水酸化ナトリウム
１N，塩酸１．２N）

PaleoLabo :
NEC製コ ン パ ク ト
AMS・１．５SDH

PLD‐６８５５

祝梅川上田遺跡
遺構：USP－４５８
層位：覆土
樹種同定 No．７

試料の種類：炭化物・材（針
葉樹）
試料の性状：樹皮
状態：dry
カビ：無

超音波煮沸洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄
（塩酸１．２N，水酸化ナトリウム
１N，塩酸１．２N）

PaleoLabo :
NEC製コ ン パ ク ト
AMS・１．５SDH

PLD‐６８５６

祝梅川上田遺跡
遺構：USP－４６８
層位：覆土
樹種同定 No．８

試料の種類：炭化物・材（コ
ナラ節）
試料の性状：最外以外樹皮に
近い部分を採取
状態：dry
カビ：無

超音波煮沸洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄
（塩酸１．２N，水酸化ナトリウム
１N，塩酸１．２N）

PaleoLabo :
NEC製コ ン パ ク ト
AMS・１．５SDH

PLD‐６８５７

祝梅川上田遺跡
遺構：ブロック１
層位：�層
樹種同定 No．９－１

試料の種類：炭化物・材
（針葉樹）
試料の性状：不明
状態：dry
カビ：無

超音波煮沸洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄
（塩酸１．２N，水酸化ナトリウム
１N，塩酸１．２N）

PaleoLabo :
NEC製コ ン パ ク ト
AMS・１．５SDH

PLD‐６８５８

祝梅川上田遺跡
遺構：ブロック２
層位：�層
樹種同定 No．１０

試料の種類：炭化物・材
（針葉樹）
試料の性状：不明
状態：dry
カビ：無

超音波煮沸洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄
（塩酸１．２N，水酸化ナトリウム
１N，塩酸１．２N）

PaleoLabo :
NEC製コ ン パ ク ト
AMS・１．５SDH

PLD‐６８５９

祝梅川上田遺跡
遺構：ブロック２
層位：�層
樹種同定 No．１１

試料の種類：炭化物・材（針
葉樹）
試料の性状：不明
状態：dry
カビ：無

超音波煮沸洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄
（塩酸１．２N，水酸化ナトリウム
１N，塩酸１．２N）

PaleoLabo :
NEC製コ ン パ ク ト
AMS・１．５SDH

PLD‐６８６０

祝梅川上田遺跡
遺構：ブロック２
層位：�層
樹種同定 No．１２

試料の種類：炭化物・材
（針葉樹）
試料の性状：不明
状態：dry
カビ：無

超音波煮沸洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄
（塩酸１．２N，水酸化ナトリウム
１N，塩酸１．２N）

PaleoLabo :
NEC製コ ン パ ク ト
AMS・１．５SDH

PLD‐６８６１

祝梅川上田遺跡
遺構：ブロック２
層位：�層
樹種同定 No．１３

試料の種類：炭化物・材
（針葉樹）
試料の性状：不明
状態：dry
カビ：無

超音波煮沸洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄
（塩酸１．２N，水酸化ナトリウム
１N，塩酸１．２N）

PaleoLabo :
NEC製コ ン パ ク ト
AMS・１．５SDH

PLD‐６８６２

梅川２遺跡
遺構：UH－１ HSP－１
層位：覆土
樹種同定 No．１４

試料の種類：炭化物・材
（ハンノキ亜属）
試料の性状：不明
状態：dry
カビ：無

超音波煮沸洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄
（塩酸１．２N，水酸化ナトリウム
１N，塩酸１．２N）

PaleoLabo :
NEC製コ ン パ ク ト
AMS・１．５SDH

１ 放射性炭素年代測定
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表�－２ 放射性炭素年代測定及び暦年較正の結果

測定番号
δ１３C
（‰）

１４C年代
（yrBP±１σ）

１４C年代を暦年代に較正した年代範囲 暦年較正用年代
（yrBP±１σ）１σ暦年代範囲 ２σ暦年代範囲

PLD－６８４９ －２９．６±０．２４ ３１０±２０
１５２０AD（５３．７％）１５９０AD

１６２０AD（１４．５％）１６５０AD
１４９０AD（９５．４％）１６５０AD ３１１±２１

PLD－６８５０ －２５．９３±０．２４ ４２５±２０ １４３５AD（６８．２％）１４６０AD １４３０AD（９５．４％）１４８５AD ４２７±２０

PLD－６８５１ －２６．４３±０．２４ ４０５±２０ １４４５AD（６８．２％）１４８５AD
１４４０AD（８８．２％）１５２０AD

１６００AD（７．２％）１６２０AD
４０４±２１

PLD－６８５２ －１０．１１±０．２４ ３１５±２０
１５２０AD（５４．５％）１５９０AD

１６２０AD（１３．７％）１６５０AD
１４９０AD（９５．４％）１６５０AD ３１４±２０

PLD－６８５３ －２６．４７±０．２４ ６６０±２０
１２８５AD（３２．９％）１３０５AD

１３６０AD（３５．３％）１３８５AD

１２８０AD（４７．０％）１３２０AD

１３５０AD（４８．４％）１３９０AD
６６０±２１

PLD－６８５４ －２５．４６±０．２４ ９００±２０
１０４０AD（３６．７％）１０９０AD

１１２０AD（３１．５％）１１８０AD
１０４０AD（９５．４％）１２１０AD ９０１±２２

PLD－６８５５ －２８．９３±０．２５ ６０±２０

１７００AD（１２．６％）１７２０AD

１８１０AD（７．０％）１８４０AD

１８８０AD（４８．６％）１９２０AD

１６９０AD（２０．９％）１７３０AD

１８１０AD（７４．５％）１９２０AD
６１±２１

PLD－６８５６ －２５．３６±０．２５ ８１５±２０ １２１５AD（６８．２％）１２５５AD １１７５AD（９５．４％）１２６５AD ８１６±２１

PLD－６８５７ －２４．７６±０．２４ １４７００±４５ １６０４０BC（６８．２％）１５７７０BC １６１００BC（９５．４％）１５４５０BC １４６９８±４５

PLD－６８５８ －２４．６８±０．２４ １４７２５±４５ １６０６０BC（６８．２％）１５８２０BC １６１５０BC（９５．４％）１５５００BC １４７２７±４６

PLD－６８５９ －２４．７１±０．２４ １４７５０±４５ １６０８０BC（６８．２％）１５８６０BC １６１５０BC（９５．４％）１５５５０BC １４７５１±４６

PLD－６８６０ －２４．９５±０．２４ １４１２０±４５ １５０９０BC（６８．２％）１４６９０BC １５２５０BC（９５．４％）１４４５０BC １４１２０±４４

PLD－６８６１ －２４．８２±０．２４ １２３３０±４０ １２４００BC（６８．２％）１２１５０BC １２７００BC（９５．４％）１２１００BC １２３３２±４０

PLD－６８６２ －２４．５７±０．２４ ８２０±２０ １２１０AD（６８．２％）１２５５AD １１７５AD（９５．４％）１２６５AD ８１８±２１

� 分析
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１ 放射性炭素年代測定

図１ 暦年較正結果（１）
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図２ 暦年較正結果（２）

� 分析
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１ 放射性炭素年代測定

図３ 暦年較正結果（３）
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図４ 暦年較正結果（４）

� 分析
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１ 放射性炭素年代測定

図５ 暦年較正結果（５）
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図６ 暦年較正結果（６）

� 分析
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１ 放射性炭素年代測定

図７ 暦年較正結果（７）
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２ 祝梅川上田・梅川２遺跡出土炭化材の樹種同定
植田弥生（パレオ・ラボ）

１．はじめに

千歳市に所在する当遺跡から出土した炭化材１４試料の樹種同定結果を報告する。

炭化材試料は、�層（アイヌ文化期）の９試料、�層（旧石器）の５試料である。異なる２時期の
樹種を明らかにする事は、各時期の樹種利用または周辺古植生に関する基礎的資料となる。

２．試料と方法

同定は、炭化材の横断面（木口）を手で割り実体顕微鏡で予察し、次に材の３方向（横断面・接線

断面・放射断面）の断面を作成し、走査電子顕微鏡で拡大された材組織を観察した。走査電子顕微鏡

用の試料は、３断面を５�角以下の大きさに整え、直径１�の真鍮製試料台に両面テ－プで固定し、
試料を充分乾燥させた後、金蒸着を施し、走査電子顕微鏡（日本電子�製 JSM－５９００LV型）で観

察と写真撮影を行った。

同定した炭化材の残り破片は、（財）北海道埋蔵文化財センターに保管されている。

３．結果

同定結果の一覧を表１に示した。

�層アイヌ文化期の９試料からは、ハンノキ属・コナラ節・クリ・アジサイ属・ブドウ科・トネリ
コ属・タケ亜科・単子葉類の８分類群が検出された。�５の５破片からは、コナラ節・クリ・アジサ
イ属・トネリコ属・タケ亜科・単子葉類の複数種類が検出された。コナラ節が４試料から検出され最

も多い。

�層旧石器の５試料すべてから、針葉樹が検出された。�１１は水平と垂直な樹脂道が確認され、分
野壁孔は小型で多数が雑整と配置していた。このような特徴から、カラマツ属やトウヒ属の針葉樹材

である可能性が高い。しかしそのほかの試料は、微小で保存も悪い事から、針葉樹であることまでし

か判らなかった。なお�９の３破片からは、針葉樹２点と散孔材（ナシ亜科？）１点が検出された。

樹種記載

� 針葉樹 conifer 図版１ １a－１c（�１１） ２a－２c（�１２）
仮道管がおもな構成要素の針葉樹である。細胞壁は溶融したような状態で保存が悪く、樹脂道の有

無や分野壁孔の型や数などは不明である。ただし、�１１の破片には、水平と垂直な樹脂道が見られ、
分野壁孔は小型で多数が雑整と配置していたことから、カラマツ属やトウヒ属の可能性がある。

	 ハンノキ属 Alnus カバノキ科 図版１ ３a－３c（�１４）
小型の管孔が放射方向に２～数個が複合し分布し、短接線状柔組織が顕著な散孔材である。道管の

壁孔は交互状、穿孔は横棒数が１０～２０本の階段穿孔である。放射組織は単列同性、道管との壁孔は小

さく交互状に密在する。

ハンノキ属は暖帯から亜寒帯の陽光地や湿地に生育する落葉樹広葉樹である。

２ 祝梅川上田・梅川２遺跡出土炭化材の樹種同定
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 コナラ属コナラ亜属コナラ節 Quercus subgen. Quercus sect. Prinus ブナ科 図版２ ４a

－４c（�８）
年輪の始めに大型の管孔が１層配列し、晩材部は薄壁で角形の非常に小型の管孔が火炎状に配列す

る環孔材である。道管の壁孔は交互状、穿孔は単穿孔、内腔にチロ－スが発達している。放射組織は

単列のものと細胞幅の広い広放射組織がある。

コナラ節は暖帯から温帯に生育する落葉高木でカシワ・ミズナラ・コナラ・ナラガシワがある。

� クリ Castanea crenata Sieb. et Zucc． ブナ科 図版２ ５a－５c（�６）
年輪の始めに大型の管孔が配列し、晩材部では非常に小型の管孔が火炎状に配列する環孔材である。

コナラ節と類似するが、放射組織は単列のものだけである。

クリは北海道西南部以南の暖帯から温帯下部の山野に普通の落葉高木である。

� アジサイ属 Hydrangea ユキノシタ科 図版２ ６a－６c（�５－３）
非常に小型の管孔が単独や２～数個が複合し分布する散孔材である。道管の壁孔は階段状、穿孔は

横棒数が非常に多い階段穿孔、内腔には水平のチロ－スがある。放射組織は異性、非常に背の高い直

立細胞からなる単列のものと２細胞幅の部分は平伏細胞からなりその上下端の単列部は直立細胞から

なるものとがある。放射柔細胞と道管との壁孔は対列状・階段状である。

アジサイ属はおもに落葉性の低木で、暖帯から温帯下部の山中の川岸や山林下や日当たりのよい場

所などに生育している。ただしツル性のツルアジサイは、放射組織の高さが非常に高いのでこの試料

とは異なる。


 ブドウ科 Vitaceae 図版３ ７a－７c（�１）
髄は円形である。年輪の始めに大型の管孔が１層配列し、孔口の大きさが不揃いな小型から非常に

小型の管孔が塊状に分布している環孔材である。道管の壁孔は交互状から階段状、穿孔は単穿孔であ

る。放射組織は異性、多くは平伏細胞からなり、約５～１０細胞幅、細胞高は極めて高い。放射組織の

細胞幅が広く、細胞高も高いことから、ツル性の材である。

暖帯や温帯の山林に普通のヤマブドウ・エビズル・サンカクヅル・ツタなどがある。

� トネリコ属 Fraxinus モクセイ科 図版３ ８a－８c（�５－４）
中型～大型の管孔が１～３層配列し、単独または２個複合した小型で厚壁の管孔が散在する環孔材

である。周囲状柔組織がある。道管の壁孔は小型で交互状、穿孔は単穿孔である。放射組織は同性、

１～２細胞幅である。

トネリコ属はおもに温帯に生育する落葉高木でシオジ・ヤチダモ・トネリコ・アオダモなど約９種

ある。

� 散孔材（ナシ亜科？） diffuse-porous wood（Rosaceae subfam. Maloideae？）図版３ ９a

－９c（�９－２）
非常に小型の管孔が単独や複合して分布している散孔材である。道管は単穿孔である。放射組織は

同性のようであり、主に５細胞幅で比較的背は高く大きい。ナシ亜科の材に似るが、道管のらせん肥

厚は不明で、放射組織は細胞幅が広く大きい点は一致しない。

� 樹皮 Bark 図版４ １０a－１０c（�７）
軸方向要素の仮道管や道管は未発達である。しかし、放射組織が単列であることが確認できたこと

から、針葉樹の樹皮である。

� 分析
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� タケ亜科 Gramineae subfam. Bambusoideae イネ科 図版４ １１a（�５－１）
直径５�の硬質の稈で、中心部は中空である。維管束鞘に囲まれた多数の維管束が、同心円状に均
質に配置している。このような形質からイネ科のタケ類とササ類を含むタケ亜科であるが、分布から

ササ類の可能性が高い。

� 単子葉類 Monocoty ledoneae 図版４ １２a（�４）
直径６�の草本性の稈である。スポンジ状の基本組織の中に維管束が散在している。稈の外周には
厚い厚壁細胞層にかこまれた大小の維管束が１～２層並んでいる。それより内側に散在する維管束の

周囲の厚壁細胞層は薄い。

４．考察

�層のアイヌ文化期からは、コナラ節・クリ・トネリコ属・アジサイ属・ハンノキ属・ブドウ科の
落葉広葉樹とタケ亜科・単子葉類が検出され、特にコナラ節が多かった。このような樹種構成から、

当時はコナラ節の樹種が多く生育する落葉広葉樹林が成立していたと類推される。また、湿地や河畔

林に普通のトネリコ属・アジサイ属・ハンノキ属が検出されたことから、遺跡近くにこのような森林

があったのかもしれない。

また、�層の旧石器から出土した炭化材は針葉樹がほとんどであり、冷温帯に多く分布するカラマ
ツ属やトウヒ属の可能性がある試料�１１が含まれていた。従って、旧石器時代には針葉樹林が成立、
または多く生育していたと推測され、時代背景とも符号する。

２ 祝梅川上田・梅川２遺跡出土炭化材の樹種同定
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表�－３ 祝梅川上田・梅川２遺跡出土炭化材の樹種同定結果一覧

� 遺跡名 遺構名 層位 時期 樹種 備考
１ 祝梅川上田 UH－１０HSP－３ �層 アイヌ文化期 ブドウ属 直径０．８～１．０�芯持ち丸木樹皮付
２ 祝梅川上田 UH－１０HSP－１６ �層 アイヌ文化期 コナラ節 放射径７�で９年輪あり
３ 祝梅川上田 UH－１１HSP－３ �層 アイヌ文化期 コナラ節 １�角の破片複数あり
４ 祝梅川上田 USP－３９９ �層 アイヌ文化期 単子葉類 直径約０．６�

５－１ 祝梅川上田 USP－４０７ �層 アイヌ文化期 タケ亜科 直径約０．５�
５－２ 祝梅川上田 USP－４０７ �層 アイヌ文化期 コナラ節 約５�角の小破片
５－３ 祝梅川上田 USP－４０７ �層 アイヌ文化期 トネリコ属 約５�角の小破片
５－４ 祝梅川上田 USP－４０７ �層 アイヌ文化期 アジサイ属 約５�角の小破片
５－５ 祝梅川上田 USP－４０７ �層 アイヌ文化期 クリ 微小破片複数のためコナラ節の可能性もあり
６ 祝梅川上田 USP－４５６ �層 アイヌ文化期 クリ 放射径７�で１１年輪あり
７ 祝梅川上田 USP－４５８ �層 アイヌ文化期 針葉樹 樹皮
８ 祝梅川上田 USP－４６８ �層 アイヌ文化期 コナラ節 約１�角の破片

９－１ 祝梅川上田 ブロック－１ �層 旧石器 針葉樹 ３�角の小破片 ぬか目材
９－２ 祝梅川上田 ブロック－１ �層 旧石器 散孔材 ４�角の小破片
９－３ 祝梅川上田 ブロック－１ �層 旧石器 針葉樹 ３�角の小破片 ぬか目材
１０ 祝梅川上田 ブロック－２ �層 旧石器 針葉樹 ３�角の小破片 ぬか目材
１１ 祝梅川上田 ブロック－２ �層 旧石器 針葉樹 ２×８�の破片垂直と水平の樹脂道あり
１２ 祝梅川上田 ブロック－２ �層 旧石器 針葉樹 ２�角破片
１３ 祝梅川上田 ブロック－２ �層 旧石器 針葉樹 ２�角破片
１４ 梅川２ UH－１HSP－１ �層 アイヌ文化期 ハンノキ亜属 １�角の破片

� 分析
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２ 祝梅川上田・梅川２遺跡出土炭化材の樹種同定

図版１ 祝梅川上田・梅川２遺跡出土炭化材材組織の走査電子顕微鏡写真（１）

１a－１c：針葉樹（�１１） ２a－２c：針葉樹（�１２） ３a－３c：ハンノキ属（�１４）
a：横断面 b：接線断面 c：放射断面
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図版２ 祝梅川上田・梅川２遺跡出土炭化材材組織の走査電子顕微鏡写真（２）

４a－４c：コナラ節（�８） ５a－５c：クリ（�６） ６a－６c：アジサイ属（�５－３）
a：横断面 b：接線断面 c：放射断面

� 分析
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２ 祝梅川上田・梅川２遺跡出土炭化材の樹種同定

図版３ 祝梅川上田・梅川２遺跡出土炭化材材組織の走査電子顕微鏡写真（３）

７a－７c：ブドウ科（�１） ８a－８c：トネリコ属（�５－４） ９a－９c：散孔材（ナシ亜

科？）（�９－２）
a：横断面 b：接線断面 c：放射断面
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図版４ 祝梅川上田・梅川２遺跡出土炭化材材組織の走査電子顕微鏡写真（４）

１０a－１０c：樹皮（�７） １１a：タケ亜科（�５－１） １２a：単子葉類（�４）
a：横断面 b：接線断面 c：放射断面

� 分析
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３．祝梅川上田遺跡の「�層」上部に産出する礫について

１．はじめに

「�層」上部に産出する礫（�章６節）の起源を既知の堆積物との比較により推定した。この礫は、
Ta―c（樽前山起源の樽前 c降下火砕堆積物１）。２５００－３０００年前２））直下の腐植土のうち、腐植含量の

少ない土壌層位（「�層」）の上部に散在し、層を成してはいない。発掘担当者によれば、この礫は遺
構の覆土に含まれたり、この礫を含む土壌層を切って遺構が作られている。したがって、この礫の起

源が特定されれば（とくにテフラ起源であれば）地層や遺構の編年に利用できることが期待される。

２．礫の起源推定方法と試料

本遺跡内では、地層をなす堆積物として、下位から En―a（恵庭岳起源の恵庭 a降下軽石堆積物１）。

１９０００－２１０００年前２））、ローム、Ta―c、Ta―a（樽前山起源の樽前 a降下軽石堆積物１）。AD１７３９２））が

認められる。ロームと Ta―cの間、Ta―cと Ta―aの間に土壌が良く発達している。「�層」上部の礫
は安山岩質、粒径１－３�なので、この岩石種と粒径の礫を含む可能性のある遺跡内の堆積物として、
En―aが挙げられる。また、本遺跡は分布範囲外であるが、En―aと Ta―cの間の層準の Ta―d１（樽前

山起源の樽前 d降下火砕堆積物のうちの安山岩の降下堆積物１）。８０００－９０００年前２））も比較試料とし

た。Ta―d１は、本遺跡の南方約７�の苫小牧市美沢で採取した。ここでは樽前山起源のテフラが模式
的に発達している３）。

ローム中にも礫を含むが、ローム中には En―aの軽石礫が多いので、他の岩石種の礫の多くも En―

aに由来するものと判断し、ロームは比較の対象としなかった。また、Ta―cの構成物の主体は安山

岩質の岩片・スコリアであるが、Ta―cの粒径が１�以下と小さいことと Ta―cが土壌を介して層位
的に「�層」の上位にあることから、Ta―cは比較の対象としなかった。
以上から、「�層」上部の礫、En―a中の石質岩片、Ta―d１の石質岩片を採取し相互に比較した。試
料は各堆積物から無作為に５０～１００個採取し、水洗・乾燥後、粒径、円磨度、石基の色調を調べ、比

較的粗粒の粒子約２０個について実体顕微鏡により斑晶鉱物、内部構造などを調べた。

３．結果

「�層」上部の礫 粒径：１－３�。円磨度４）：亜角～亜円状、粒径が小さいものは亜円状が多
い。安山岩の石基の色調：暗灰色。安山岩の斑晶鉱物：斜長石・輝石。斑晶サイズ：０．５－２�。斑
晶量５）：２５－３０％。内部構造：やや発泡質。その他：厚さ１�以下の風化殻が発達。
En―a中の石質岩片 粒径：０．５－１．５�。円磨度：角状。安山岩の石基の色調：灰色。安山岩の
斑晶鉱物：斜長石・輝石。斑晶サイズ：１�±。斑晶量：５０％。内部構造：なし。その他：風化殻は
ほとんど発達しない。他の試料よりも硬い。粘板岩、泥岩も多く含む。

Ta―d１の石質岩片 粒径：１－３．５�。円磨度：亜角状。安山岩の石基の色調：暗灰色。安山岩
の斑晶鉱物：斜長石・輝石。斑晶サイズ：０．５－２�。斑晶量：２５－３０％。内部構造：やや発泡質。
その他：厚さ０．５�以下の風化殻が発達。
円磨度の多少の違いを除くと、「�層」上部の礫と Ta―d１の石質岩片は良く一致した特徴を有して
いる。一方、この二者と En―a中の石質岩片とは全く異なることがわかった。

３．祝梅川上田遺跡の「�層」上部に産出する礫について
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４．まとめ

今回の調査からは、「�層」上部の礫は Ta―d１の石質岩片に対比されると考えられる。Ta―d１より
円磨度が大きいのは、本来の分布域から移動してきたことを示している。その営力は風であろう。風

成二次堆積物ではあるが、本礫を確実に Ta―d１の石質岩片に対比できれば、Ta―d１降下以降～Ta―c

降下以前の指標物として有効であろう。

引用文献

１）曽屋龍典・佐藤博之（１９８０）：千歳地域の地質。地域地質研究報告（５万分の１図幅）、地質調

査所、９２p。

２）町田 洋・新井房夫（２００３）：「新編火山灰アトラス―日本列島とその周辺」。東京大学出版会、

３３６p。

３）北海道火山灰命名委員会（１９７９）：「北海道の火山灰分布図」。

４）Powers, M. C．（１９５３）：A new roundness scale for sedimentary particles. Journal of Sedi-

mentary Petrology, Vol．２３，No.２，１１７－１１９．

５）「新版標準土色帖」（小山正忠・竹原秀雄編・著（１９９６）、日本色研事業株式会社）の面積割合
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（花岡正光）
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調査原因

市町村 遺跡番号 °′″ °′″

うめかわにいせき

梅川２遺跡
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０８．９″
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道路建設に
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査

しゅくばいがわうえだいせき

祝梅川上田遺跡

ちとせししゅくばい
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０１２２４ A－０３－５０
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査

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項
梅川２遺跡 耕作地 アイヌ文化期、擦文文化

期、続縄文期、縄文晩期、
縄文早～晩期

�層：住居２軒、小柱穴：２１基
�・�層：土壙８基、Tピット
２基、焼土１１６カ所、フレイク
・チップ集中６カ所、道跡１カ
所

（土器）縄文早～晩期、続縄文、擦文
土器
（石器）石鏃、石槍、石錐、つまみ付
ナイフ、スクレイパ－、Rフレイク、U
フレイク、フレイク、チップ、石斧、
たたき石、断面三角形のすり石、北海
道式石冠、すり石、石鋸、砥石、台石
・石皿、礫器、礫石製品

道跡（縄文後期中葉と考えられる）

祝梅川上田遺跡 耕作地 アイヌ文化期、擦文文化
期、続縄文期、縄文晩期、
縄文早～晩期、旧石器

�層：住居１１軒、土壙３基、集
石４カ所、灰集中４カ所、焼土
１４カ所、小柱穴５２５基、道跡１
カ所
�～�層：土壙２基、焼土６２カ
所、石器ブロック２カ所

（鉄製品等）鉄鍋、鉈、刀子、マレッ
ク、古銭（永楽通宝）

（土器）縄文早～晩期、続縄文、擦文
土器

（石器）石鏃、ポイント、石錐、つま
み付ナイフ、つまみ付石器、篦状
石器、スクレイパ－、異形石器、R
フレイク、Uフレイク、フレイク、
チップ、石核、擦切石斧、石斧、
たたき石、断面三角形のすり石、
すり石、石鋸、砥石、台石・石皿、
棒状礫、礫器、礫

（石製品）玉
（旧石器）細石刃、細石刃核削片、両

面調整石器、石刃、掻器、削器、
刃部再生剥片、彫器、彫器削片、
加工痕のある剥片、剥片、砕片、
礫片、礫

集落（アイヌ文化期）
道跡（擦文～アイヌ文化期）
遺物の環状分布（縄文早期末葉）
玉（中期と考えられる）
石器ブロック（細石刃石器群：後期旧

石器時代後半期）

要 約

祝梅川上田遺跡と梅川２遺跡は千歳市の市街地から東へ２．５�ほど行った、祝梅川を経て千歳川に流入する梅川右
岸の平坦な低位段丘上（標高１２～１６m程）に立地する。
祝梅川上田遺跡の特徴は、アイヌ文化期の集落と旧石器の石器ブロックである。前者は多くの鉄製品と古銭（永楽
通宝）も伴っており、調査例も少なく貴重な資料と言える。後者は２カ所見つかっておりいずれも細石刃石器群であ
る。遺物は縄文早・中期と擦文文化期のものが多く、特に縄文早期末葉のものは環状の分布を見せている。また、玉
は２点ありどちらも縄文中期のものと考えられる。
梅川２遺跡でもアイヌ文化期と考えられる建物跡が２件見つかっているが、いずれの柱穴にも堀方が伴う点で祝梅
川上田遺跡とは異なる。また、縄文時代後期と考えられる道路跡が見つかっている。遺物は縄文時代前・後期が多い。
調査区南端では低湿部が確認されているが木製品などは見つかっていない。
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